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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　黒の月七日　　胸躍らせて


２　地の月十日　　駆けぬけて


３　地の月十一日　天を見上げ


４　地の月十二日　柄を握りしめ


エピローグ





　あとがき
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プロローグ




　拝啓　お母様　お姉様





　お元気ですか。コニーです。


　ジルサニア王国に来てから、もうすぐ三年になります。


　またお兄ちゃんが仕事をクビになりました。


　なんだか近頃、手紙の話題がいつもそればっかり。でも、毎回毎回クビになって帰ってくるお兄ちゃんがいけないと思います。


　自分の兄ながら、もうちょっと考えて行動して欲しいな、と思っていたら、いい加減に学習してくれたのか、今回はお兄ちゃんも新しい仕事を探す時に自分の性格を考慮してくれたみたい。





　なんと、今度のお仕事はジルサニア王国騎士団です。


　わたしも初めて知ったんだけど、騎士団って移民でも入れるのね。


　剣なら誰にも負けない、お兄ちゃんらしい仕事だと思います。


　今度こそ長く続きますよう、お母さんとお姉ちゃんも祈っていてください。そろそろシェンランが持たせてくれたお金も限界です。ササヤさんは何も言わないけれど、最近、晩御飯のグレードが下がってる気がするの。


　神様。ええと、ジルサニアでは「名も無き神様」か。どうかお兄ちゃんのこと、よろしくお願いします。





　追伸　こないだ書いた学校の友達は不良じゃありません。言葉遣いはぶっきらぼうだけど、とっても優しい子なんだよ？　今度お兄ちゃんにも会わせるつもりだから、その時に印象を聞いてみればいいよ。




１　黒の月七日　　胸躍らせて




　一ひと目め惚ぼれという言葉が、相手を自分のものにしたい、恋人になりたい、キスをしたい、というような意味であるのなら、それは決して一目惚れではなかった。


　どんなに手を伸ばしても届かない偶像が、そこにいた。


　ただ、その美しさに惹ひかれた。


　ステージに立つ彼女の姿、声、一挙手一投足に釘くぎ付づけになっていた。


　しん、と静まり返るホールに楽器のような声が響く。


『皆さん、こんにちは。ジルサニア王国第一王女、ジェルメーヌ・ジルサニアです』


　この国の民であれば誰でも知っている名前を、彼女は告げた。


　それは、移民のミロクでも知っている名前。


　名前を紡ぐ声は、毎日のように聴いてきた音色。いつも疲れた心を癒いやしてくれた、その声に惹かれたからこそ、ミロクは今ここにいる。


　以前は遠くから声を聞くだけだったが、現在はその姿が肉眼で見える。


　白磁器のような肌、サファイアのような瞳ひとみ、収穫期の小麦のような金髪、白鳥のようなドレス、猫科の動物のような身体からだの曲線。


　まだ幼いが、それ故ゆえに人間らしさが消え、完成された芸術品のような人間。


　手が届かないのは、ごく自然なことだと思った。


　これだけ完成された女性に、ミロクのような新米騎士が触れてはいけない。指一本どころか、吐息がかかっただけでも腐ってしまいそうだ。


　ホールにいる数千人の騎士たちも、きっとミロクと同じ緊張を味わっているのだろう。生なま唾つばを飲む音でさえ周りに聞こえそうで、身動きすらできない。


　ジルサニア王国の象徴でもある、王宮。ジルサニア国民の一般的な住宅ならば、四百は内包できると言われている。ジルサニアで信仰されている「名も無き神」にあやかるため、神殿と同じ装飾がいくつも使われており、遠目には教会と間違われるかもしれない。


　その王宮の裏手に、王宮と同じくらいの大きさの建物が存在する。きらびやかな王宮とは対照的に、無ぶ骨こつな建物だ。屋根だけが半円状で、あとは四角い。装飾を欠いているのではなく、増築に増築を重ねたらこういう形になってしまったのだという。


　この国で最も有名な職業、ジルサニア王国騎士団。


　ここは、その詰め所である。その立地や形状から「裏王宮」やら「食パン」などと揶や揄ゆされているが、最も多く親しまれている愛称は、地味で分厚い本──「聖書バイブル」だった。


　ミロクがいるのは、その「聖書」の一階と二階をぶち抜いた、巨大な講堂。


　前述の通り、一般的な住宅が四百戸入る建物だ。その一階のほとんどを使った講堂は、数千人が座れる広さを持つ。


　そして今、講堂には数千人の騎士が座っていた。皆、白と青を基調とした制服に身を包み、膝ひざの上に両手をのせて神妙にしている。例外なくこわばった顔をしているのは、式典特有の雰囲気ではなく、彼ら自身の緊張によるものだった。


　その広大なホールと、膨大な人数の騎士を、たった一人の女性が支配している。


『簡単な挨あい拶さつですので、どうか、楽な姿勢でお聞きください』


　滝から水を掬すくうような手つきで伝声用の宝石を手にし、大きく口を開ける。風の魔力が込められた宝石は、広大なホールでも等しく声を伝えてくれる。


　ステージの上には教壇と神像があった。教壇は普通の大きさだが、神像は目を見張るほど大きい。近くで見れば文字通り足元にも及ばず、講堂の一番後ろの席から見ても自分と同じ大きさの神像が目の前に立っていると錯覚する。


　それでも、ジェルメーヌ姫の存在感は神像を凌りよう駕がしていた。


『このたびは皆様が騎士という誇り高い職務を選んでくださったことに、心から感謝します。軍規では、騎士は民と王族を守る盾と記されておりますが、だからこそ、私は騎士に対する尊敬の念を忘れません』


　果実のような唇から漏れ出るのは、凜りんとした音。


　細身の身体からは想像できない、力を持った声。伝声用の宝石の力ではない。彼女の声がミロクの胸に直接届いている気がする。


『ジルサニア王国騎士団の騎士は剣を帯びます。ですが忘れないでください。あなたがたが普段から心に持っている盾を。それは武器や防具に頼らない、誰かを守ろうとする心です。力や技に依よらない、誰もが持っている魂なのです──』


　まるで歌のように心に流れ込んでくる言葉。


　ジェルメーヌ姫から視線をそらさず、ミロクは膝の上で拳こぶしを握り締める。


　もしも騎士が誰かを守る職業ならば、あの姫を守りたいと。


　ミロクは心から思った。


『それでは騎士の皆さん、ジルサニアの民をよろしくお願い致します』


　スカートをつまんで、優雅に一礼。


　そして姫はヒールの音も立てずに去っていった。


　一呼吸置いてから、わっと歓声があがり、そして拍手が鳴り止やまない。


「すげぇ……」


　ミロクは拍手をする気も起きなかった。


　呼吸をするのも忘れていたのか、大きく息を吸いたくなった。


「兄にいちゃん、ずいぶん興奮してたなー」


　と、隣に座っていた老人に笑われるほどだ。


　齢よわい六十を超えているであろう老人。体格がまるで違う。似ているのは制服だけだ。


　左右非対称の上着だ。身体の右前で合わせるようになっており、そこに大きな留め具が二つ。留め具にはジルサニアの紋章だろう、綺き麗れいな装飾が。留め具の他にも、合わせ目には目立たないようにボタンがある。留め具は装飾的なものなのだろう。


　身体の前面は青い刺し繡しゆうが施されており、それ以外の肩や袖そで、それからズボンは純白。澄んだ水のような印象を受ける。青い刺繡に触れると、布の感触がしなかった。かといって金属とも違う。魔法が付加エンチヤントされているのだ。


「そ、そんな別に興奮なんてしてないって」


「若いのー、少年。けど、恥ずかしがるこたない。姫を目当てに騎士団に入るのは普通のことじゃぞ。王族を守るのも騎士の仕事じゃからの」


　逆にミロクは、笑っているこの老人が新米騎士だということに違和感を覚える。話し方も表情も元気だが……この老人が騎士？


　いや、そうでもないか、と思い直す。騎士の仕事は多い。ジルサニアの場合、他の国の軍隊とは勝手が違うのだ。町の警護や、国の式典の進行も騎士の仕事なのだ。


「じいさんは、何の仕事をするために？」


　ジェルメーヌ姫がいなくなると途端に集中力を失い、雑談に興じてしまう。別にミロクだけの話ではなく、周囲もざわめき始める。


「城下町に中央公園があるじゃろ？　あそこの管理人さ」


　納得。確かに公園など、国営施設の係員も騎士の制服を着ていた。


　ということは、この老人もミロクと同じ騎士登用試験を受けたことになるのか。


「ああ、ワシは実技は受けなかったよ。簡単な体力測定やって、終わり」


「へー、老人だとそういう特典があるんだ」


「申請すれば、若者でも免除されるぞ。その場合、戦闘要員にはならないんだ。ただし規則や罰則なんかは、一般の騎士と同じだけどな」


「なるほどねー」


「なぁ兄ちゃん、実技試験ってどんな感じだったんじゃ？」


　問われて、ミロクは思い出す。それほど難しい試験じゃなかったから、もう忘れかけていた。


「えーと、体力測定──は、多分じいさんと同じだと思う。そのあと剣の試験やったよ」


「剣か。兄ちゃんも、剣がやりたくて騎士になったのか？」


「ああ。こう見えて、剣にはそこそこ自信あるんだ。だから試験も楽勝だった」


　実技試験のことを思い出してみる。


　広場に甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎士が並んでおり、その中から一人を選んで相手をする、というものだ。事前説明によると、甲冑の中は歴戦の勇者からただの事務員まで、完全にバラバラの強さだという。戦場で生き残るための運も重要視されるということだろう。


　ミロクが選んだ相手がどれほどの強さだったかは、今でもわからない。真ん中くらいの強さだったのではないだろうか。試験開始から三十を数える前に二本とって勝利した。


　幼い頃から鍛えられてきたから、剣には自信がある。


　その剣で、いずれ姫を守れるような騎士になるのだ。


　姫がステージから消えると、別の騎士が壇上にやってきた。騎士の制服の上に赤いコートを羽は織おっている。あ、あー、と伝声用の宝石のチェックをしてから、彼は続けた。


『それでは次に剣を支給しますので、会場に入る際に配られた紙を参照して、そこへ行ってください。剣の説明は、そこで行います。所属や年齢によって支給される剣が異なりますので、他の人たちに流されないよう』


　来た。


　膝の上で握ったミロクの手が震える。


　ようやく、騎士の証あかしが支給される。








　ルテア大陸の中央西に位置する国、ジルサニア。


　古くから伝わる王制は血だけの形けい骸がいではなく、受け継がれた王家の教育と訓練によって選ばれた者のみが修めることができる、厳しい風習である。王家の発表では、王位を継ぐ資格の無いものばかりが残った場合、王家以外からも王を選定する、とされている。が、ここ数百年ジルサニア王家が途絶えたことはない。


　そのジルサニアを守るものは、ふたつ。


　肥ひ沃よくな大地が育はぐくむ作物──主に小麦と野菜だ。畑は王家が直じき々じきに管理しており、凶作の時でも国の倉庫に蓄えがある。これが飢き饉きんから国を守る最大の力だ。


　そしてもう一つ。騎士団である。


　他国の侵略に対して、物理的に国を守る集団。有事の際は甲冑に身を包み、騎馬と武装ゴーレムを率いて撃って出る、ジルサニアが有する最強の力。


　少なくとも、他国からはそう思われているはずだ。


　移民のミロクも、最初はそんな感想を抱いだいていた。ジルサニアの騎士団とは、ただ戦うだけの集団ではないのである。もちろん兵隊が主なのだが、ここでの「騎士」とはかなり広い意味を持つ。


　すなわちジルサニア王国に奉仕する、国の仕事を請け負った人間を全すべて「騎士」と呼ぶのだ。わかりやすく言うならば、騎士団の詰め所である「聖書バイブル」の厨ちゆう房ぼうで働くコックたち、あれも騎士なのである。


　もちろん戦争が起こり、人手が足りなくなった時には全ての騎士が戦場に駆り出される。コックだろうと、公園の管理人だろうと。


　そのことを心に牢ろう記きさせる代しろ物ものが、剣だ。


　片手で扱う、細身の長剣。柄つかの部分には魔法のこめられた宝石が埋められている。


　これがジルサニア騎士団の象徴であり、魂だ。制服や鎧よろいなどは、ただの装備に過ぎない。


　普通の観点から見れば、武器を大切にするのは武人として当然のこと。しかしジルサニア騎士団にとって、剣はそれ以上の意味合いを持つ。


　剣には、騎士の全てが映し出される。


　ジルサニアの魔法技術は、特に物体に付加エンチヤントさせることを得意とする。門外不出の魔法によって、ひとつひとつ丁てい寧ねいに作られた騎士の剣は、鍛えられた鋼の剣よりも鋭く頑がん丈じようだ。また魔を祓はらうと言われており、魔法に対する耐性も僅わずかながら持つ。竜の炎に耐えたという逸話もある。


　当然ながら、高価だ。持ち逃げは死罪に値するが、外部に流通することはない。持ち主以外の人間が振るうと、自動的に土に還かえるようになっている。つまりこの剣を振るえるのは、ジルサニア騎士だけ。


　この剣こそが、騎士を騎士たらしめているわけだ。


「……で、俺おれの剣は？」


　指定された場所に赴いたミロクを待っていたのは、体格のいい一人の騎士だった。壇上で話していた男と同じ、赤いコートを着用している。


　ここは「聖書バイブル」の地下一階。階段を降りたすぐそばにある、ベンチだ。一階と二階は大きな講堂だったのに対して、ここは殺風景な廊下だ。立て看板や小さな石柱が転がっていたりする。講堂で使う機材なのだろうか。それを放置するということは、ここは物置に使われる階層なのか。


　材質のわからない石の壁には派手な色の貼はり紙がみがあり、「春の清掃強化月間」と書かれてあった。


「確認させてくれ。えーと、ミロク・シーレン君、でよかったかな？」


「え、えと、そうです」


　なにか試験でマズイことでもしでかしてしまったか。それとも、自分が移民だからダメだったとか。いや、ジルサニアの騎士には移民だろうが人間以外の生物だろうがなれる。応募条項にそう書いてあった。


「じゃあついてきて。君を部隊に案内するから」


「部隊ですか？　あの、剣は──」


「んーと、ね、それも含めて、部隊の人が説明してくれるからさ」


　なんとなく歯切れの悪い説明をする騎士。初日から口答えをするのも気が引けるし、なにより入団取り消しでないのならミロクはなんでも良かった。


　そうして騎士に案内された、地下一階の一部屋。


　全ての騎士を擁する「聖書」にも、さまざまな部屋があるようだ。この地下の部屋は講堂の式典を司つかさどっているらしく、先ほど壇上で話をしていた細身の男や背の低い男が、談笑しながら部屋に入っていく。別の部屋からは、集音と発信の魔法石がどうのこうのと相談しているふたりが出てきた。


　ミロクもこういう式典の仕事をするのだろうか。


　いや、それだと剣が振れない。自慢の剣を使うために騎士団に入ったのだ。それを式典の司会などという、つまらない仕事で──


「おいビスマルク！　連れてきたぞ、新人！」


　乱暴にドアを叩たたく騎士。


「おう、すまねぇな。通してくれや」


　ドアの向こうから男の声が聞こえてきた。渋くて深みのある男の声だ。


「だそうだ。俺は案内するだけだから、ここまで。仲良くやってくれよ」


　騎士はミロクに笑いかけると、肩を叩いて去っていった。


　残されたミロクは、閉まったドアをもう一度ノックした。


「失礼しますっ」


　こういうのは、最初が肝心だ。


　今までクビになってきた仕事は、なんだかんだで最初から出鼻を挫くじかれることが多かった気がする。ビシッと挨拶を決めれば、少しは長く職場に居られるかもしれない。


「遠慮しないで入れ」


　また渋い声。


　その声の主に会うために、ミロクは扉を開いた。


「よぉ、オメーが新入りか。とりあえず座れや。今、茶ぁ淹いれてもらうから」


　ドアを開いたミロクを待っていたのは渋い声ではなく、澄んだ女性の──どこかで聴いたことのある声。


　楽器のような、美しい声。


　地獄のような毎日の、それが始まりだった。





　　　　　　　＊





「…………」


　目が覚めると、ベッドの上で布団にくるまっていた。


　布団から頭だけを出して、周りを見る。自分の家の二階にある、自分の部屋だ。木の机とベッドだけの、簡素な部屋。妹の部屋のように本棚でもあれば違って見えるのだろうが。


　その部屋の壁に、ジルサニア騎士団の制服がかかっていた。


　胸のスロットには、なぜか小振りのニンジンが刺さっている。


「……夢か」


　溜ため息いきと共にベッドから抜け出る。





　──悪夢を見た。





　足がビキビキと痛んだ。体力には自信があったのだが、まだ疲れが取れていないのか。


　そして溜息をつきながら制服を身につけ、溜息をつきながら階段を降り、溜息をつきながら妹とササヤに挨拶した。


「お兄ちゃん、元気なさすぎ。本当にどうしちゃったの？」


　そんなミロクを見て溜息をつく、妹のコニー。


「昨日話したと思うんだけど、騎士団の仕事が、ちょっとな……」


「聞いたわよ。地下の部屋に案内された途端、いきなり仕事させられたんでしょ？　でもそれって、どこだって同じじゃない。二日目からそんな態度でどうするの！　シャキッとしなさい！」


　机を叩いて叱しつ咤たするコニー。後ろで結んだ長い栗くり色いろの髪を揺らして席を立つと、その場で朝食の残りのパンを鞄かばんに詰める。昼の弁当にするつもりなのだ。


「お兄ちゃんのせいで、昨日はちゃんとパーティできなかったんだからね。料理も冷めちゃうし」


「ササヤさんが温め直してくれたじゃないか。うまかったよ」


「……料理の問題じゃないわよ、バカ」


「コニーも手伝ってくれたんだろ？　ずっと待っててくれて、ありがとうな」


　ミロクが笑いかけると、コニーの表情が僅かに明るくなる。


「埋め合わせはしてもらうからね。じゃ、私は学校に行ってくるから。お兄ちゃん、がんばってね！」


　手早く朝食を済ませると、コニーは先に家を出た。


　ミロクもそろそろ出勤時間だ。朝の八つ目の鐘が鳴る前に、騎士団の詰め所「聖書バイブル」に赴かなくてはならない。


「じゃあ俺も行ってきます。ササヤさん、朝食ありがとう」


　立ち上がり、制服の襟えりを正すミロク。


「あ、ミロク坊ちゃん」


　厨房から聞こえるササヤの声。


「はい？」


「王宮まで行くのでしたら、帰りに中央商店街にある、エッシさんの食材屋で食塩を買ってきてくれません？　そろそろ切れそうなの」


「わかりました。行ってきます」


　快く頷うなずいて家を出るミロク。使用人に使われる主人というのもどうかと言われるかもしれないが、ササヤは使用人というより、大切な家族だ。母親──いや、年齢からいって姉か。彼女の本当の年齢は知らないが、二十代……だと思う。ミロクが小さな頃からあの外見だった気もするのだが、深くは追及しないことにする。


「ミロク、おはよう」


「おはよう、おばちゃん」


　出勤するミロクを呼び止めたのは、三軒隣のおばさん。ミロクが住む住宅街は、ジルサニア城下町の中では割と活気があると言われている。


　貴族の領地でもなく、高所得の庶民が住む富民街でもなく、貧しい人が住む貧民街でもない。中くらいの所得の人間が住む、とりたてて語ることのない平凡な町だ。主に職人や商人、それから階級の低い騎士などが暮らしている。


　だからこそ、とりわけこの辺あたりの人々は仲が良い。


　職業が多い分、困った時に頼りになる人がわかりやすいのだ。


　引っ越して来た時は、その連帯感に驚いたが、すぐ理由がわかった。この辺り一帯の人たちは一種の共同体なのだ。誰かが困ったら助けに行き、自分が困ったら周りの人を頼る。そうやって生きてきた人たちだから、冷たい人はいない。


　助けなければ、助けてもらえない。そんな関係なのだ。


　大半の人は、そんなことは気にせず、善意で行動しているのだろうが。


「おはよーミロク！　今日から騎士団の仕事だって!?　がんばれよー！」


「あいよー！　おっちゃんも仕事がんばれよー！」


　そんなミロクに声をかけるおじさんもまた騎士の制服を着ている。彼は「聖書バイブル」で事務員をやっている。腰にぶら下げた剣を、邪魔そうに手で持っている。


　ミロクの腰に、剣はない。


　昨日、なんだかんだで支給されなかったのだ。いつになったら渡されるのだろうか。


　住宅街を抜け、広い街道に出る。ジルサニアの城下町を二分する街道で、朝は商人たちの荷馬車が事故を起こすこともある。


　その街道を横断し、別の住宅街を通り抜けると、北に王宮が見えてくる。今度は商店が並ぶ横町を通り過ぎると、ようやく開けた場所に出る。ジルサニア王宮の正門前だ。


　正門から一区画ほど、巨大な公園が広がっている。これは王宮の外観のためでもあり、敵が侵攻してきた時に迎え撃つためでもある。横町からこの公園に出ると、王宮が両手で抱えられそうなほどの大きさに見える。が、歩いても歩いてもその大きさは変わらず、疲れ果てた頃に、ようやく正門に辿たどり着く。


　正門には二体の門番がいた。ミロクを縦と横に三人ほど並べたような、巨大な鎧の塊かたまり。その巨きよ軀くは見る者を圧倒するが、人間に比べて縦横が圧縮されたように見えるので、どこか愛あい嬌きようがある。


　ジルサニアが誇る、武装ゴーレムだ。


　鎧の中は粘土でできている。これに特殊な魔法をかけ、意のままに操る。攻城戦などで非常に便利だが、動きが鈍重なのと、操作に必ず魔導士が必要なため、万能とは言い難い。


　そのゴーレムを通り過ぎ、正門をくぐる──かと思いきや、正門から少し離れた場所にある、騎士用の通用口に入る。


「あ、ミロク！　おはよう！」


　正門をくぐってからが、一番遠い。そこでは出勤する騎士のために乗り合い馬車が用意されており、そこでミロクはさっそく会いたくない人間に出会ってしまった。


「お、おはよ……」
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　騎士の制服を着た少女。年はミロクより一つ上だったか。パンを頰ほお張ばりながら、片手を上げる。


　やはり左胸のスロットにはニンジンが刺さっていた。


「えーと、アーニィ……だっけ」


「そうそう！　覚えてくれたんだね！」


　朝からやたら元気が良いこのアーニィという少女、ミロクの先輩である。同年代の女子に比べて、身体が細い。人形のようだ。肩できっちりと切りそろえられた髪の毛は、青空に映える赤毛。


　顔は──確かに顔立ちも整っているが、それよりも笑顔が印象的だ。というか、アーニィはいつでも笑っている。そして何か食べている。


「ミロクも食べる？　ってか食べなよ」


　馬車が「聖書バイブル」の入り口前で停とまる。同じ制服を着た騎士たちが、今日も一日がんばるぞ、と伸びをしながら幌ほろから降りる。


　それでもアーニィは朝食を続けていた。何がそんなに嬉うれしいのか、馬車の中でも笑いながらリンゴやパンを三人分は平らげており、しかしアーニィの紙袋の中はまだ半分以上食べ物が詰まっている。


「いや、俺はいいよ。朝ちゃんと食べたし」


「食べないと、今日の仕事でもヘバるよ。なっさけない姿見せることになるよ」


「やっぱ一個くれ」


　アーニィの袋からリンゴを取ると、乱暴にかじる。


　少し理解できた。


　この仕事、体力をつけないと駄目なのだ。だからアーニィは朝からあれだけ食べているのだ。








「聖書」の地下一階にある、倉庫のような部屋がミロクの勤務地だった。


　実際には倉庫ではなく、きちんとした騎士団の詰め所だ。学校の教室ほどの空間には、仕事をするための机や、装備とそれを点検するための道具が置かれている。


　装備というのは、武器ではない。スコップやピッケル、それからドライバーやレンチなどの工具だ。


「おはよーみんな！」


「お、おはようございます……」


　元気よく手を上げるアーニィに続いて、控えめに挨拶するミロク。


「おう、おはよう」


　机から返事が聞こえた。渋い男の声だ。


　大きく広げられた新聞の向こうに、声の主がいる。


「まだ隊長だけ？」


　食べ残しの入った紙袋を机に置き、尋ねるアーニィ。


「トーラットはいつも通り。フェリサは……どこ行ったかな」


「ま、どうせその辺にいるでしょ」


「二人とも今日の予定、全部見とけよ」


「はーい」


　返事をしてから、ミロクは壁にかけられた板を見る。これにも魔法が施されており、黒炭で書いても、手でなぞるだけで文字が消える不思議な板だ。


　その板には、今日の仕事が簡潔に書かれていた。


「えーと、朝は第二ホールに舞台設置、正午から姫の会食の支度、その後に労働者向けの講演の準備……」


　これが今日のミロクの仕事。


　ジルサニア王国騎士団ビスマルク隊──通称、赤目隊の仕事だ。


　溜息が出た。


「あのー、ビスマルク隊長」


「なんだ」


「昨日した話をもう一度していいでしょうか……？」


「なんだったっけか」


　もう一度、溜息。


「俺、これが騎士の仕事だとは思えないんですけど……本当にここ、騎士団なんですか？」


「おうよ。お前が着てるのは、本物の騎士の制服だぞ」


「じゃあどうして俺には、いや、この隊のみんなには剣が支給されてないんですか!?」


　左の腰を叩くミロク。


　彼だけではない。アーニィにも、新聞の向こうのビスマルクにも剣はなかった。


「それは俺が決めたことじゃねぇ。騎士だったら、上からの命令には絶対服従、ってことくらいわかるだろ」


　あくまで冷静な態度を崩さないビスマルク。


「服従はします。命令なら。でも、理由くらい教えてくれたっていいでしょう!?」


　ミロクがここまで熱弁する理由は、ちゃんとある。


　志願書の志望動機には「ジルサニアのために剣が振りたいから」と記し、資格の欄には「オウガン流剣術目録」と記し、そして実技試験で騎士から二本とった。


　そんな、いわば剣バカのミロクに剣を与えないというのは、腹を空すかせた犬を放っておくのと同じことだ。


「考えてもみろ。俺たちの仕事で、剣が必要だと思うか？」


「……そりゃ、舞台設置には必要ないですけど」


　それを言うなら公園の管理人だって剣は要いらない。


「でも、俺は──」


「ああもう、ごちゃごちゃうるせぇな！」


「いてっ！」


　折りたたんだ新聞で頭をひっぱたかれたミロク。


「なにするんですか、隊長!?」


　頭を押さえ、ひっぱたいた張本人を見下ろす。


　赤目隊の隊長、ビスマルクは机の上に乗っていた。


　長い耳、白い毛並み、丸い尻尾しつぽ、そして赤い目──は、黒いメガネで隠している。たたんだ新聞と同じくらいの大きさの彼は──どこからどう見てもウサギだった。


「てめぇはガキか！　男だったらどんな状況でも笑って仕事をこなせ！　配られたカードにケチつけたって、ディーラーは待ってくれねぇんだよ！」


　そのウサギ、ミロクに葉巻を突きつけたかと思うと、制服（ウサギのサイズに合わせてある）のポケットから火打ち石を取り出し、火をつけて吸い始めたではないか。


「俺みたいにデキた男はな、たとえ剣がなくたってニンジン一本ありゃ剣士五人は倒せるってもんだ。剣にこだわってるようじゃ、まだまだガキだっつーの」


「俺はウサギに負けるほどヘタレじゃないですよ！」


「おーし、じゃあやってみるか？」


　机の上と下で睨にらみ合うミロクとビスマルク。


　ミロクは拳を構え、ビスマルクは葉巻を構えている。


「ちょっと、ミロクも隊長もやめなよっ！」


　わずかな理性で、ミロクは気づいた。


　こちらに火のついた葉巻を向けているだけのビスマルク──本当にスキがない。どう攻撃しても避けられる。葉巻の位置が、微妙に攻撃しづらいようにミロクの顔にあてられているのだ。


　ウサギの姿をしていても、ジルサニア騎士団の一つの隊を任せられた男なのだ。


　しかしコケにされて黙っているミロクでもない。この葉巻の熱を我慢して、一気にビスマルクの身体を捕らえれば、なんとか──


「おはようございます。お二人とも、喧けん嘩かはやめてください」


　ピリッとした空気を砕くような、氷のように冷たい声が入ってきた。


「朝から喧嘩とは大した元気ですね。僕と来たら低血圧でそんな気力もありませんよ。万が一、そんな元気があったら掃除でもしますけどね。ところで皆さん、朝の掃除はしましたか？　していないなら、僕がやっておきますが──まぁ、聞くまでもありませんね」


　大量の茶葉が入った袋をミロクとビスマルクの間に置いたのは、やはり胸にニンジンを刺した騎士。


　メガネをかけた、硬い表情の彼。年齢は二十代半ばと、まだ若さ溢あふれる年なのだが、いかんせんこの小こ姑じゆうとのような性格が十歳くらい老けさせてしまう。


　そんな彼を見て、ビスマルクは苦笑する。


「トーラット。なんでまたこんなに買った？」


「ミロクが増えて、お茶も五人分揃そろえないといけないでしょう？　なにはともあれ、朝はお茶です。お茶は気分をリラックスさせてくれますからね。仕事もはかどりますよ」


「あとで領収書出せ。俺が適当に経理部に回してやる。ミロク、茶ぁ淹れてくれ」


「はいはい。隊長、お茶飲めるんですか」


「バカヤロウ。俺が嫌いな嗜し好こう品ひんは、賭かけ事ごとくらいだっつーの」


　また溜息をついてお茶を淹れに行くミロク。だが今度の溜息には、落胆の成分が含まれていなかった。


　騎士団の小隊部屋には、例外なくヤカンと発火装置が備え付けられている。茶を淹れる以外にも、怪け我が人にんの手当てなど多目的に使われるのだ。


「ミロクが来てから、一気に騒がしくなったね、ここ」


「まったくですね」


　そう言うアーニィもトーラットも、顔がほころんでいた。


「なんだよ、俺が騒がしいみたいな……あ、ごめん」


　そしてヤカンを手にしたミロクの足に、何かがあたった。


「……ん」


　騎士団の制服を着た子供。少年か少女か──たぶん、名前からして少女だと思うのだが確信が持てない。それほど中性的な顔立ち。魔法か何かで染めているのだろうか、暗灰色の髪の毛は、ゆるく編んである。


「フェリサ。床に座るなとあれほど言っているじゃないですか」


「…………」


　トーラットに叱しかられると、フェリサは椅子に座り、またぼーっとしている。


　いつ入ってきたのか、それとも最初からこの部屋にいたのか、ミロクにはまったくわからなかった。そして彼女が何を考えているかも。


　ミロクが所属する赤目隊とは、つまりこんな人間の集まりなのだ。


　その主な仕事はというと──


「うーす」


　現実がやってくる。


　ミロクが淹れたお茶を飲みつつ、アーニィの朝食の残りをみんなでやっつけていると、一人の少女がノックもせずに入ってきた。


　眠そうな顔で入るなり椅子に座る彼女──ジェルメーヌ・ジルサニア。紛まぎれもない、ジルサニア王国の第一王女。身分で言うならば新米騎士ミロクの上の上の上の上の上の上くらい。





　──夢じゃなかった。
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　初日にステージで笑顔を見せてくれた、あの美姫である。


　猫のように攻撃的な瞳を持つ、背の低い姫。金髪は後ろでひっつめ、ブスッとした不機嫌な顔を隠そうともせず、猫背のままスリッパでぺたぺたと歩いてくる。服装は前でファスナーを合わせる作業着。その上にサイズの合っていないコートを羽織っている。


　正直、いまだに信じていない。同姓同名の別人だと思いたい。


　だが、声は間違いなくジェルメーヌ姫そのものなのだ。


「あ、おはようジュジュ。その服いいね。ホラキアの流行でしょ」


「おう。いろいろ試したんだけど、やっぱこれが一番動きやすいわ。あ、アーニィ、そのリンゴ私にもくれ」


「ほい」


　アーニィが素手で二つに割ったリンゴを放り投げると、姫は片手で受け取ってかぶりついた。


「おはようございます、ジュジュ。今、お茶を淹れましょう」


「サンキュー、トーラット。砂糖は入れんなよ、太るから！　あ、フェリサ。借りてた本、わりーけど、もうちょっと貸してくれっか？」


「……ん」


「あー、だりー……昨日は遅くまでパーティだったから、酒も少し入っちまって」


　その見た目とのギャップ。


　会話といい、態度といい、およそ一国の姫にふさわしくないものである。


　つまるところ、この赤目隊は姫の私設部隊なのだ。普通の騎士は小隊があり、その小隊は中隊の命令で動き、中隊は大隊の命令で動く。それらは軍備だけでなく、事務や広報などの活動でも使われる名称だ。王宮調理中隊や、道路工事大隊、という名前が存在するのである。


　ところが赤目隊は、それらの指示系統から完全に外はずれる。ジェルメーヌ姫の命令だけが絶対であり、唯一なのだ。そしてジェルメーヌ姫の仕事を手伝う、つまり彼女が毎日行う講演などの舞台設置をするのが赤目隊なのである。


「ちょっとオマエ、ミロク」


「ん？」


　そんな姫の顔をじっと見つめていたミロクが、当の本人に話しかけられた。


「ん？　じゃねーよ。聞いてんのか？」


「聞いてる……ますよ」


　とっさに言い直すが、


「敬語やめろ。これは命令だ」


　ぴしゃりと言われた。


　こういう上司は、ミロクもたまに出くわす。言葉を選んでいては、仕事で大切な用件を上手に伝えられないからだという。普段通りの言葉遣いの方が、言いたいことを言いたい表現で言えるのだ……と、昔の仕事の先輩が言っていた。かなり特殊な仕事だが。


　だが相手は姫だ。


「その、いろいろと聞きたいことがあるんだ……けど」


　かなり無理をして、敬語をやめるミロク。


「言ってみろ。聞いてやろうじゃねーか。まだ新人でわからないこともあんだろ」


「まず、その服。ホラキアの流行っつってたけど、今ジルサニアってホラキアと戦争してなかったか？」


「おう。バリバリ戦争真っ最中」


　ルテア大陸を横に三分割、縦に二分割すると、綺麗に国が分かれる。


　横に三分割された大陸の、真ん中にあるのがジルサニアとホラキアである。東と西に分かれて、少しでも領土を広げようと国境付近で戦っているのだ。


　ジルサニアの騎馬隊とゴーレム部隊も善戦しているが、大陸で一番タフだと言われているホラキアの重装歩兵部隊の壁はなかなか破れないでいる。どちらも攻めより守りに長たけているので、勝負が長引いているのである。


　──のだが、その敵国の服を着る姫は、国際的に見てどうなのか。


「服の流行くらい、いーじゃねーか。デザイナーが戦争してるわけじゃねーんだし。それを言ったらオマエ、今食ってるこのリンゴだって、大陸で初めて栽培に成功したのはホラキアなんだぜ？」


「まぁ別に困るのは俺じゃないからいいんだけどさ。なぁジェルメーヌ姫」


「ジュジュ」


「なぁジュジュよ。この『舞台の設置』って、俺は何すりゃいいんだ？」


「ああ、ミロクはまだ新入りだから、仕事なんてわかんねーだろ。だから私についてろ。奴隷のようにこき使ってやるから」


「ちょっ、フザけんな！」


　ツッコミを入れてから、しまった、と口をつぐむミロク。


「えーと、御お巫ふ山ざ戯けにならないでください」


「言い直したって意味は同じだろーが。だから敬語やめろっつってんだろ」


　ミロクの胸からニンジンを抜き取り、それで頭を小突くジュジュ。怒ど鳴なったことに関するお咎とがめはないらしい。


「いや、だって昨日のアレはこき使うなんてモンじゃねーだろ！　俺、アンタのために城の端から端まで走り回って、そんで重い石像とか持って歩き回って、さらにみんなのメシ買いに食堂まで走って、あんなのこき使うレベルじゃねーって！」


　あまりに動転してしまい、同じことを二回言うミロク。


「仕方ねーだろ。お前、舞台なんて慣れてないし。だったらその他大勢がやる仕事させんのがスジってもんだし。他に人材もいねーし」


「俺は舞台の仕事がやりたいんじゃねーよ！　騎士なんだから、剣が使いたいんだよ！」


　少しだけ慣れたのか、ジュジュを前に怒鳴っても抵抗がなくなった。この作業服姿の彼女を姫と思わなくなったせいだろうか。


　そんなジュジュは小さく嘆息すると、こう諭す。


「ねぇミロク。オメー騎士だよな」


「あ、ああ……」


　顔を近づけて、ニヤリと笑うジュジュに、思わず頰を染めて顔をそむけるミロク。化粧っ気けがなくても、やっぱり美人なのだ。そんなミロクから何を感じ取ったのか、ジュジュの顔はさらに近づいてくる。


「騎士だったらプリンセスのために働くのが当然だろ。軍規にも書いてあんだろ。まず民、次に誇り、次に王族のために戦えって。これだって立派な騎士の仕事だぜ」


「そう……だけど、ちょっと待てよ、それじゃ誇りはどうなんだ？」


　考えようとするミロクだが、ジュジュはそのスキを与えない。


「何、それともお前こんな簡単な仕事もできないワケ？」


「え、いや、それは……そんなことはない、けどさ」


「命賭けなくてもいい、ただのパシリだぜ？　体力さえありゃ、誰でもできる仕事だぞ？」


　なぜか言い返せないミロク。身分の差があるので言い返せないのは当然なのだが、それ以上の圧力がジュジュからかかっている……ような気がする。


　悪魔という存在をミロクは見たことがないが、実際にいるとすればこのような姿をしているのだろう。美しい外見で惑わし、毒を与えるところはそっくりだ。


「ミロク。嫌なら言い返してもいいんですよ」


　トーラットに言われるが、どう言い返していいものかわからない。そんなミロクを見てアーニィとジュジュは面白そうに笑い、フェリサもクスリと笑ったように見えた。


「え、えーと……」


「あきらめろミロク。俺たちの給料は、このジャジャ馬が出してんだ」


　さっそく自分用の外がい套とうを持ち出すビスマルク。隊長だけあって、彼女のワガママには慣れっこなのだろう。


「なんだ、そう言ったほうが楽なのかよ。そんじゃ、給料が欲しかったらキリキリ働け、ミロク！」


　叫んで逃げ出すのは容易たやすい。だがそれでは給料が貰もらえない。喉のどまで出かかった罵ば声せいを飲み込み、


「……御ぎよ意い」





　　　　　　　＊





　第二ホールは、ジルサニア王宮の一階西側にある、多目的ホールである。数十人で立食パーティをする時などに使われる、小さめのホールだ。収容人数は二百人ほどだが、実際にはその半分くらいの人で満席にする。王宮まで来て、窮屈な思いをさせたくないからだそうな。


　今日は午後から労働者を集めての講演をするので、その準備もすることになる。


　といってもそれほど大きな準備はなく、ステージの照明をいじったり、伝声用の宝石のチェックをするだけ。


　肝心なのはジュジュひとり。


　作業着のままステージの隅っこに座り込み、なにやら本を読んでいる。


「…………本日はお越しいただき……………………ジルサニアの商店組合について……………………小麦の収益が年々……」


　台本のようだ。あぐらを搔かいて座り込んでいる彼女からは「誰も近づくなオーラ」が出ており、周りで作業している赤目隊の連中も、彼女を避けて通る。そんなに近づいて欲しくなければ、別室でやればいいものを。


　などと思っていたら、ジュジュが背中を向けたまま手招きしている。周囲を見ても誰もいないので、ミロクのことだろう。


「なに？」


「パン買ってきてくれ。腹にたまるヤツ」


「え、もう昼だぞ？　これから会食あるんだろ？」


「いいから黙って買ってこい！　口答えすんな！」


　台本で頭を殴られた。


　反抗しようとも思ったが、ジュジュが本当にイライラしているので、仕方なくミロクは食堂まで走る。簡単に描写しているが、実際には鐘一つ分くらいの時間がかかる。ジルサニアでは、一日、二十四回鐘が鳴るのだ。


　そんな長い距離をパシらされて不満に思わなくもなかったが、かと言って今のミロクにできることはない。


　さすがプロと言うべきか、舞台に置く椅子やテーブルなどの配置をテキパキとこなすトーラットと、それに従うアーニィとフェリサの動きの早いこと。ミロクなどは専門用語だらけで何を言っているのかすらわからない。完全に置いてけぼりだ。


　むしろ一人ぼっちのミロクに対する、ジュジュなりの配慮なのかもしれない──と思いかけて、あの姫がそんな気遣いをするはずがないと心の中で否定する。


「ほい、買ってきた」


　戻ってきても、ジュジュはステージ上で座り込んでいた。ずっと台本を記憶していたらしい。


「さんきゅ」


　パンを渡すと、ミロクの方を一度だけ振り向き、礼を言うジュジュ。さっそく袋からパンを取り出してかぶりつく。


「あ、これ甘ぇ」


「マズかったか？　疲れてる時には甘いモンがいいって聞くから」


「あー、太るからヤバいんだけど、まぁいいか。脳にも糖分が必要って言うしな」


　片手でパンを頰張りながら、もう片方の手で台本をめくる姫。非常に行儀が悪いのだが、こういうのにうるさそうなトーラットも咎めたりはせず、黙々と自分の作業を続けている。


　こうやって見ると、ようやくプロの集団という気がしてきた──


「でも、騎士の仕事じゃないよな？」


　自問するミロクに答える者はいない。








　疲労困こん憊ぱいながら、昼食はすんなり腹に入った。小隊部屋の椅子にもたれかかり、一気に食べつくす。


　故郷で剣の素振りをしていた時より疲れた。


　食べなければ死ぬ、と、本能で悟ったのかも知れない。朝と同じようなパンを食べたのに、口の中がカラカラだったためか、味がほとんどしなかった。逆にアーニィにわけてもらったリンゴは、甘みが増している気がした。


　今頃、ジュジュは豪勢な食事を食べている最中だろうか。さぞやウマイに違いない。今ミロクが食べているパンと同じくらいの値段で、何口食べられるだろうか。


　そのことを不満には思わない。身分というものはあるのだ。王族には王族にふさわしい食事がある。ミロクは安いパンで充分だと思っている。質より量だ。


「小僧、もうギブアップか？」


　パンを飲み込むミロクの肩に、ビスマルクが乗る。彼も昼食中で、ニンジンをボリボリと齧かじっていた。


「仕事はなんとなく覚えられそうです。納得はできませんけど」


「見習いでも給料もらってんだから、とっとと覚えろよ」


「あ、でも隊長の姿が見えませんでしたよ。どこで何やってたんですか？」


「俺は予定の調整だ。午後から来る労働者の代表と話したり、ジュジュの衣装係と打ち合わせとかな」


　なるほど。ビスマルクはジュジュの時間などを管理する役割だったのか。


　フザけているように見えて、全員きちんと役割はこなしているようだ。


「すみません、どなたか手の空あいている方いますか？」


　部屋のドアが開き、顔をのぞかせるトーラット。


「照明用の宝石が根元からズレてしまいまして。僕、ちょっと手が離せないんですよ」


「ん、じゃああたしとミロクで行くよ」


　挙手したアーニィに、有無を言わさず駆り出されるミロク。抗議しようとも思ったが、今日一日パシリで終わるのは癪しやくだったので、手伝うことにしたのだ。


「じゃあ俺も行くわ。こいつらだけじゃ心配だ」


　ミロクの肩で胸を叩くビスマルク。結局、その場にいる全員で行くことになった。








「フェリサはジュジュに化粧をするの。ああ見えて、あの子すっごい化粧上手なんだよ」


「へー」


　などと会話しているのは、先ほどの第二ホール。


　その天井のさらに上。


　ステージの上方に数本の棒が渡してあり、そこから鈴なりにいくつもの照明が吊つり下がっていた。その棒の上に板切れがのせられている。人間が移動するのは、この板切れの上だけだ。這はうようにしないと歩けない。


「気をつけてね。落ちたら死ぬから」


　アーニィの小振りな尻しりに見とれているヒマはない。唯一の足場である板切れを摑つかむ自分の手しか見えない。


「うおおぉ……」


　下を見ると、ステージが遥はるか遠くに見えた。落ちたら絶対に助からない。


　高所には慣れていたつもりだったのだが、慣れない場所から見下ろすのは新鮮な恐怖がある。


「お、アレだな」


　ミロクの頭の上に乗っているビスマルク。彼が指し示した方角を見ると、トーラットの言った通り、照明が外れかけてブラブラと揺れている。


「よっ……と」


　金具で繫つながれた照明をアーニィが器用に外し、ミロクに見せてくれた。構造は単純で、宝石をバケツのような鋳い物もので覆っているだけ。肝心なのは宝石の方で、ただ光るだけでなく、魔力を外部から調節できるそうな。だから好きな時に好きな光量で照らすことができる。付加エンチヤントが得意なジルサニアならではの道具だ。


「へー……こうやってジュジュを照らしてるんだ」


　改めて裏側から舞台を見ると、なるほど、いかにしてミロクがジュジュに騙だまされたかよくわかる。こうやって照明の光などでも、ジュジュの神聖さを演出していたのだ。


　服や顔だけでは、人間は騙せないということだ。


「金具が壊れてるね。あたしこっちの付けとくから、隊長とミロクは別のやつお願い」


「あいよ」


　板にぶらさがるような形でアーニィが器具を取り付ける。それを横目で見つつ、大体の手順を覚えるミロク。


　視線を戻すと、別の箇か所しよにも外れかかっている照明があった。


「隊長、あれもですか？」


「ん、おお、そうだ。よく見つけたな」


「じゃ、俺も外してきます」


　自分にだって、これくらいはできる。


　騎士の仕事とはかけ離れているが、給料の分は働かないと──そう割り切って、ミロクは外れかけた照明に手を伸ばした。








　第二ホールの客席から、上方を眺めているトーラット。


「思ったより頑張っていますね、彼」


「そうかー？　全然使えねーぞアイツ」


　トーラットの隣で目を細めているジュジュ。彼女にはうっすらとしか見えない。人より目が悪いのだ。しかしトーラットは距離など関係ないかのように、涼しい表情だ。


「メガネかければいいじゃないですか」


「やだよ。メガネかけると、ダセーじゃん」


「そうですか？　僕はいいと思いますが、ジュジュのメガネ姿。知的に見えますし、それでも貴方あなたの魅力は少しも落ちないと思いますよ」


「ケッ！　魅力なんて、出したい時に出せりゃいーんだよ」


　トーラットの尻を軽く蹴けるジュジュ。ホールの客席にふんぞり返っている彼女に化粧筆を走らせているフェリサ。フェリサは胸に巻いたベルトに刺さったビンに一いち瞥べつもくれずに化粧筆を浸し、筆が顔の横に来るとジュジュも自然に首を傾ける。お互い無言でも意思疎通ができるようだ。


　悪態をついているジュジュだが、その姿は壇上に立つ時と同じ、豪ごう奢しやなドレス。宝石のちりばめられたティアラは隣の席に置いてある。化粧が乗ってくるとジュジュの不機嫌な顔ですら煌きらめく。唯一、他人がどうにもできないのが、彼女の声だ。


「それにしても、ミロクは最近の子にしては骨がありますね。体力に関してだけは、ですが。これで他の仕事もできれば言うことはないのですが」


「体力に自信あるんだったら、パシリが一番向いてんだろ。ちょうどいいじゃん」


　見えないミロクを見ようとするジュジュ。トーラットは表情を変えずにミロクを褒めちぎる。


「適性を見て、彼を赤目隊に？」


「いや、適性なくても入れた。あーいう自信過剰なバカは性根叩き直してやる」


「それでしたら、もっと腐った性根の新人はいると思うんですけど……あ」


「どした？」


「ミロク、あのままでは落ちますね」


「はぁ!?」








「もう、バカ！　なにやってんのよ！」


　考え事をしていたせいで、足を滑らせてしまった。アーニィの左手が足場の板を摑み、もう片方の手でミロクの手をがっちりと摑む。


「わ、悪い……」


　返す言葉もない。完全にミロクのミスだ。


　どこかで足を踏ん張りたいが、板の下は宙ぶらりんで、どこにも足をつける場所がない。片手の力だけでは、身体を持ち上げにくい。


「おいミロク！　アーニィの手、絶対に離すなよ！　今俺がなんとかしてやるからな！」


「って、隊長に俺の身体なんて持ち上げられないでしょう！」


　そのビスマルクも、ミロクが放り出した照明を支えるので精一杯だ。むしろあの小さな身体で鋳物の照明を支えられる腕力を褒めるべきか。


　このままでは、アーニィとビスマルクも落ちる。


　いや、彼らならなんとかできるだろうか。


「待っててよミロク！　今、どこかの騎士たちに助けてもらって──」


　真剣な顔で周囲を見回すアーニィ。しかし第二ホールには赤目隊しかいない。


　板を摑む手はまだいいが、ミロクの体重を片手で支えるのは骨が折れるだろう。


　それにしても、アーニィの手は硬かった。


　岩のようにゴツゴツしている。なにか拳を鍛える武術でも嗜たしなんでいるのだろうか。高いところに平然と登れる平衡感覚といい、あの食欲といい、ただの騎士ではない。


　──そう、舞台を作るだけでこんな手になるはずがないのだ。


「アーニィの手、硬いな。男みたいだな」


「なっ……！」


　つい口に出してしまった言葉に、顔を赤くするアーニィ。


「バカッ！」


　ミロクの顔面に、蹴りが飛んできた。


　両手が塞ふさがったまま、さらに片足で顔面を蹴る。ということは、アーニィは片足だけで身体を支えているのか。なんという平衡感覚だろう。


「あ──」


　などと考えているうちに、ミロクの身体は真っ逆さまに落下してゆく。


「ミロク！」


「ミロクーッ！」


　上からも下からも悲鳴が聞こえた。


　──あぁ、勤務二日目にして死んだわ。


　そんなことを考えながらミロクの身体は地面に吸い込まれていった。


　──褒めたつもりだったんだけどな。





　　　　　　　＊





　さすがに次の日は仕事を休まざるを得なかった。全身打だ撲ぼくの上、足と手の骨にヒビが入っていた。「聖書バイブル」の医務室で医術魔法をかけてもらったため、骨はくっついた。しかし打撲は自然治ち癒ゆを待つしかない。


　仕事は休めたが、十六歳のミロクはきちんと学校に行かなくてはならない。騎士団の規則として、義務づけられているのだ。


　軍規にも書いてある。騎士たる者、愚鈍たるなかれ。要はバカになるなということだ。作戦を理解し、実行する柔軟な頭を育てなければ、一人前の騎士にはなれない。


　そのため、十八歳以下の騎士は学園に通う義務がある。毎日ではない。騎士の仕事もあるから、四日に一度だ。四日に一度通えば、あとは何をしてもいい。もちろん毎日通ってもいいが、それを許せる部隊は少ない。


　ミロクの通うジルサニア国立学園は、ジルサニア城下町で唯一にして最大の公立学校だ。申請すれば誰でも奨学金が簡単に下りる。教育に力を注ぐ、ジルサニア王国の教育方針なのだそうだ。だから貧民街の子供でも教育が受けられる。そのせいで生じる人間関係の摩ま擦さつは、どうしても根絶できないのだが。


　学園にいる間も、騎士の仕事はする。学園自体を守るのだ。不良生徒や外部からの不審者に対処するのは、騎士団に所属する学生の仕事なのである。


　しかし教室に入ってしまえば、騎士も国民も関係ない。


「本当にごめんね！　傷、だいじょぶ？　痛くない？」


「痛いに決まってんだろうが！」


　まさかアーニィが隣の教室だったとは知らなかった。普段から意識していなかったから、判明した時は、それは驚いたものだ。


　ミロクもアーニィも制服だ。詰襟の服は騎士団の制服を簡略化したものだと聞いた。男子はともかく、女子の制服は一度リニューアルされており、とても可愛かわいらしい。


「つーか、よく生きてたよな俺……」


「トーラットが助けてくれなかったら、今頃、お葬式だったね……」


　舞台の裏には常にゴーレムを配置しているのだという。防犯と防災の二つの役割を兼ねているのだとか。そのゴーレムに救われなければ、今頃ミロクの葬式だ。


「ま、まぁ、ホラ！　お詫わびに学食奢おごるからさ！」


「ずいぶん安いな、俺の命」


「しょーがないじゃない！　そもそも落ちかかったのは、ミロクのせいなんだからね！」


　これ以上追及すると本気で怒りそうなので、学食で手を打つことにした。


　アーニィと喧嘩はしたくない。


　昨日から考えていたのだ。ミロクの──赤目隊の仕事を。


　給料のためと割り切るには、キツイ仕事だ。そもそも本当にこれが国民にとって必要な仕事なのかもわからない。初日に見た、ステージ上のジュジュしか知らないのだ。


　まぁ、どんな仕事であれ、剣さえ振るえれば何も言うことはないのだが。


　そんなことを考えているうちに始業の鐘がなり、退屈な授業が始まった。仕事でクタクタに疲れていたミロクは、ここぞとばかりに授業中に眠った。


　そうして気がつけば昼休み。何時間眠っていたのかわからないが、目覚めた時にクラスメイトたちがミロクを指さして笑っていた。どうやら先生に怒られていたことすら気づかずに眠っていたらしい。


　笑ってごまかしつつ、ミロクは教室を出た。アーニィに昼食をおごってもらうためだ。


「あ、ミロク！　待ってたよー！」


　廊下でアーニィと出くわし、並んで学食まで歩く。その道中、好きな食べ物や面白い先生の話で盛り上がった。騎士団の同僚とは思えない会話だ。


　こうやって話す分には普通の女の子なのだが、仕事になるとアーニィは途端に厳しくなる。厳しいと言っても、仕事に対する情熱の話だ。ジュジュに歩き方や立ち振る舞いを指導する彼女は、年齢以上に大人びて見えた。


　そう、理不尽な要求ばかりのあの姫に比べたら、ずっと──


「あ、お兄ちゃん！」


　聞き慣れた声に顔を上げると、妹のコニーがいた。彼女はミロクより二つ下の学年なのである。行動範囲が異なるのか、廊下ですれ違うことは滅めつ多たにないのだが。


「あぁコニー。友達と一緒──」


　手を振ろうとして、ミロクは凍り付いた。


　コニーの隣にいる、背の低い友達に見覚えがあった。


「よーミロク。アーニィと昼メシか？」


　金髪を後ろで束ねた、ネコのような鋭い目の少女。


　学校指定の体操着を着た、コニーと同い年の姫様だった。


「な……なん……で……？」


　めまいがした。


　どうしてジュジュがコニーと並んで歩いているのだ。


「なんでって、ジュジュと私、前から同じクラスだよ？　ね？」


「おう。そっか、ミロクはコニーの兄貴だったのかー！　へー、奇遇だなー！」


　わざとらしく明るい声を出すジュジュ。


「なぁコニー。私の兄貴が騎士団で働いてるって言ったろ。ミロクはその部下なんだ」


「へぇー。そんな偶然あるんだー」


　ジュジュの言っていることは噓うそではない。彼女の兄、ジルサニア第一王子アーセージは騎士団の中でも一番大きな部隊である騎馬士団の士団長を務めている。つまりほとんどのジルサニア騎士は、アーセージの部下なのである。


「そ、そうなんだよ。ところでジュジュ。ちょっと話があるんだけど」


　努めて明るくジュジュを呼ぶミロク。


　近づいて来たジュジュの手を引き、耳元で強く囁ささやく。


（なんでジルサニアの姫が、こんな普通の学校にいるんだよ!?）


（なんで普通の学校に通っちゃいけねーんだコラ!?　庶民の教育を受けたっていーだろが！　家庭教師なんて息がつまるっての！　父上だって必死で説得したんだぞ！）


　ジュジュ曰いわく、彼女は一般国民として入学したのだという。本当の身分を知っているのは校長をはじめとする一握りの教師しかいないのだそうな。
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（じゃあなんでコニーに近づいたんだよ！　コニーは関係ないだろ!?）


（だからコニーとは前から友達だったんだよ──あ、そっか。オメー、コニーの前で仕事中の姿見せるのイヤなんだ。ふーん）


　焦るミロクを、ジュジュは見逃さなかった。


　素早くミロクから離れると、コニーの側そばに駆け寄りつつ、悪魔のようにニヤリと笑う。


「そうだコニー！　私さ、こないだミロクにカードゲームで勝ったんだ！　賭けに負けた罰として、ミロクはどんな頼み事も聞いてくれるんだぜ！」


「ちょっと待てジュジュ！」


「なんだよ？」


　涼しげに微ほほ笑えむジュジュ。非常に楽しそうだ。


　そういうことにしておいてやるから命令を聞け、と目が語っている。


「ミロク。ジュース買ってこい。コニーとアーニィの分も一緒にな」


「お前っ、それは……！」


「命令だ。ゲームで負けた、ミロク」


　その言葉には絶対に逆らえない。仮にもプリンセスだ。


　ミロクの給料袋は、彼女が握っているのだ。


「そうなの、お兄ちゃん？」


「……そ、そういうわけなんだ、コニー。約束は守らないとダメだよな」


「お兄ちゃんカードとか弱いんだから、のめりこんじゃダメだよ。でも負けたんだからしょうがないよね。私、オレンジジュースが飲みたいな」


　笑顔で注文するコニー。どうやらジュジュとは兄を通じた、普通の友達だと思ってくれているようだ。


「あ、あたしリンゴジュースね」


「私はトロピカルジュース」


「トロピカルジュース!?　そんなの学食にないぞ!?」


「商店街の果物屋さんにあったじゃん。新メニュー」


「どんだけ時間かかると思ってんだよ!?」


「命令」


「…………」


　結局ミロクは午後の授業に遅刻したが、なぜかお咎とがめはなかった。ジュジュがなんとかしてくれたのだろう。息を切らせて商店街までお使いに行ったミロクを称たたえてくれたのは、コニーだけだった。


　ついでに、アーニィに学食を奢ってもらう約束も忘れていた。




２　地の月十日　駆けぬけて




　たまに思い出すのは、最後の職場。


　商店の並びからひとつ離れた通りにある、食堂だった。


　あそこもすぐにクビになった。正しくは、クビになる前に自分からやめると言ったのだ。それはミロクなりのケジメである。


「やめることはないのに」


　穏和な店長は、それでもミロクを引き留めてくれた。


「いや、常連とケンカした俺おれの責任です。俺がいなくなれば、あの客もまた来てくれるでしょ。だけど、二度と店長の娘さんの尻しりを触ることもないでしょうね」


　ミロクは黙って店内の掃除をしていた。散乱した食事や割れた皿を、箒ほうきで集めている。


「まぁ……それは、ありがたいんだけどね」


　店長はカウンターの奥で食材のチェックをしていた。カウンターの中まで被害は及ぼさなかったが、店にかなりの損害をかけてしまった。本当なら弁償するところだったが、店長はそれでもミロクを許してくれた。


　優しくされるたびに、血の気の多い自分が嫌になる。


「はぁ──」


　溜ため息いきをつくミロク。


「俺って、どうしてこうなんだろう……頭ではわかってるんです。誰ともケンカせず、穏和に、それでいてパパッと仕事をこなせればなぁ」


「最後のは無理だよ。だって君、四ケタの計算もできないでしょ」


「うっ……」


　痛いところをズバリと指摘する店長。


「お客さんが代金をごまかそうとしても、絶対に信じちゃうし。少しからかわれただけでも怒鳴るし……若さだねぇ」


「若さで済むんでしょうか……？」


「済む済む。ただ、こういう仕事には致命的に向かないね」


　やはりそうか。ちょっと心にグサッと来た。


「ねぇミロク君。そんなに力が余ってるなら、騎士団に入ればいいんじゃない？　あそこなら身体からだ動かせるし、規律は厳しいし、なにより突き詰めればケンカをする集団だからね。君にピッタリだと思うんだけど」


「騎士団……」


　ジルサニア騎士団について考えたのは、それが初めてだった。


　名前は聞いたことがあったが、関係ないものと思っていたのだ。


　騎士と言えば思い出す、ジェルメーヌ姫。早朝に王宮の外まで聞こえてくる彼女の元気な声は、朝から仕事に赴くミロクに活力を与えてくれた。


　そんな姫を守るような仕事──


「俺、移民ですよ？」


「移民でも入れるよ」


「え、ウソ？」


「知らなかった？　試験さえ通れば、誰でも入れるよ」


「知らなかった……です」


「君らしいねぇ」


　笑われるのは仕方ない。募集要項を見ていなかったミロクが悪い。


　しかし、ミロクの沸わきやすい血を抑えるには、騎士団はうってつけかもしれない。それにこれでダメなら、もうどこも雇ってくれないだろう。


　それに、もしかしたら姫に会えるかも知れない。


「店長、教えてくれてありがとうございます。俺、行ってみます」


「うん、次はお客さんとしておいで。歓迎するから。君は仕事はできないけど、性根はいい子だからね……あ、常連さんとのケンカはナシだよ？」


　掃除を終えたミロクは、即座に暗くなった城下町をジルサニア王宮まで走った。


　当然ながら門は封鎖されていたが、門番のゴーレムに騎士を募集するチラシが貼はってあったので、それを熟読して帰路についた。


　入団試験が翌日だったのは、まさに天の采さい配はいであった。


　運が良いのか悪いのかは、別として。





　　　　　　　＊





「今日もお疲れさん、ミロク」


　優しく労ねぎらってくれたのは、嗄しわがれた声だった。


　毎日の仕事のあと、パンを買って帰るようになったミロク。疲れの取れる甘いドーナツを売っている店から一番近いのが、中央公園だった。今日もそこのベンチで買い食いをしていると、いつものじいさんが話しかけてきたのだ。


「じいさんもおつかれ。そろそろ交代だろ」


「ああ。よっこらせ」


　ミロクの隣に座るのは、初日の説明会で隣に座った老人だった。


　二人とも騎士の制服を着ている。階級も一緒だ。胸と腰だけが違う。ミロクは胸にニンジンを刺し、じいさんはペンを刺している。そしてじいさんの腰にある剣は、ミロクにはまだ支給されていない。


「公園の仕事、慣れた？」


「おお。大半が見回りとゴミ拾いだからな。健康にいいわい」


　いつもこのベンチに座るミロクを待っていたのか、じいさんは水筒を手にしている。小さな杯にふたり分のお茶を淹いれ、片方をミロクにくれた。


「ミロクは大変みたいじゃな。聞いたぞ、赤目隊とかいうはみ出し者の部隊らしいじゃないか」


　はみ出し者。そう言われても驚かなくなった。実際に赤目隊の人間ははみ出している。なにしろ隊長からしてウサギだ。他の人間も正規の部隊には似合わない風貌だし。


「なんでミロクがそんな部隊に配属されたんじゃろ。何かしでかしたか？」


「いやー、俺もそう思って考えたんだけど、まったく心当たりないわ」


「そうか。まぁでも、慣れてきてるみたいで安心したぞ」


「慣れてきてる？　どうして？」


　ミロクが尋ねた時、遠くの方で鐘が鳴った。


「最初はこの次の鐘が鳴る頃に公園に来てたじゃろ。それがだんだん早くなってる。居残って仕事をしなくなったからじゃ。違うか？」


「じいさん、よく見てるなー」


　素直に感心するミロク。


　ひと月も働けば、そりゃ慣れるというもの。身体の動かし方もわかってきたし、大たい抵ていの仕事には驚かなくなった。荒っぽいこともあれば、細かい作業もある。


　なにより姫のワガママに慣れてきた自分がいる。


　仕事の大半が姫のパシリなのだが、最近になって、パターンのようなものがわかってきた。どのタイミングでなにを欲しがるのか、だいたい摑つかめて来たのだ。


「しかし、考えてみればおかしな話じゃな」


　じいさんがお茶を飲み干し、少しだけ残った杯の中身をベンチの後ろに捨てる。


「姫の仕事の手伝いじゃろ？　普通、もっと職業的に信頼の置ける騎士がやるものじゃないか？　こう言ってはアレじゃが、なんでミロクみたいな新米が？」


　あごに手を当てて、さらに考え込むじいさん。


「いや、それじゃったら、はみ出し者の部隊全員に当てはまるな。なんであんな悪名高い連中が？」


「えっ、ウチの部隊って、そんなに悪名高いの？」


　それは初耳だった。


「うむ。どっかの味方部隊を全滅させただの、もと凶悪犯罪者がいるだの、そういう噂うわさを同僚から聞いたぞ。ミロクは思い当たるフシはないか？」


「全然」


　ただの変人の集まりだと思っていた。しかし変人だからこそ、過去に何かやらかした可能性は高い。


　そんな変人たちを、どうしてジュジュは手元に置いているのだろう。


「ミロク、辛つらかったらワシに言うんじゃぞ。上司に掛け合って、別の部隊に変えてもらうこともできるじゃろ」


「申し出はありがたいけど、じいさんは無理しなくていいよ」


　どんな仕事でも、クビにならないだけありがたい。金がもらえ、コニーに顔向けできる仕事であれば、なんだってする。


　ただ、唯一の心残りがどうしても気になる。


「俺の仕事……そんなに必要か？」


「必要じゃろ？　姫のお言葉を国民に伝える手助けをするんだ。これ以上名誉なことはないさ」


「そうかぁ……？　あれ、本当に国の役に立ってんのか？」


　姫の言葉を国民に伝えて、何か得があるとも思えない。例えば生活の知恵や、戦争で生き残るための方法を説いているのだったら理解できるが、ジュジュが話すのは他た愛わいもない世間話のようなものばかり。


　騎士の仕事とは、国民を守るために外敵と戦うことではないのか。


　そうではないのだとしたら、剣など持つ意味がない。赤目隊とは剣を捨て、姫の言葉を伝えるためだけの部隊なのか。


　もしそうなら、ミロクはついて行く自信がない。


　彼が希望する職種とは真逆の方向性だからだ。


　じいさんの腰を見る。針のように鋭い細剣レイピアが下げられていた。


「これか？　なかなか便利なんじゃよ」


　じいさんはその剣を抜くと、風で飛ばされてきた紙切れに突き刺す。


「な、ゴミを拾うのに役立つんじゃ」


「なるほどねぇ」


　仕事に合わせた剣が支給されるというのは、まんざら噓うそではないらしい。


　そうなると、赤目隊にふさわしい剣とはどんなものだろうか。今まで様々な剣に触れたミロクだが、何故なぜか赤目隊の剣だけはイメージできなかった。


「よぉ！　お前さんも来てたのか！」


　突然、じいさんが手を上げる。


「……ん」


　フェリサだった。ミロクと同じく仕事の帰りだろう。


「じいさん、フェリサとも知り合い？」


「フェリサはワシが騎士団に入る前、この公園の利用者の一人だった時からの友達じゃ。すごいぞ、あの子は。この公園のことならなんでも知り尽くしている」


「そっかー。この公園、過ごしやすいもんな」


　フェリサはというと、ミロクとじいさんに無表情で手を振って、そのまま通り過ぎて行ってしまった。


　彼女にとって、この公園の散策はとても大事な時間なのだろう。ミロクたちと会話するのも惜しいほどに。


　相変わらず謎なぞな少女だった。





　　　　　　　＊





　ある日、ミロクは何者かに監視されていることに気づいた。





　一日中見張られていることから、ストーカーなどの一般人ではないことは確実だ。おそらく交代制で見張っている、職業的な見張り屋──偵察兵か。


　──見張られる理由に、心当たりがないわけではない。


　相手の正体が判明すれば対処の方法も見えてくるのだが、ミロクが想像する最悪の相手だった場合、ヘタをすると家族や赤目隊を巻き込んだ大事になってしまう。それは相手も望まないだろう。


　見張られる最悪の理由を除外して、少し楽観的な別の理由を考えてみる。


　一番もっともな理由としては、ジルサニア騎士団の偵察兵。あの有名な赤目隊の新人が騎士団にどういう影響を及ぼすのか知るためだ。ミロクを知らない上層部が調べさせているのか、それともどこか隠密行動が得意な部隊が興味本位でやっているのか。


　そう考えたのは、ここがジルサニア国内だからだ。騎士が国民を見張るのは、何も不自然なことではない。誰にも咎とがめられることなく、見張ることができる。


　裏を返せば、そんな目で見られるほど怪しいのだ、赤目隊は。


「別に大したことはやってないと思いますよ、僕は」


　そう語るのは、赤目隊の一人。


　高い身長でミロクを見下ろしているが、線は細い。騎士団の制服を着ているが、学者のように見える。メガネを直す指も細く、今は余裕のある笑顔を見せていた。


「あぁ、ミロク。こっちですよ」


　その長い指で指し示すのは、地下への階段。赤目隊の部屋がある階段とは違う位置にあり、人以外のものを搬入しやすいように広くなっている。


「トーラットも少し持ってくれよ」


「持ってますよ。このカバン、見た目より重いんですからね」


　そう嘯うそぶいて先に進むトーラットを恨めしげな目で睨にらみつつ、ミロクは両手に工具箱を持って階段を降りる。


「なぁトーラット。そもそもなんでウチの隊長はウサギなんだ？」


「ああ、それですか」


　トーラットはいつもの神経質そうな顔で答えてくれた。


「隊長は魔剣の呪いだと言っていますが、本当のところはどうなんでしょう」


「そんな魔剣あるのかよ」


「ですよね。僕も知らないんです、そんな魔剣」


　剣を修める課程で世界の様々な剣を知ったミロクだが、人をウサギに変えるような面白い魔剣は聞いたこともなかった。


「でもさ、魔剣が噓だったとして、他にどんな手段があると思う？」


「そうですね……隊長は昔かなり女癖が悪かったと聞きます。きっと魔女でも誑たぶらかしたんじゃないでしょうか？　僕の妻に限らず、女というのは怖いですから」


「トーラット、奥さんいるのか……」


　怖い女と聞いてジュジュの顔を思い浮かべつつ、足元に気をつけるミロク。


　階下の扉を開くと、そこは別世界だった。


　騎士団の詰め所である「聖書バイブル」には、騎士団だけがいるわけではない。彼らを守る武具や馬を収納する場所がある。「聖書」の裏にある廏きゆ舎うしやは専門の騎士が世話をしているが、時折、罰則で馬の世話をさせられる騎士がいるので、人手に困ることはない。


　ところが今、ミロクが入り込んだ場所は別だ。常に人手不足である。


　地下にある、巨大な空間。一階と二階の講堂と同じくらいの広さ。


　そこに鎧よろいを着込んだ巨大な人間が並んで立っていた。


　いや、人間ではない。胴と両手足のバランスがおかしい。手が異様に大きく、足は短いが太い。箱のような体格で、重量感がある。


　ジルサニア騎士団のもう一つの武器、武装ゴーレムである。


　理論は遥はるか昔から存在していたが、ルテア大陸の六国家のうち、実用化しているのは付加エンチヤントの魔法が得意なジルサニアだけである。


「こんにちは、赤目隊のトーラットです！　またお邪魔しますよ！」


　ゴーレム格かく納のう庫こに響き渡るトーラットの声。


　その声を聞くと、作業員たちの声が明るくなった。


「おお、ちょうどいいところに来てくれた！　また頼むよ、赤目隊！」


「あ、また出番ですか？　それじゃ、ギリックさんはどちらに？」


「あいよ、ここだ」


　その男は制服を脱ぎ、腰に巻いていた。格納庫の中は外より寒かったが、ギリックと呼ばれた初老の男は汗だくだ。ゴーレムの整備によって生じる、魔法の熱だろう。


　格納庫にいるゴーレム作業員も、腰に剣を帯びている。ただしスパナの形をしていた。操作によって形状が変化する工具なのだそうな。


　ちなみにここにいる屈強な作業員、全員が「魔導士」と呼ばれている。


　ゴーレムとは粘土細工を使役する魔法だ。鎧にも魔法を伝達しやすい素材が使われているが、それも整備するには魔力が必要となるのだ。


　そんな専門家たちに囲まれたトーラットが何をするのかというと──


「これこれ。今日はこいつだ」


　格納庫に入って三番目に立っているゴーレム。ミロクが見た感じ、他のゴーレムと差は無い。鎧を着た建物のようだ。


「ああ、これは──ひどいですね」


　それを見て、トーラットが嘆く。


「風邪かぜをひいたのでしょうか？　熱があるようですね」


「ゴーレムって風邪ひくのか？」


　初耳だった。もともとゴーレムの生態など知らないミロクだが、魔導士たちは驚いた風もなく、トーラットの言葉に耳を傾けている。


「風邪くらいひきますよ。魔法生物だって、生きているんですからね。魔法生物は魔力で動いてるんですから、その魔力に欠陥があれば故障するでしょう？」


「故障することを、風邪って呼んでるのか？」


「いえ、たぶん術者のせいです。これは──ヨツンベル隊のゴーレム。確か術者はエミリーさんでしたね」


「そうだよ。昨日、演習で使ってから調子が悪くなったんだ」


　魔導士の一人が肯定する。


「エミリーさん、この間見た時に咳せき込んでいましたからね。大方、風邪のひき始めだったのでしょう。それがゴーレムに感染したんですね」


　喋しやべりながらトーラットは、なにやら書類に書き込んで整備隊長のギリックに渡している。


「この魔法回路で治ります。エミリーさんにも養生するように伝えてください。風邪は水分と栄養を充分に取れば治ります。リンゴをすり下ろしたものがいいですよ」


「相変わらずだな……」


　苦笑して、処しよ方ほう箋せんを受け取るギリック。


「ここのみんなも、季節の変わり目にはうがい、手洗いを欠かさないようにしてください。ゴーレムに風邪を移したら、僕がすぐに見破りますからね。覚悟しておくように」


　厳しい視線を左右に向けながら、トーラットは格納庫を歩く。もう治すべきゴーレムはいないのだが、確かな足取りでひとつのゴーレムを目指していた。


「ここの設備を使わせてもらう代償に、こうやってゴーレムを診みているんですよ」


　ミロクが尋ねたかったことを、代わりに答えてくれるトーラット。


「ここの魔導士たちじゃ、ダメなのか？」


「適性があるんですよ。それに、どっちみちここの連中はガサツで掃除も苦手ですから。僕がたまに掃除をするだけでも、喜ばれますよ」


「どこでも同じなんだな、トーラットは」


「当然です。僕が赤目隊にいる理由の半分は、あのダラケきった連中を更生するためだと信じていますから。彼らは真人間になり、僕は給料をもらって妻を養える。大変合理的ですね」


「……奥さん、大事なんだ」


「ええ。僕の宝です」


　それは格納庫の隅っこに置かれている、骨こつ董とう品ひんのようなゴーレムだった。


　他の青い鎧を着たゴーレムとは違い、兜かぶと、胸装甲、足甲、全すべてにおいてちぐはぐだ。色も形も材質も違う。


　それに他のゴーレムが装備している、背中の剣がない。その代わりに、巨大な丸い盾のようなものが背中に乗っている。


「妻に手を出す輩やからは、僕の『クロトポリカ』で踏みつぶしてやりますよ」


　ゴーレムを見上げるトーラットの目は、陶酔していた。普段の鋭い視線とは違う、憧あこがれ──いや、まるで名も無き神の偶像に心奪われているかのような、虚うつろな目だ。


　入隊したての頃、ホールの天井から落ちたミロクを助けたのもこのゴーレムだった。危険を感じたトーラットが即座に呼び出したクロトポリカは、宙を舞うミロクを素早く摑んだのである。打撲と骨折はその時のものだ。


「あの時はありがとうな、クロトポリカ」


　片手を上げて挨あい拶さつするミロク。するとクロトポリカの目が光った。魔法生物というだけあり、自分の意志があるのだという。会話は無理だが、肯定と否定のサインくらいは出せるそうな。


　そんなクロトポリカだが、外見はやっぱり冴さえない。


　ちぐはぐな装備はまだいい。問題はその装備のデザインだ。


　一つ一つの装備に「マロード武器店」だの「エルシャン木工店」だの、店の名前が大きく描かれているのだ。強烈に目立っている。


「これですか？　スポンサーです。もともと赤目隊にゴーレム用の資金は出してもらえなかったんですよ。だけど所持は認められているから、僕なりの方法で調達したというわけです。あ、妻も手伝ってくれましたよ。妻は商店街に顔が利きますからね」


「背中のアレはなんだ？　盾にしちゃデカイよ」


「あれは簡易ステージです。ジュジュが外で──例えば町中や野営地で仕事をする時に、クロトポリカに布をかけるだけで作れます。あ、有事の際には盾としても使えますよ」


　と、雑ぞう巾きんを投げてくるトーラット。


「何この雑巾？」


「まだクロトポリカへの感謝の気持ちが残ってるなら、ちょっと手伝ってください。この後は自由時間ですよね。ミロクの予定も、きちんと頭に入っていますよ」


「本当に掃除が大好きなんだな、トーラットは」


「掃除は心もキレイにします。終わったらおいしいお茶をごちそうしますよ」


　ギリックのように制服を脱ぎ、腰に巻くトーラット。綺き麗れいな髪に手ぬぐいを巻きつけ、バケツに水を汲くみ始める。


　ミロクも嘆息しつつ、制服を脱いだ。


　このくらいの労働は朝飯前だ。


　なんと言っても、明確な理由があるから働きやすい。


　──仕事に理由を求めてはいけないのだろうか。


　最近、そんなことばかり考えるようになった。








　クロトポリカの掃除が終わり、外の共用井戸で汚れた制服を洗っていたミロク。ふと、いつもの視線を感じて顔を上げた。


　なんだか今日の視線は違う雰囲気だ。これまでは完全に気配を消した偵察兵に見張られていたのだが、今日は素しろ人うとだ。ジュジュのイタズラか何かかと思ったが、どうも違う。


　共用井戸から少し離れた、建物の陰にひとりだけ。


「…………」


　ひょっとして井戸を使いたい、シャイな人なのだろうか。例えば身体を汚してしまったが、女性なのでミロクの前では洗えない──いや、違う。女性用の浴室は別途に用意されている。あそこは「聖書バイブル」内部でも最高の警備体制だ。


　新人の偵察兵だろうか。


　──素人なら、一人でもあしらえるか。


　そう思った次の瞬間、身体が動いた。土を蹴けり、監視者に突撃する。監視者はミロクの行動を予想できなかったのか、逃げもせずに戸惑っている。


「誰だ！」


　ミロクが怒鳴ると、監視者はようやく我に返ったようだ。


　逃げはしなかった。逆にミロクに向かって襲いかかってくる。この時点で、汚れたシャイな騎士の線は消えた。


　フードを被かぶっており、顔はわからない。ただ体格と呼吸からして、男だ。


「このっ──」


　両手で摑みかかってくる男に対抗しようとして、ミロクは腰に手を伸ばす。


「あ……」


　剣はない。


　当然だ。支給されていないのだから。


　それなのに腰に手が動く自分が──いや、正体のわからない相手に立ち向かっていく自分がイヤになる。無謀にも程があった。


　使えるものは、胸のニンジンだけ。


「こりゃさすがに無理だろ……！」


　逃げるべきか戦うべきか逡しゆん巡じゆんしていると──


「こォらァァァァァァ！」


　前方から迫ってくる絶叫が考えを打ち消した。


「ウチのミロクになにしてんだぁーっ!!」


　甲かん高だかい声はアーニィのものだった。


　声よりも先に彼女の足が飛んできたように見えた。ローブの男の背後で飛び上がったアーニィの蹴りが敵の首を薙なぎ、よろめく男の頭にもう一発蹴りが。空中で回し蹴りを二回喰くらわせたのだ。


　さらにローブの男が倒れる直前、地に手をついたアーニィの足がもう一度蹴り上げた。あの体勢で見えているのか、逆立ちしながら繰り出した足は正確にアゴを捉とらえていた。


　踊るように美しい格闘技。


　組み合った時にわかったが、ローブの男の手はアーニィより綺麗だった。敵もミロクと同じ、剣の使い手かもしれないが、アーニィは素手の格闘技を得意としている。彼女に尋ねたことはないが、これで確信が持てた。


　──なんでこんな使い手が、赤目隊でジュジュの手伝いなどしているのだ。


「ミロク！　大丈夫!?」


　そのアーニィは逆立ちの状態のままクルリと振り向き、心配そうな逆さまの顔で尋ねた。


「ああ、ケガはない……けど、なんでアーニィが？」


「ジュジュが呼んでこいって言ってたからさ。トーラットんトコに行ったら、服と身体洗ってるって言うから」


「そっか。なんか遠回りさせちゃったな。ありがとう」


　最後の礼は、守ってくれたことに対するものだ。


「それより、これ誰だ？」


　倒れて動かないローブの男に近づくミロク。警戒していたがアーニィの一撃で気を失ったらしい。


　素人だと感じていたのだが、なかなかの強さだった。これが本職の偵察兵だったらどうなっていただろうか。偵察兵ならまだしも、暗殺者だったら確実に殺されていた。


「ほらアンタ！　いつまで寝てんの！　顔見せなさいっ！」


　いつもミロクに説教しているような口調で、ローブを脱がすアーニィ。


　果たして、その正体は──








「ねーミロク知ってる？　首って切り落とされても即死しないんだってさ。首だけになってもある程度意識を保ってるみたいよ。呼吸できないし、喋れないから証明できないんだけどさ」


「マジか……だったら俺、絞首刑の方がいいな。あれって苦しまないって聞くぜ」


「火刑もそれほど苦しくないみたい。すぐに意識トンじゃうんだって」


「あー、あれはダメ。煙の量をある程度調節できるから、恨みのこもった火刑は身体を直接焼かれて死ぬらしい。すごくツライってさ」


　暗い未来の話を明るく話すミロクとアーニィ。


　いつもの赤目隊の部屋ではなく、ジルサニア王宮二階にあるジェルメーヌ姫の私室だ。そこには姫が疲れた時のための簡易ベッドがしつらえてあり、そこに横たわっているのはジルサニア第一王子アーセージその人である。


　そう、ミロクを襲ったローブの男だ。


「で、どれがいいか決まったか？」


　腰に手を当てて低い声を出すジュジュと、


「決まるわけないだろっ！」


　当然の反論をするミロク。


「そもそも襲ってきたのはそっちなんだぞ？　正当防衛だろ！」


「正当防衛だろうが、知るか！」


　ミロクの言葉をさえぎって、ジュジュが詰め寄ってくる。彼女は公務の途中だったようで、ドレスを着たままだ。確かこの時間は会食だったはず。


「だいたいどうして兄上がオメーを襲うんだよ！　仕事がイヤなら私に直接言えや、このフニャチン野郎が！」


「姫とか関係なしに、そんな汚い言葉使うなバカ！」


「うるせぇ！　ミロク、てめぇジルサニアの歴史の中で一番怖い方法で処刑してやっからな！　安心しろ、コニーたちの命は責任を持って守ってやる！」


「だから待てよ！　そもそも蹴倒したのはアーニィだろが！」


「あぁ？　オメー、アーニィに責任なすりつけんのか!?」


　もはや姫と騎士の会話ではない。友達同士の口喧げん嘩かである。少なくともこれが主従の関係だと言われて信じる者はいないだろう。


　しかし二人とも、場所はわきまえている。


「うぅ……」


　気を失っていたアーセージが目を覚ますと、ミロクは慌ててその場に跪ひざまずいた。


「ここは……？」


　汗でしめった金髪を手で搔かき上げると、アーセージは周囲を見回す。


「兄上、気がつきましたの？」


　心配そうな顔のジュジュ。


　その変わり身の早さといったら、ミロクだけでなくアーニィも舌を巻くほど。


「私の部下が兄上をここまで運んでくださったのです。ああ、おいたわしや──気がついて本当に良かった。兄上を想って、心臓が張り裂けんばかりの心地でした」


「ジュジュの部屋か。私は──そうだ、私は貴様と」


　ミロクの姿を認めたアーセージは、身体をゆっくりと起こす。


「そこのお前。ミロクといったな」


「は──はっ」


　跪いたまま、アーセージに向き直る。一国の王子にジュジュのような態度はとれない。本来なら一介の騎士が会話をすることすら許されない人物なのだ。同じ立場の姫とは、さっきまで口喧嘩していたのだが。


「許せ。貴様の腕を確かめさせてもらった」


「質問をお許しいただけますか、アーセージ殿下」


　丁寧に尋ねるミロク。


「何が聞きたいかはわかっている。貴様を襲った理由だな。簡単な話だ。私の可愛かわいいジュジュを守るにふさわしい技量があるかどうか試したのだ」


　筋は通っている。


　が、おかしい。おかしすぎる。


「な、なぜアーセージ殿下自らが……？」


「決まっているだろう。私のジュジュに何かあっては困るからな。年頃の娘だ、変な虫が寄ってきてはかなわぬ。貴様もジュジュと年齢が近い。名も無き神がハナクソに降臨するより低い確率だとは思うが、貴様がジュジュに変な気を起こさんとも限らん」


　──ああ、この人もこんな性格なのか。


　赤目隊の連中といい、ジュジュの周りの男はどうしてこうなんだろう。しかもどうやら、この男は裏表がなく、素でこんな感じなのだ。頭を抱えたくなったが、ミロクは跪いたままじっと堪こらえていた。


「それで俺──いや、私を監視していたんですか？」


「ああ。偵察兵からこれまでの仕事ぶりを報告してもらったが、同情したくなるほど真面目に働いていたな。だがそれだけでは不満だった」


　そこで武人として、戦いの腕を直接確かめたのか。
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「私自らが確認せねば気が済まなかった。剣は噓をつかない。本当なら一対一で真剣勝負を挑みたかったのだが、殺してしまってはジュジュが悲しむ」


「はぁ」


「だから拳こぶしでの勝負に変えた。拳なら後あと腐くされもないしな。うん、まぁ私に勝つくらいだ。実力は認めてやっても……ん、勝った？　いや、私は……誰に倒されたんだったか？」


　腕を組んで考え込むアーセージ。


「あ、兄上！　それはミロクではなく、暴走した馬ですわ！」


　咄とつ嗟さにジュジュが救いの手を差し伸べてくれた。


「馬……馬だったか？」


「そ、そうです！　ほら、あそこ廏きゆ舎うしやが近いじゃないですか？　あそこの柵さくを修理するところだったんですが、馬が一頭逃げてしまいまして！　事故ですよ！」


「そうですわ兄上！　動物のしたことです、許してくださいませ！」


「馬か……馬なら仕方ないな。馬とは走る生き物だ。自由を求めて駆けずり回りたいところを、我々が無理を言って使役しているのだからな」


　ミロクも追従すると、アーセージは納得してくれた。


　この王子、ジュジュに関わらないことではとても優しい性格をしているようだ。普通ならば廏舎の責任者ともども処刑されてもおかしくない。


　ふと横を見ると、同じように跪いているアーニィが脂汗を流していた。ミロクも同じくらい緊張している。


「理解した。それでは私は仕事に戻らせてもらう」


「無理しないほうがよろしいですわよ？　頭を打ったんですから」


　心配するジュジュだが、


「その通りだが、我が軍にはもっと困っている者が大勢いるからな。次の戦いの支度を整えて、すぐにでも出発せねばならん」


「次の戦い──大きいものなんですか？」


　気になったミロクが尋ねると、アーセージは深刻な顔で頷うなずく。


「今までのホラキアは、せいぜい軽いちょっかいと呼べるような攻撃しかしてこなかったのだがな。ここ最近になって、急激に激しくなった。昔なら私が出るまでもないと思っていたのだが、そうも言っていられなくなった」


　これでもジルサニア騎士団の要かなめである騎馬士団の士団長だ。


　そんな彼が自ら出る、ということは、ジルサニア騎馬士団も全力でもって相手をするということなのだろう。


「そういうわけだ。いいかミロク、くれぐれもジュジュに変な気を起こすなよ。あ、アーニィ君はこれまで通り、ジュジュと仲良くしてやってくれ」


　去り際、鼻先に指を突きつけられてアーセージに釘くぎを刺されたミロク。


　ミロクとしては金をもらってでも願い下げな要求だったが、アーセージの気持ちはわからないでもない。ミロクも妹を持つ身だ。


　アーセージが退席して、ようやくいつもの雰囲気に戻る。


「あー、死ぬかと思った」


　大きく息を吐くミロクとアーニィ。


「ったく、情けねーな。処刑されかかったくらいで」


「お前の日常はいつも処刑と隣り合わせなのかよ!?」


　ブチ切れながら素に戻ったジュジュに迫るミロクだが、


「アーニィが助けてくれなかったら死んでたくせに、なに偉そうな態度とってんだ、ヘタレ騎士」


「くっ……！」


　何も言い返せない。


　剣がなければ何も出来なかった。


「剣さえあれば……」


「剣があっても、どっちみち同じだっつーの」


　ジュジュは笑っていなかった。


「剣を向けたら、兄上も本気を出すぜ。オメー、それなりに強いって聞くけどさ、だったら兄上の強さもわかるよな？」


　わかる。何度か騎馬訓練や演習で見たことがある。


　もしも最初から剣で斬きりかかられていたら、きっと正体に気づいただろう。それほどの使い手だ。


　そんな相手とやり合ったら、殺されるか殺すしかない。


　アーセージ王子を殺した、とあっては一族郎党みんな処刑される。


「剣が無かったから、笑い話で済んだんだぜー」


　最初から剣を抜かずに、素手で向かってきたアーセージは、これでもミロクのことを慮おもんぱかっていたのだ。


　それでも。


「情けねぇな、俺……」


　格闘技の使い手とはいえ、女性に助けられ、上司に笑われるのは屈辱だ。それも自分が弱いから笑われたとあっては、なおさら。


　本当の実力を出せないというのは、誰でもフラストレーションが溜たまる。


　と、そこで思い出した。


「なぁジュジュ。お前、いつもアーセージ殿下とあんな風に会話してんのか？」


「そーだよ。昔からずっとこんなんだから」


　彼女の会食を何度か見たことがある。巨大なテーブルに座るジュジュとアーセージと国王。書記官や侍従に囲まれながら、お互いの顔も見えるかどうかという距離で、国政や民のことを話し合っていた。


　ミロクの家族の食事とは、大きくかけ離れたもので──これもジュジュの仕事だと思うと、いたたまれない気持ちになったものだ。


「疲れないか？」


「別に……って、オイ、勘違いすんなよ。私は兄上も父上も大好きだし。冷たい感じがしたんなら、そりゃわざとだ。そういう風になってんだよ、王族ってのは。庶民の感覚で考えんなよ」


「そっか」


　ジュジュもミロクと同じように、どこかで我慢している。


　それが仕事というものだろうか。ミロクにはまだわからない。


　家族の対話を犠牲にしてまで、国民が何を得るのか、いまいちピンとこないのだ。





　　　　　　　＊





　週に二度、ジルサニア王宮では第一王女ジェルメーヌによる朝の挨拶がある。その日、赤目隊は早朝から駆り出され、ジュジュに付きっ切りになる。


　フェリサとアーニィが二人がかりで寝ねぼけ眼まなこのジュジュに化粧を施し、服を着せ、頰ほおをひっぱたいて目を覚まさせる。その間にビスマルクとトーラットで舞台の点検。


　ミロクはジュジュの朝食を持っていく係。


　王宮の台所からジュジュ専用の朝食──パンとミルクだけだが──を取ってきて、一口で食べられるようにして、ジュジュに渡す。それ以外は、ジュジュが眠そうに「取って」と言ったものを渡すだけ。


『みなさん、おはようございます！』


　そんなジュジュだが、王宮前の広場に現れると、集まった人たちは色めき立つ。


　数千人は下らないだろう。なにかの軍団かと思うほどだ。


　騎馬隊の訓練にも使う広大な広場の中央にクロトポリカを寝かせたステージがあり、そこに立つジュジュは数秒前の眠気など完全に吹き飛んだように叫ぶ。それを受けた人々も「おはようございまーす！」と返事をする。それだけで空気が割れそうなほどの大だい音おん声じようとなる。


　騎士、商人、労働者、旅人、職業のわからない老人や子供。学生もいる。妊婦もいれば犯罪者にしか見えない風貌の男や、どこかの貴族のような出で立ちの者まで。ありとあらゆる人間がジュジュの挨拶を聞きに来ているのだ。


　真面目に聞く者は、半分くらい。あとは姫の声を聞きながら体操をしたり、地べたに座り込んで朝食を取る者も。待ち合わせ場所に使っている人たちまで。


『最近、季節の変わり目で風邪が流行していると聞きます。皆さん、風邪だけは魔法で治せませんから、名も無き神様がくれた休日だと思って、ゆっくり休んでください』


　伝声用の宝石に口をあてるジュジュ。


　この集まりに関して、騎士団は一切取り決めを行っていないらしい。中で犯罪が起きれば居合わせた騎士が取り押さえるし、ゴミなどは各自持ち帰るし、ポイ捨てされたゴミは心優しい人が拾っていってくれる。曰いわく、朝の運動にちょうどいいらしい。それでも残ったゴミは、掃除専用のゴーレムが有償で片付けてくれる。


『ホラキアとの戦争も激しくなっています。騎士の皆さん、どうか気をつけて。それでもがんばって、国民の皆さんを守ってくださいね』


　そんなジュジュの言葉を、ミロクは冷めた表情で聴いていた。


　ジュジュは、この朝礼が自分の一番の仕事だと言う。


　──ミロクには、それが理解できない。


　どうしてここに集まる人たちは、こんなにジュジュの言葉に心酔しているのだろう。


　自分が移民だからだろうか。


　いや、集まった中にはジルサニア出身以外の人もいる。ミロクの故郷だって、王が国民の前に現れたりしたし、それで熱狂する人たちもいた。何が違うのだろうか。


「ようミロク。食うか？」


　気がつけば、赤目隊の隊長がミロクの肩に乗っている。アーニィやフェリサだとセクハラになるらしく、かといってトーラットだと高すぎるらしい。ミロクにしてみれば知ったこっちゃない事情だ。


「結構です」


　そのビスマルクに差し出されたニンジンを払いのけ、ミロクはジュジュの立つステージに背を向ける。仕事は終わった。あとは控え室でジュジュを待てばいい。それまでは自由だ。どこにいてもいいはず。


「お前さ、朝礼嫌いか？」


　唐突にビスマルクが尋ねた。


「嫌い……なのかな。よくわかりません」


「じゃあ、ジュジュのこと嫌いか？」


「大嫌いです。俺のこと、奴隷にしか思ってないし。給料が銅貨一枚でも安くなったら辞めてやりますよ」


「だからか？　朝礼嫌いなの」


　なるほど。そうかもしれない。


　ミロクはジュジュの裏の顔を知っているのだ。だからこうして健けな気げな声で笑いかける彼女が「ニセモノ」だと思ってしまう。


　入団初日に見た、あの美しい姫も作り物だと思うと、やるせなくなる。


　騙だまされた気分だ。


「……俺が、ただ単にこの仕事嫌いなだけです」


「ま、お前は満たされてる方だからな」


「俺が？」


「お前、家族いるよな。仕事で疲れて帰って来た時、労ってくれる人がいるだろ。ここにいる奴らにとって、ジュジュの言葉ってのはそういうもんなんだ。わかってても、力が湧いてくるもんなんだ」


　もちろんミロクだって、優しく強い言葉に癒いやされる人を馬鹿にするつもりはない。カリスマ性を持った将官の号令は、何物にも代えがたい活力剤になる。


　ただ、ジュジュじゃなくてもいいだろう、と思うのだ。この女は、普段は作業着姿で歩き回り、ズボンなのをいいことに大おお股またおっぴろげてイスに座り、ダルそうなツラを隠そうともせずにミロクに無茶な命令ばかりする女なのだ。そんなヤツの言葉の、どこに救われるというのだ。


　もう一度、遠くのステージに立つジュジュを見る。


『ホラキアの軍勢が来ようとも、ジルサニアの騎士たちが総力を挙げれば、きっと負けません。私にできることは祈ることだけですが、皆さんも騎士たちの勝利を、どんなことでもいいです、お手伝いしてくださいね！』


　早朝だというのにあくび一つせず、もう鐘半分ほどの時間、笑顔で喋り続けている。


　──赤目隊じゃなければ、俺もアイツのこと信じられたんだけどな。


「まぁ、悪いとは思うよ。ジュジュに悪い言葉遣い教えたのは俺みてーなもんだし」


　頭を搔かくビスマルク。


「隊長、ジュジュとは古い仲なんですか？」


「アーセージともな。俺が赤目隊にいるのは、半分ジュジュのお目付け役だ」


　このウサギ、本当の年齢はいくつなのだろう。態度からするに、三十代より下ということはなさそうだが──


　と、それで思い出した。


「今、アーセージ殿下って」


「ん、ああ。騎馬士団率ひきいて前線だな。ジュジュが今言っているように、ホラキアが最近調子に乗ってるんだわ」


「ホラキア──ですか」


　もともとジルサニアとホラキアは小こ競ぜり合いを続けていた。領地争いである。国境を一歩でも先に進めるために、互いの国は押し合いへし合いを日常のように繰り返していた。


　それが攻撃的になってきたのは、ごく最近のことらしい。それまでは互角とも言える小競り合いだったのが、ホラキアがいきなり大攻勢に出たのだ。


「ホラキアがここまで攻勢に出るのは予想外だったよ」


　当然ながら、攻撃に出れば双方に大きな被害が出る。自国の被害をどれだけ抑えるかが戦争の手腕なのだが、特にホラキアには無茶ができない理由があるのだ。


「オウガン帝国がいるもんな」


　大きなニンジンをかじりながら、ビスマルクが答えた。


　オウガン帝国はルテア大陸の六国家に属さない。大陸よりもさらに東の海に位置する、島国国家だ。


　その強大な軍事力をもって、大陸のホラキアにちょっかいを出しているオウガン帝国。ホラキアにしてみれば、尻をかじられた状態でジルサニアに喧嘩を売っているのである。普通に考えれば、戦力を割さく愚策だと思うのだが──


「理由がわかんねーんだよな。今、どう考えても攻めるタイミングじゃねーんだよ」


「理由……あるんですかね。後ろから攻められて困ったから、簡単に攻められそうなジルサニアを狙ったとか。ジルサニアの資源が欲しいとか」


「でも、そいつはどっちの軍隊からも攻撃されるってことだろ？　それでもジルサニアを狙いたい理由でもあるのか？　なんか恨みでも買ってるのか？」


　そう考えないと説明がつかない。


「あるいは、ジルサニアの魔法技術が欲しいのかもな」


　ビスマルクの言葉に、ミロクはハッとなる。そうだ、ジルサニアには付加エンチヤントの技術があったのだ。それは他の国にはない魔法技術。ホラキアが欲しがるのもわかる。


　ちなみにホラキアが得意とするのは、強化リインフオースの魔法だ。強化された兵士が振るう剣は、大木をも切り裂くと言われており、また、持久戦にも長たけるという。さらに重い鎧をつけたまま高く跳躍できるらしい。初めて見た者は必ず圧倒されるそうだ。


　そして海を越えた場所にあるオウガン帝国は、世界でも希け有うな魔法技術を得意としている。その魔法技術があるからこそ、ルテア大陸に畏おそれられる軍事国家となりえるのだ。


「だったら、そうなる前にホラキアを潰つぶす──って、そのためにアーセージが出てんだな」


　今だけでもホラキアを撤退させることができれば、ミロクもありがたい。戦火が広がればコニーやササヤにも被害が及ぶかも知れないから。時間との勝負だ。


「そのための会議が、今夜あるらしい。エルガンディアと、ベトのお偉いさん呼んで」


　ベト神聖国とエルガンディア共和国は、それぞれジルサニア王国の南北に位置する同盟国だ。対するホラキアは真東。ルテア大陸の六国家は、ちょうど東西に分かれて争っているのだ。


「その会合に、ジュジュも出るんですか？」


「そりゃな。出ないわけにはいかねーだろ」


　同盟国のトップをもてなす会だ。自慢の姫に同席してもらわねば、ジルサニアの立場がない。そこでもジュジュは、今のような笑顔を向けるのだろう。


　それは、まだわかる。他国の使者を相手に無礼な態度はとれない。国が救われるのであれば、そういう礼儀も必要だ。噓でも相手を褒めるだろう。


　しかし朝礼で、国の何が変わるのだ。


「そもそも、住む世界も考え方も違うんだよな……」


　ため息。


　笑顔を振りまくことがジュジュの仕事なのだとしたら、その笑顔に癒されない自分が非常にもったいない気がする。


「隊長。俺、食堂で朝メシ食ってきます」


　ジュジュに背を向け、歩き出すミロク。ビスマルクは肩から降りずに、ずっとミロクに付いてきていた。別に一人になりたいわけではなかったので、ミロクも咎めずに連れて行く。


　広場から王宮をぐるっと回って「聖書バイブル」に向かおうとした、その時だった。


「おい新人！　そんな風にしたら刃がダメになるだろ！　知らないならベテランに任せておけ！　何年勉強してきてんだ!?」


「す、すみません！」


　ちょうど王宮の勝手口の近くで、新人シェフがドラゴンの死体相手に手間取っていた。ドラゴンと言っても巨大な竜ではなく、ミロクと同じくらいの身長の小型竜だ。たぶん今日の会合の料理だろう。竜の血は劇薬になるので、調理場で捌さばけないのである。


「俺、地元で竜をさばいたことなんてなくって、どうやって……」


「あ、竜をさばく時は普通に切っちゃダメですよ。鱗うろこが硬いから。皮が薄い腹から丸く切って、そこから剣を入れて、中の肉と骨と内臓を全部引きずり出すんです」


　そう教えたのはミロクだった。


「え……君、誰？　竜をさばいたことあるのかい？」


　目を丸くして尋ねるシェフ。


「あ……いや、知り合いに、竜をさばくのが得意な料理人がいるんで」


　頭を搔いて弁解するミロクだが、


「竜料理はオウガン帝国と藍らん山ざん同盟の一部にしかないから、その料理人はどっちかの人なのかな？　いずれにせよ、さばくのが得意ってことは、大した料理人だ。よかったら名前を教えてくれないか？」


「え、えと、そんな、名乗るほどの者じゃないですよ……」


「そうなのか？　しかし君に竜のさばき方を教えられるほどの料理人だったら……」


「あ、あの、俺たち仕事があるんで！　すいません！」


「お、おいミロク！　どうしたってんだよコラ!?」


　ニンジンを頰張っていたビスマルクを摑み上げると、ミロクは逃げるように走り出した。


　ミロクだって同じだ。見られたくない部分はある。





　　　　　　　＊





　雨が気持ちも視界も曇らせる。


「はっ！」


　突きだした槍やりは、ホラキア兵の喉のどを正確に突いた。どれほど強固な鎧を身につけ、どれほど素早く動こうとも、鎧の隙すき間まを突かれれば終わりだ。それを成すには途方もない修練が必要になるが。


　ぬかるんだ土砂に倒れるホラキア兵。鉄の鎧が音を立てて跳ねる。


　馬上から敵を突いたジルサニア王国第一王子アーセージは、倒れたホラキア兵を一いち瞥べつすると、すぐに次の敵に目標を定める。


　重装歩兵とは名ばかりだ。


　岩の塊のような鎧を着ているくせに、軽かる業わざ師しのように跳ねる。武器を持てば勿もち論ろん、素手での戦いにも慣れている。


「退ひけ！　退けっ！」


　遠くから聞こえるホラキア軍の声。


　その号令が聞こえるや否や、ホラキア兵はそれまで戦っていた相手に目もくれずに逃げ出す。強化リインフオースの魔法のおかげで、逃げ足も速い。


「追いますか!?」


　アーセージの隣で戦っていた騎士が槍を投げようと振りかぶるが、


「待て、追うな！」


「しかし！」


　アーセージの制止に抗議しようとする騎士。若い騎士としては武勲を立てたい気持ちと、戦い足りない気持ちが焦らせるのである。


「待つんだ。何かおかしい」


「おかしい……？」


「俺もおかしいと思いました」


　騎馬を近づけるもう一人の騎士。アーセージの副官で、メガネをかけている若い騎士だ。血気盛んな騎士とは対照的に、冷たい目でホラキア兵の背中を見ている。


「逃げるのが速すぎる。普通、撤退の号令を出せば、お前のように血走った者が少しでも多く敵を倒そうとするものだ」


「そ、それは……すみません」


　冷静になったのか、騎士が馬上で頭を下げる。


「気にするな。咎めているわけではない。だが、お前と比べて今のホラキア兵はどうだ。そう、まるで撤退の号令を待っていたかのようだ」


「ええ。ですが、誘っているのとも違う気がします」


「では、何が狙いなんですか？」


「持久戦に持ち込む気か……？」


　アーセージが槍についた血を拭ぬぐいながら考え込む。


「ですが殿下。ここはまだジルサニア国内です。補給の点で考えるならば、こちらの方が有利。むしろホラキアの補給の方が、時間がかかります」


「そうだな。ジルサニア国内での戦だから、我が軍の補給線を断つのも難しいはずだ。だとすると、何が狙いだ……今撤退して、どんな利点があるんだ……？」


　答えが出ないまま、騎馬士団は雨に打たれ続ける。


　甲かつ冑ちゆうについた泥を払うと、アーセージも撤退の命令を下した。


　雨を吸った服は重かったが、表情には出さなかった。





　　　　　　　＊





　なにが嫌かって、予想もしなかった命令が来るのが嫌だ。


　普通の騎士──特に軍務に従事する騎士が受ける命令と言えば、せいぜい進め、止まれ、攻撃、撤退など。さらに細かく分けたとしても、およそ戦闘に関わる命令の範はん疇ちゆうは越えない。


　ところがジュジュの命令は違う。


　例えば食料を取ってくるというのは日常茶飯事で、衣装やアクセサリーを取ってこさせたり、たまに買いに行かされたりする。一度なんか、女性用の更衣室に忘れ物を取りに行かされたこともある。さらに、そんなミロクが当惑する姿を見て、楽しんでいる。そもそも女性用の更衣室だったらアーニィかフェリサに行かせれば良いではないか。


　その他は、ジュジュのストレッチの手伝い、トーラットと一緒に舞台設置の手伝い、アーニィやフェリサの細かい手伝い──つまり、自分だけの仕事がまだない。


　強しいて言うなら、移動中のジュジュの護衛くらい。熱心な国民がジュジュに触れようとするのを防ぐ。誰が暗殺者だかわからないからだ。


　この時だけは、騎士の仕事をやっているという充実感がある。だが、そんなものは稀まれだ。普段はジュジュの裏方で一日が終わる。


「お兄にいちゃん、日に日にやつれてない？」


　ある日の朝、ついに妹に指摘された。


「え？　そうかな」


　自分の頰を撫なでてみるが、特に変わったところはないと思っていた。むしろ最近は変に鍛えられるので、食欲が増している。


「そうですよ。身体はがっしりしてるのに、目の下にクマがおできになって」


「ササヤさんまで……」


　普段からミロクのことを見てくれているコニーとササヤの二人に言われては、ミロクも頷かざるを得ない。


「騎士の仕事って、そんなに大変なの？」


「大変だけど、慣れてきたと思ったんだけどな」


　なんだかんだで、けっこう保っている。


　普通の仕事はトラブルがあって辞めさせられてしまうが、今度の仕事はトラブルと正面から向き合うから。


「つらいなら、やめてもいいんだよ？　私、お兄ちゃんがそんなになってまで働いて欲しいと思ってないから。イザとなったら私も働くからね」


「いいんだよ、コニーはそんな心配しなくたって。最初は誰だって仕事に慣れないから、人より疲れるものなんだ。これから先、どんどん元気になってくよ」


「そう……なの？」


　──そうかな。


　自分でもわからない。


「なぁ、コニー。お前、ジュ……ジェルメーヌ姫のことどう思う？」


「姫様？」


　唐突な質問だったので、面食らうコニー。家族にはミロクの具体的な仕事は話していない。一応、守秘義務というものがある。たとえジュジュの友人だろうとも、だ。


「この国の姫様、私はすごいがんばってると思う」


「がんばってる？」


　姫の評価としては、いささか変だ。


「だって、姫様が庶民のために顔出して、毎日なにか喋るのって大変でしょ？　その間にも勉強とか外交とかやってるんだよね？　目に見える分、王様より忙しい気がするんだよ」


「そう……だな。普通、どこの国の姫も毎日そんなことしないよな」


「でも、私は好きですよ」


　厨ちゆう房ぼうから出てくるササヤ。エプロンで手を拭っている。


「週に二回、朝礼みたいなものをやるでしょう？　あれ、私もたまに参加してるんですよ。姫様のお言葉は、なんと言いましょうか、こう、一日の活力になるんです」


　照れたように微ほほ笑えむササヤに、ミロクは複雑な表情。


　しかし身近にジュジュの言葉を聴いている者がいるのは、好都合だ。この際だから疑問を全てはっきりさせたい。


「あの、ササヤさん。どうしてジェルメーヌ姫の言葉でそんなに元気が出るんですか？　姫の言葉が素敵だからですか？　それとも見た目が綺麗だから？」


「さぁ……どうしてでしょうねぇ？」


　ササヤも苦笑して考える。


「王族が下々の者に与えてくださる言葉だから──というわけでもないんです。姫様の言葉は、スッと胸に入ってきて、だけど温かくて。魔法を使っているわけでもないんですよね。この国の魔法は付加エンチヤントですから」


　魔法の線はミロクも考えた。しかしジュジュが帯びているアクセサリーは、全て伝声用と身体を美しく見せるためのものだけ。言葉そのものはジュジュが放つ、ただの音だ。


「全部ひっくるめて、姫様の才能なんじゃないでしょうか」


　悩みながらも、ササヤはそう結論付けた。


「全部ひっくるめて？」


「はい。姫様の美貌、お声、お言葉、気品、そして王族という身分。そのどれが欠けてもダメだと思うのです。そして幸運にもジェルメーヌ姫はそれら全てをお持ちです。その才能タレントを余すところなく発揮しているのは、すごいことです」


　完璧な才能──たしかにそうかもしれない。が、ミロクが赤目隊で働く理由としては、少し弱い。


　多分、幼い頃から憧れていたミロクの兄の影響だろう。本物の指導者のカリスマ性にあてられたミロクは、どうしてもジュジュがウソっぽく見えてしまう。


　実力が伴わない言葉は、空虚に聞こえてしまう。


　その「実力」とは、おそらくミロクとジュジュの中では違う価値観なのだろう。


　剣一筋で生きてきたミロクと、言葉一筋で生きてきたジュジュでは、永遠に相あい容いれない力だ。生まれた時から、命の役割が違う。


　何もない左腰が、どうしても気になる。


　在るべきものがない。その劣等感がミロクを蝕むしばんでいたのだ。








　いつものように小隊部屋に出勤したミロク。いつものように板に書かれたスケジュールを確認する。今日の予定は──


「よーミロク。いつもと違う仕事したくねーか？」


　部屋でふんぞり返りながらトーラットの淹れたお茶を飲むジュジュ。今日は騎士の制服によく似た衣装だ。改造制服だろうか。コートは常に羽は織おっているようだが。


　ジェルメーヌ姫の下でする仕事にはいまだに慣れないが、いい加減このジュジュの性格には慣れた。敬語禁止の命令のおかげかもしれない。今では上司というより「一緒に姫の仕事をする同僚」という気分だ。姫本人に対する評価ではないだろうが。


　しかし今日のジュジュはなんだか雰囲気が違う。


　何かイヤなことを企んでいそうな笑顔。


「……いつもと違う仕事なら、大歓迎だ。たまには違う仕事で気分転換したい」


　とりあえず、正直に言ってみる。


　するとジュジュは満面の笑みで、


「よっしゃ、んじゃちょっとベトまで行ってこい」


「……はぁ？」


　大した冗談だ。南のベト神聖国は国境を越えるだけで一日かかる。往復で二日。さらに国境で面倒な手続きも必要になるだろう。


「ベトまで何しに行くんだ？」


　そこまで遠くに使いっ走りをさせられるのは初めてだ。もしや国政に関わることなのだろうか。一瞬、そう期待したミロクだったが、ジュジュの答えはいつもと変わりがなかった。


「アクセサリーが欲しい。二つ」


「アクセサリー？」


「そ。なんでもベトに凄すご腕うでの職人さんがいるんだけどさー、それがすっげぇキレーでさ。どうしても手に入れて欲しいんだわ。だからミロク、今日か明日までに頼むわ」


「結局パシリじゃねーかよ！」


　いつもなら、このくらい怒鳴ればスッキリするのだが、今日は胸のわだかまりが消えない。なにしろ命令が命令だ。無茶もいいところだ。


　しかもアクセサリーのために、国境越え？　そんなもの、業者に宅配させればいいではないか。ミロクがわざわざ行く意味がないだろう。


　考えれば考えるほど、ミロクでなくてもいい仕事に思える。


　──どうして俺がこんな真似を。


「馬鹿馬鹿しい。ジュジュ、お前、俺をいじめる最適な方法を的確に選んでくるな。俺は無意味な仕事は大嫌いなんだよ」


「あぁ？　無意味ってどーいうこったよ」


　目を細めるジュジュ。


「そのままの意味だろ！」


　姫と騎士という立場も忘れ、ミロクは叫ぶ。


「そりゃお前にとっちゃ、アクセサリーってのは重要かも知れないさ。見た目にこだわるのも姫の仕事っていうのなら、勝手にすりゃいいさ。でもな、そのアクセサリーは国民の血税で買うってことも忘れんな！」


「てめぇ、言っていいことと悪いことが──」


　立ち上がろうとするジュジュの鼻先に、指を突きつける。


　怒気を止められない。


　──もっと理性的になれ。


　自分に言い聞かせるが、言葉が止まらない。


　いつもより荒い声のミロクに、部屋の中が静まりかえった。


　アーニィとビスマルクは、口を開けてミロクを見ている。


「ミロク。少し落ち着きなさい」


　トーラットの言葉も、今のミロクには届かない。フェリサはいつもと変わらず無表情にミロクを見ている。


　そのミロクだけが顔を真っ赤にしていた。


　こういう時、ジュジュならば持ち前の技で笑顔の一つでも作れるのだろう。だがミロクはそんな訓練、受けたことがない。怒りたい時に怒って何が悪い。


「ああ、クソッ！」


　感情が抑えられない。


　拳で机を叩たたくミロクに、ジュジュが一歩退く。


「騎士ってのは国と国民を守るための仕事だろ？　なんでその騎士が姫のワガママのために走らなきゃならない？　だったら少しでも剣の腕を上げて、今迫ってるホラキアをどうにかするのが先決じゃないのかよ！」


「ちょっとミロク、熱くなっちゃダメよ」


　アーニィがミロクの肩を摑むが、それをはねのけてさらに抗議を続ける。


「はっきり言わせてもらうぜ。こんなのは騎士の仕事じゃない！　ジルサニアが俺を騎士だって認めるなら、俺に剣を持たせろよ！　剣を必要とする、騎士としての仕事をよこせよ！　お前のワガママを聞くのは、騎士の仕事なんかじゃない！」


「……あのさぁミロク」


　ミロクの言葉をまともに受け、それでもジュジュは怒鳴ったりはしない。逆に氷のような冷たい瞳ひとみでミロクを見据えている。


「じゃあ、お前はどんな仕事なら満足なんだ？」


「剣を使う仕事だ！　騎士の仕事ってのは、そういうもんだろ！」


「誰が騎士の仕事は剣を振るうことだって決めたんだ？　コックだって事務員だって、町の清掃員だって、みんな騎士だぜ。オメー、そういう人たちを見下してんのか？」


「見下してない！　ただ、俺は──俺は、剣しかない。そういう風に育ってきたんだ」


「ミロク。お前わかってるのか？　剣を使う仕事って、人殺ししかねーんだぞ？　お前、人斬ったことあんのか？」


「っ……！」


　人殺しが最悪の罪だということくらい、ミロクでもわかる。


　しかしミロクはその技術しか持ち合わせていないのだ。だから他の仕事で失敗する。剣だけは、剣なら誰にも負けないという自尊心が、余計に劣等感を招く。


　自分がどうしようもなく平和な暮らしに向いていないことくらい、よく理解している。


　それでもミロクは、剣を振るう理由があったのだ。


　入団初日に見た、あの姫のために──自分の最大の能力を使いたかったのだ。


「……俺は、バカなんだ。剣しか知らない。だからせめて、剣だけは真面目に使いたいんだ。ジルサニアの騎士になって、主君のために剣を振りたいんだ！」


「噓つけ」


　冷めた目のジュジュ。


「？」


「主君のために、なんて噓だろ。ミロクオメー、ただ単に剣を使う理由に主君を利用してるだけだろ。自分がバカだから、なんて言い訳もいいところだぜ。結局のところ、殺人の罪を私になすりつけるつもりだろ？」


　心臓を貫かれそうなほど、鋭い言葉。


　それはミロクが心の支えにしてきたものを崩す力を持っていた。


「俺は……！」


「また『俺は』かよ？　お前、そんなに自分が好きなのか？　騎士団の仕事は、オメー一人を満足させるためにあるわけじゃねーんだぞ？」


　二歳も年下の少女にバカにされる。


　だけど彼女の話すことは、全て反論できない。ミロクの心の弱点をすかさず突いてくる。


「隊を移ることは許可できないけど、そこまで言うならいいぜ、今の仕事が気に入らないなら待遇を考える。護衛専門でもいい。私が嫌いなら、顔も見なくたっていい。だけど剣を持つことはあきらめろ。それが唯一にして絶対の条件だ」


　仕事や給料は、つまりコニーとササヤを養うために必要不可欠なもの。


　だが剣は今までのミロクを支えてきた、心の糧かてだ。


　それを失ったら、もうミロクがミロクでなくなる。


　ジルサニア王国騎士団の象徴は、剣ではなかったのか。剣を愛し、剣を尊ぶからこそ、ミロクは騎士団に入ったのだ。


　剣ならば、守るべき人を──あの姫を守れると思ったから。


　その騎士団ですら、剣を使えないのなら。


　──もう、他人どころか自分の尊厳すら守れない。


「わかったら買ってこい。私の命令」


「……だったらお前が買いに行けよ！」


　胸のスロットからニンジンを抜き取り、机に叩きつけた。


「ああ、そうだよ！　剣なんてなくたって、パシリくらいできるさ！　俺が我慢して誰かが救われるなら、丸腰で戦場にも行ってやる！　国に必要なら、ベトでもホラキアでもオウガンでも行ってやる！　だけど！　アクセサリーで国が救えるかよ!?」


「そりゃ……」


　言い返せないジュジュ。


「さっきからもっともらしいこと言ってるけど、ジュジュよ！　お前だって同じだろ！」


　余計なことを、ミロクは言った。


「国王やアーセージ殿下はホラキアと戦うために一生懸命がんばってるのに、お前はお飾りみたいな立場で、それをいいことに安全な位置から喋るだけじゃねーか！　そのために五人の騎士が犠牲になってるんだ！」


　部屋にいた全員の目が変わったことに、ミロクは気づかなかった。


　ミロクの視界には目を伏せたジュジュしか映っていない。


「俺が剣しか使えないように、お前は言葉で人を騙すくらいしかできないんだろう！　税金で楽な暮らししかしてないやつに、汗水垂らして働いてるやつの、ちっぽけな自尊心がわかるかよ!?」


「…………」


　左手を押さえてうなだれるジュジュ。


　彼女の表情に気づかない──だからミロクはバカと呼ばれるのだ。


「俺はもう勘弁だ。こんな姫に従うくらいなら、別の仕事を探す。もうお前の命令なんか聞けるか！」


　言い放ち、足早に部屋を出た。


「ミロク！」


　背中に声をかけるジュジュ。


　聞こえないフリをした。後ろ手に強くドアを閉め、大股に歩く。階段を上って「聖書バイブル」の外に出ると、まだ昇りきっていない朝の陽ひ射ざしが眩まぶしく輝いていた。


　言いたいことは全部言った。


　だけど、まったくスッキリしない。


　このまま騎士を辞めてしまおう。


　どこで手続きをすればいいのか。


「……まぁいいか」


　知ったことではない。


　家に帰って寝ようと足を進めると、強い陽射しが目を焼いた。


　手をかざして空を見上げると、ジルサニア王宮が視界に入った。


　王宮の東に、広場が見える。


　昨日の朝もジュジュが元気に笑っていた、あの広場。


「……なに気にしてんだ、俺」


　もう関係のないことだ。


　それなのに、なぜかミロクの口から零こぼれるのは後悔の混じった溜息だけだった。





　　　　　　　＊





　森林に響き渡る悲鳴は、確かに人間のものだった。


　また一人、仲間がやられた。


　肩口の傷を手で押さえつけながら、這はうようにして男が歩く。魔法で強化リインフオースされているはずの騎士団の制服は、左肩のあたりでざっくりと斬られていた。


「あぁぁ、なんで、なんでこんな……」


　荷を捨て、馬車を捨て、ゴーレムを捨て、街道から森に逃げ込んだ男は、歯の根が合わないほど震えていた。剣が手に張り付き、緊張で取れない。


　足も震えていた。こちらは傷と疲れのためだ。


「こ、来ないで……来ないでくれ……！」


　何度も何度も振り返り、敵が追ってこないことを確認する。


　本来ならば追われるはずのない任務だったのだ。


　ジルサニア国内で前線の部隊に積み荷を届けるだけの、簡単な補給作戦だったはずだ。戦場は近い上にジルサニア国内なので、安全な旅に違いなかったのだが、かなり大規模な補給になるため、補給大隊でも選えりすぐりの強者を集めて形成した部隊だ。


　彼はその中でも隊長に次ぐ実力を持つ剣士だった。


　その、はずだった。


　補給部隊という名称からして、その仕事は普通の戦闘員とは異なる。彼らが教えられるのは、いかに早く物資を届けるか。そのための戦闘であり、戦闘回避手段だったはず。特にホラキア軍は強化兵が馬車を素手で解体する、という噂うわさが立っていたので、そのための研究も続けてきたはずだった。


　それが全て無駄になった。


　いかに早く馬車を繰ろうとも、いかに強力な兵で武装しようとも、あの敵には勝てない。剣を交えるまでもなく、そう思ってしまったのだ。


　まさか武装ゴーレムまで破壊してしまうなんて。


　また叫び声が聞こえた。


「ヒッ！」


　思わず耳を覆ってしゃがみ込む。


　──違った。


　仲間の悲鳴だ。良かった。


　あの声は隊長だ。彼もやられたのか。


　おそらく残っている騎士は自分一人。


　そうとわかれば、彼にできることはただ一つ。逃げ帰ることだけだ。もともと救援に出られる身体ではない。


　伝えなくては。


　ジルサニアになんとか戻って、この事実を伝えなくては。


「くそ……」


　思うように動かない足を、叱しつ咤たするように鼓こ舞ぶして一歩進める。


　また、悲鳴。


　今度は誰が──


　いや。


　仲間は全員死んだ。


　と、いうことは──


　吐息が肩にかかる。


「わ、わぁああああぁっ！」


　慌てて振り向き、剣を構える。


　そのはずだが、持っていたはずの剣がなかった。


「え……？」


　右手ごと剣が消失していた。


　剣で斬られたのではない。乱暴に引き裂かれたような傷口から、鮮血が吹き出した。


「あ、あぁああああっ！」


　痛みはまだやってこない。


　それ以上の絶望が彼を襲う。


「く、来るな！　来るな！」


　叫ぶが、目の前の敵は待ってくれない。


　逃げ込んだ森林に潜ひそむ四つの目が赤く輝き、彼を飲み込む。


「お、俺は──俺は、お前らのことを、ジ、ジルサニアに──！」


　左肩を斬られ、右腕を失い、それでも彼は補給部隊の最後の生き残りとしての義務を果たそうとした。つまり、敵に背を向けて逃げ出したのである。


　仮に戦ったとしても、結果は同じだっただろう。


　鋭い槍が背中を貫いた。


　前方へ引っ張られて倒れる騎士に、重いものがのしかかる。


　──鉤かぎ爪づめの付いた、足だ。


「食っていいぞ。骨も残すな」


　闇やみに飲み込まれる意識の中で、職務に忠実な騎士はそんな言葉を聞いた。




３　地の月十一日　天を見上げ




　嫌なことがあった日は、過去の夢をよく見る。





　石で作られた小さな部屋。牢獄のように見えるその場所で、ミロクは傷の手当てを受けている。全身の切り傷と痣あざだけでなく、骨がいくつか折れている。


「こんなにケガをして……」


　女のように美しく、柔にゆう和わな顔立ちの男。


　切り傷を作ったミロクの腕を優しく撫なで、患部を確かめると薬を塗る。


「って！」


「おとなしくするんだ、ミロク」


「できれば、この痛みもおとなしくして欲しいんだよな……」


「三位を取った男が、女め々めしいことを言うな。ほら、次はどこだ？　なんだ、こっちの方がひどいじゃないか。試合だからこれくらいで済んだんだろうな──実戦だったら十回は死んでいる」


　桶おけの水に手ぬぐいを浸し、彼はミロクの足を洗う。痛かったが、今度はミロクは耐えた。剣術大会で三位を取った意地ではない。下手へたに動くと、もっと痛くなりそうな気がしただけだ。


「できれば、優勝したかったな」


「無理言うな。我が国で、剣で三位というのがどれほどすごいか知らないわけではあるまい。上に控えるのは炎えん王おう将しようとかだろう。あの化け物共に勝つには、一個小隊が背後から飛び道具で闇やみ討うちでもしない限り不可能だ」


　決勝戦は見み物ものだったらしい。試合会場が客席も含めてなくなったというくらいだから。惜しむらくは、ミロクが気絶してる間に終わってしまったこと。


「あれ、なぁ、それって俺おれも化け物みたいに言ってないか？」


「そういえばシェンランもすごかったな。槍やりの部門で優勝したんだよな」


　わざとらしく話題を変えつつ、ミロクの足首に薬を塗って包帯を巻く。冷やしたせいか、それとも薬のおかげか、包帯を巻き終える頃には、痛みを感じなくなっていた。


「これなら、我が国も安泰というわけだ」


「そうかな」


「そうとも。ミロクやシェンランのような強い者がいれば、国を守れる」


「そっかな……」


　褒められれば褒められるほど暗い気持ちになってくる。


　剣だけで生きて行くには、この世界は複雑すぎると思っていた。


「どうした、ゴウトに何か言われたのか？」


「言われた。めっちゃ怒られた。剣なんかイザって時に何の役にも立たないって。それよりも学問を修めたほうが、よっぽど国のためになるって。俺もそう思うんだけど、俺バカだし……シェンランは俺と違って頭いいし」


「そんなことはないぞ、ミロク」


　彼──ミロクの一番上の兄は、傷口を優しく撫でながら、こう言った。


「学問だけでもダメだ。私は身体からだが弱いから、剣すら握れない。だからこうやって聞きかじった医術で人の役に立とうとしている。だが、戦争になれば本などただの紙切れだ。いざという時に国を守るのは、やはり剣──正しくは、剣を持つ人間なんだと思う」


「けどさ！」


「もしかしてミロクは自分のその力を、人より劣ったものだと思ってるのかな。剣は学問より劣っていると」


「…………」


　正直、そう思っていた。


　剣など、人殺しの武器ではないか。何も生み出さない。どんなに極めても、その先に待っているのは死だ。


「だったらミロクは何も考えなくていい」


　本当にあっさりと。


　兄はミロクの悩みを根本から捨て去った。


「え？」


「そのかわり、信頼できる人を探せ。ミロクが剣を預けるにふさわしい、この人のためなら剣を使える、と思える主君を探すんだ」


「主君……」


「難しいことは、その人が考えてくれる。ミロクはその人の命じるままに剣を振るえばいい。きっとその主君は、剣を使うことを難しいと思っている。持ちつ持たれつってヤツだ。どうだ、こう考えると簡単だろう？」


　そうかもしれない。自分のために戦うより、ずっと楽な気がする。


　仕事の内容も簡単になる。突き詰めれば、その主君を守ればいいだけなのだから。


　その代わりミロクが負うリスクは、他人のために死ぬということ。


「だけど主君と兵士は罪を共有しなければならない。傷つく時も、傷つけられる時も一緒だ。主君が悪いことをすれば、兵士の罪にもなる。だからこそ、心から信頼できる主君を見つけるんだ」


　剣の盟約とは、そういうものだ。


　ミロクの故国では、そうやって教えられてきた。ジルサニア騎士は剣と誓約で己を縛り付けるが、ミロクたちは剣に自己を投影する。剣は相棒でも聖書でもなく、自分自身なのだ。だからこそ、鞘さやは慎重に選ぶ。


「それなら、もう俺は心に決めた主君がいるよ」


「ならば、その主君は幸せ者だな」


　微ほほ笑えむ兄。


　傷口が痛むのは、きっと将来誰かを助けるためだ。


　そう思ったら、傷の痛みも和らぎそうな気がした。





　ミロクの心から剣が離れなくなったのは、その日からだった。強い意志が自らを縛る枷かせになり、気がつけばその枷に依存していたのだ。





　　　　　　　＊





「ん……」


　身体をさすってみたが、どこも痛くない。


　それで夢だとわかった。


　丸一日ほど、ミロクは自宅のベッドでゴロゴロしていた。


　タンカをきって出てきた以上、ミロクに戻るところはもうない。赤目隊から追っ手が来たり、騎士団から除隊命令が来るんじゃないかと思っていたのだが、何もなかった。


　騎士に対する罰則は、一般人よりも重い。


　その騎士が姫に暴言を吐き、職務放棄をしたのだ。ひょっとしたら死罪を言い渡されるかも知れない。そうなったらコニーたちはどうなるのだろう。ジュジュなら守ってくれるに違いない。そのくらいは信じてもいい。


　学校に行こうかとも考えたが、身体が動かない。


　ササヤも買い物に出かけているので、今は一人で身体を休めている。そうして日が暮れるまで天井を見つめていた。


　──いや、俺は悪くない。


　そんなことばかりずっと考えていた。


　これですっぱりと騎士団を辞められるならば本望だ。「聖書バイブル」を出た直後はそう思っていたのだが、王宮から離れれば離れるほど後ろ髪を引かれる思いが強くなった。


　本当にこれでよかったのだろうか。


　もともと金のために志願した騎士団だ。運良くクビで済むのなら、また別の仕事を探せばいい。剣以外のことにはまったく自信がないが、探せば働き口くらい見つかるだろう。


　そういえば、騎士団は今までで一番長く続いた仕事だった。


　失敗ばかりのミロクを叱しかりつつも、優しい顔で迎えてくれた隊のみんな。


　アーニィはミロクと一つ違いだから、態度も近しい。一番仲が良かったのもアーニィだ。その分、叱しつ咤たも厳しい。あれだけよく食べるのに太らないのは、才能だと思う。彼女の笑顔にはずいぶん救われた。


　トーラットは年齢に似合わず、口うるさい男だ。しかしゴーレム技師としての腕前は一流だし、いつも落ち着いていて知性を感じさせる。妻を養う金を稼ぐために働いている、と断言したが、そこまで割り切っている男ではない。言葉の端はし々ばしに優しさを感じる、なんというか、赤目隊のお母さん的存在だ。


　フェリサは無口で何を考えているのかわからないが、いつも赤目隊の皆を見ている。全すべてが謎なぞな彼女について、唯一わかっていること。それは赤目隊が好きだということ。そんな彼女は、ミロクが気づいていないうちに仕事を手早く終わらせていたりする。


　ビスマルク。ウサギの隊長。いろいろと謎は多いが、彼の人となりはよくわかった。兵士の上に立つ者としてのカリスマ性がある。ウサギじゃなかったら、騎士団の要かなめになっていたであろう人だ。その能力を事務に生かすことができるのも、有能な証拠。


　そして──ジュジュ。


　彼女のことは、考えたくなかった。


　それなのにミロクが怒鳴った時の、彼女のこわばった顔がちらついてしょうがない。


「くそっ！」


　ベッドから跳ね起き、なにか食べ物はないか探し始める。すると玄関の方で何か音がした。誰かがノックしている。


「はい、どちら様？」


　とうとう騎士団から辞令が下ったのか。


「シーレンさんですね。郵便です」


　違った。郵便屋だった。


　簡素な便びん箋せんには、見知った名前が。故郷の親友が手紙を書く時に用いている偽名だ。


「シェンランからの手紙だ！」


　急いで封を破り、目を通す。





　──親愛なるミロク。そしてコニーとササヤ。


　そちらは息災か。病気にかかっていないか。


　こちらも問題ない。お前の母と姉も、無事に過ごしている。


　前回の手紙で正式に軍属になったと書いたが、このたび、一個小隊の隊長を任されることになった。まだ十五歳なのにな。


　それと関係ある話だが、ホラキア軍には気をつけろ。


　ジルサニア騎士団に入ったと聞くが、手紙の文面から察するに後方勤務だから心配ないとは思うが。万が一、前線に出ることがあったら、とにかく生き延びてくれ。


　すまない。忙しくて今日はこれしか書けない。お互い、がんばろう。


　追伸　ジルサニアには美しい服があると聞く。今度コニーに頼んでいくつか選んで、いつもの経路で密輸してくれ。





　簡単な文面だった。


　きっと少ない時間に急いで書き上げたものだろう。


　もともと口下手なシェンランのことだ。これでもじっくり考えた文面なのかもしれない。そして追伸の部分は姉の命令だろうか。なんだか苦労が見え隠れする文章だ。


「あいつも……がんばってるんだよな」


　手紙を折りたたみ、封筒に戻す。あとでコニーやササヤにも見せなくては。


　封筒を見る手元が暗い。そろそろ日が暮れるのだ。


　ランプに火を入れると、ミロクは外を見た。


　風でガタガタと窓が揺れる。外は暗い。


「明日の朝礼、大丈夫かな」


　雨天でも朝礼は行う。その際はクロトポリカのステージは使わずに、テントを設置する。


　しかし今のミロクには関係のない話。


　ベッドに寝ころんで天井を見上げるが、脳裏に浮かぶのはジュジュの顔ばかり。


　ウサギのように怯おびえて、それでいて毅き然ぜんとミロクを睨にらむ、あの顔。


　──くそっ。





　　　　　　　＊





　暖かい季節とは言え、夜に薄着で出かけられるほどジルサニアの気候は快適ではない。


　ましてや王宮の広場は遮しや蔽へい物ぶつが何もないので、風がモロにあたる。騎士団の制服にも魔法がかかっており、ある程度の暑さ寒さは軽減されるという仕様だが、外がい套とうくらい着てくればよかったと後悔する。


　しかし騎士団の外套は支給されなかった。剣はさんざん言ってきたことだが、外套を支給しない理由はなんだろう。ただ単に忘れていただけか。いやまさかそれはないだろう。


「うー……さむっ……」


　手をこすり合わせながら、空を見上げるミロク。


　月が見えていた。


　先ほどの懸念は、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。これなら明朝もジュジュの朝礼が開催できる。


　安あん堵どしている自分に腹が立つ。


　西側に小さな篝かがり火びが、南に町の灯あかりが見える。それ以外は月明かりが頼りだ。それでも周囲に物体がないので、日中に目を閉じたほどの光しか入ってこない。


　朝のジュジュと、夜のミロク。


　同じ場所でも、これほどの差があるのだと感じた。


　自分がいくら声を張り上げても、誰の耳にも届かない。伝声用の宝石だとか、美しい格好だとか、そんなものは関係ない。ミロクの言葉に耳を傾ける相手が、誰もいない。ジュジュが持っているものが、ミロクにはない。


「…………ふぅ」


　誰にも聞かれない吐息。


　誰にも見えない──ミロクの煩はん悶もん。


　いや、一人。


「ん？」


　空気が動いた。


　何かが飛んできた。そう感じた時には、身体からだが動く。


　硬くて長いパンと──堅くて鋭い拳こぶしだった。


「なっ!?」


　闇に紛れた奇襲に驚くが、すぐに行動に移る。左手でパンをキャッチし、身を屈かがめて拳を避ける。相手の脇わきをすり抜けるようにして、間合いを取った。


　ミロクの手にあるのは、何度見直しても硬いパンだ。


「くそっ」


　先っぽを齧かじり、簡単な柄つかを作る。そうしてパンを両手で握り締めたミロクは、暗闇の相手と対たい峙じする。パンで戦えるとは思っていないが、間合いを計ることはできる。


　ミロクが戦闘態勢に入った次の瞬間、パンよりも長い脚が上から降ってきた。斧おののような蹴けりをかわしても、流れるような動作で右と左の拳がミロクの顎あごを正確に狙ってくる。その猛打を、パンを前にかざして避ける。たった一本のパンでも、目の前に突き出されれば拳の軌道がズレる。


　相手が戸惑い、もう一度蹴りを放とうと後ろを向く。回し蹴りの体勢を見計らって、ミロクも一歩踏み出す。


　殺気がないとわかっていたから、できた。


　ミロクのパンと、相手の蹴りが交錯──する寸前で制止する。


「……なにやってんだよ、アーニィ？」


「強いね、ミロク」


　細い脚の向こうで、目を真っ赤にしたアーニィが笑った。








　いつもクロトポリカがステージを作る場所に、二人並んで座る。


「はい」


　新しいパンを差し出したアーニィの顔は真っ赤だった。頰ほおも目も。


「なんで泣いてるんだよ」


「うっさいな。泣いてないよ」


「……パン、ありがとう」


　追及すると蹴られそうだったので、礼だけ言ってパンを受け取る。温かかった。いつものパン屋で売っている揚げパンだ。武器にした硬いパンも、あの店の目玉商品だ。


　かぶりつくと、パンの中から肉汁が溢あふれだした。肉の香りと揚げたてのパンの香りが合わさって、食欲を増進させる。肉体労働者にウケが良いらしく、いつも大量に揚げているそうだ。いっそのこと、この揚げパン専門店にすればいいのにと思う。


「おいしいね」


「……ああ」


　鼻を啜すするアーニィに、ミロクは頷うなずくことしかできない。


　パンを食べ終えると、また紙袋が差し出された。今度は小さい。


「これ」


　受け取って、中を開ける。


　ペンダントだ。細い鎖で編んだもので、魔力が込められた宝石があしらわれている。小さくて地味なので、男が身につけても目立たなさそうだ。


「なんだ、これ？」


「ベトまで行って、もらってきた」


「って、お前ら本当にベトまで行ってきたのかよ！」


　信じられない。あの距離を一日で帰ってくるなんて。


　道のりが辛つらかったから泣いている……というわけでもなさそうだ。


「なんで俺に？」


「……最初から、ミロクに渡すつもりだったんだよ」


「え？」


「私もそのアミュレット持ってる。騎士団に入って、がんばって働いたら、ジュジュがくれたの。ベトの魔法が込められてるから、命を守ってくれるんだって」


「これが……ねぇ」


　ただのペンダントではなく、お守りアミユレツトか。


　ジルサニアの魔法が付加エンチヤントだとすると、ベトは治癒ヒーリングと蘇生リザレクシヨン。ケガを治したり、草木を育てるのが得意だ。だから医療魔法などもベトが最も優れている。


　そのベトの治癒魔法を、ジルサニアの技術で付加したのか。


　宝石の部分を小さく叩たたいてみると、強く反発した。命を守るということは、防御魔法なども入っているのだろう。


「これって、すごく高いんじゃないか？」


「うん。給料三年分だって」


「さん……!?」


「でもジュジュは、ミロクががんばってるから、どうしてもあげたいって。税金じゃないよ。ジュジュの貯金から払ったものだよ」


「俺のために……なんで」


「ん、でもミロクだけじゃないよ。ほら、今、アーセージ殿下が出征してるでしょ？　帰りが遅いから心配して、殿下の分ももうひとつ」


「んなこったろうと思ったよ」


　ジュジュとアーセージの仲の良さは、国民の全てが知っているほどだ。


　そんなに優れたアミュレットだったら、一番死んだら困るアーセージから先に渡すべきだろう。しかしこれほどの魔法が込められたアミュレットだったら、作るのが遅れても文句は言えないか。


「それをアーセージ殿下に届けるところまで、ミロクに頼もうと思ってたんだよ」


「ええ？」


　それはつまり、戦場まで行ってこいということだろうか。


　いくらなんでも無茶……というより、殺そうとしているんじゃないだろうか。そもそも、何日もかかる行程だ。その間、ジュジュの仕事はどうすればいいのだ。


「赤目隊じゃなきゃ、ダメなの。もう、他の部隊には頼めないの」


「……？」


　姫の言葉を伝えるだけの部隊が、アーセージにアミュレットを届ける。それだけの仕事なのに、どうしてアーニィはこんなに真剣な声なのだろう。


「何か、理由があるのか」


「……あのね、お姫様の仕事ってなんだかわかる？」


「姫の仕事……？」


　考えたことがなかった。


　政治だったら国王や大臣がいるし、軍務だったらアーセージがいる。外交も国王の仕事だし、だとすると姫は何をすればいいのだ。まさか政略結婚するためだけに存在しているわけではあるまい。


「ジュジュはね、仕事しちゃいけないの。あくまでジルサニア王国のシンボルとして、国民に元気な姿を見せるのが仕事なんだって。つまり、ケースに入れて皆に見られるお人形みたいなもの」


「……まぁ、そういうもんか」


　象徴として国民に希望を与えるのも、王家の仕事だ。


「だからジュジュは、自分にできる最高の仕事をするの。綺麗に着飾って、誰もが自分に注目して、その上で喋るの。どんな些さ細さいなことでもいいの。毎日がんばれ、とか、今日も寒いね、とか。皆に元気を与える、最高の人形になりたいんだって」


「そういうことか……」


　ミロクは剣が使える。だけどジュジュは使えない。剣どころか、武器は言葉しかない。その武器を最大限に使っているだけ──それはそれで、立派な戦いだと思う。ある意味、職人の戦いに近い。


　それでも、どうしても彼女の声がミロクの胸に届かない。


　空虚に感じてしまう。


「ミロク。今からでも遅くないよ。ジュジュに謝ろう？　赤目隊の仕事、もうちょっとがんばろ？」


「…………」


　ジュジュに謝れば、元通りになる。


　きっと彼女は許してくれるだろう。処刑だとか給料抜きだとか叫ぶ姫だが、本当はそこまで残酷ではないことを知っている。ミロクとも友達のように接してくれているから、謝れば済む話だ。


　だがミロクに謝る理由はない。


　あの時、ジュジュに言ったことは紛れもない、彼の素直な気持ちだ。剣が持ちたい。それだけが望みだったのに、剣を捨てろと言われた悔しさ。


　ミロクの「剣」と、ジュジュの「声」が相あい容いれることは、たぶんない。


「……やっぱダメだ。帰るわ」


「え、ちょっと待ってよミロク！　なんでよ!?」


「ダメだったらダメだ。謝れねーよ」


「騎士団クビになっちゃうんだよ!?　ねぇミロクってば！　アーセージ殿下に届け物する仕事だって──」


「うるせぇな！　そのつもりで出てきたんだよ！　ほっといてくれ！」


　服の袖そでを摑つかむアーニィを払いのけ、ミロクは去ろうとする。


　そんなミロクを、アーニィは捕まえた。


「バカっ！　なんでわからないのよ！」


　振り向き様に、殴られた。


　岩のようだと比ひ喩ゆした拳が、思いっきり横よこっ面つらにめり込んだ。


「なっ……！」


　揺れる頭で見返すと、アーニィは涙を流していた。


　歯を食いしばって泣く彼女を見て、ミロクは言葉が出せなくなる。


「…………バカ……」


　彼女が出したとは思えない、か細い声。


　そしてアーニィはミロクより先に階段を駆け下りていった。


　残されたミロクは頰を手で押さえながら、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


　頰は、痛くなかった。


　ジュジュがくれたというアミュレットのおかげだ。


　身体よりも心にダメージが来たのか、立っていられなくなった。ずるずるとへたり込み、地べたの床に座るミロク。


　なんで殴られたのかは、わかる。


　だけどどうしてもわからないことがひとつだけ。


「なんでアーニィが泣くんだ……？」


　夜風に当たりながら考え続けていたが、やがて思考を放棄して、なんとなく星空を眺めて時間を潰つぶした。


　そうやってしばらく広場で呆ほうけていたミロクもやがて立ち上がり、広場をあとにする。本格的に騎士を辞めるために「聖書バイブル」の受付に行こうとする。まだやっていればいいのだが。


　と、王宮の周りがなにやら騒がしいことに気づく。その場で事件が起きたというより、どこか遠くの事件を噂うわさしているようだ。


　正門前でも見張りの騎士たちが集まっており、なにやら騒いでいる。


「……どうしたんですか？」


　ただごとではない雰囲気だったので、聞いてみると、一人の騎士が青ざめた顔でこう教えてくれた。


「いや、また補給部隊がやられたらしいんだ」


「補給部隊？」


　そういえば数日前、補給部隊にジュジュが激励に行った覚えがある。正規の戦闘部隊よりも慌ただしかったのは、そういう理由からか。


「前線の部隊への補給が完全にストップしてるらしい。ホラキアの部隊が、背後から補給線を断ちきってるみたいだ」


「前線ってアーセージ殿下の部隊だろ。もう三日も兵ひよう糧ろうナシで戦ってるんだ。そろそろマズイんじゃないかって、みんなで話してたところなんだ」


「アーセージ殿下が？」


　仮にジュジュのアミュレットが数日早くできあがり、出征前のアーセージに渡せたとしても、補給がなければ戦えない。特に兵糧はどうしようもない。


　補給線を断つのは、兵法の基本だ。


　どんなに強い相手でも、食事をしなければ生きていけない。矢がなければ弓を射れない。剣も使い続ければ刃こぼれする。


　しかし完全に補給線を断つのは難しい。なにしろ補給部隊もプロだ。一部隊だけに行かせるのではなく、複数の部隊をバラバラに行かせたりもする。それでいて全滅というのだったら、補給部隊がよほどのマヌケか、でなければ敵の補給潰しが本気だということ。


「三日、か……」


　そろそろ飢えも限界だろう。軍馬を食べるという手もあるが、騎馬隊が馬を食べたら機能しなくなる。それは最終手段に使うはずだ。


　アーセージが心配になった。


　今頃、どうやって部隊を立て直しているのだろう。ホラキアとの国境近くでは、食料を接収する村も少ないだろう。仮にあったとして、補給部隊を全滅させるくらいだ。その村もホラキアが占領しているに違いない。


「なぁお前、赤目隊だろ？」


　一人の騎士がミロクを見た。


「……いいのか、姫様のこと？」


「あ──」


　そうだ。


　ミロク以上にアーセージが心配な人物がいたではないか。


　今頃、気が気ではないだろう。いや、もしかしたら今朝からすでにアーセージのことは知っていたのかもしれない。姫ならば国王の耳を通じて、戦況くらいは聞けるはず。知っていて、あえて気丈に振る舞おうとしていたのか。


「あいつ──！」


　気がつけば、走っていた。


　何のために走るのか、ミロク自身にもわかっていない。ただ、今、ジュジュがアーセージを想っていると知り、無性に会いたくなったのだ。


　夜でも灯りが消えないジルサニア王宮の中庭を、ミロクは全力で駆けた。
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「馬鹿野郎っ！」


　第一声と共にニンジンで殴られた。


　アーニィの鉄拳より痛かった。


「てめぇ今までどこほっつき歩いてた!?」


　王宮にあるジュジュの私室の前には、トーラットを除く赤目隊が全員揃そろっていた。


　フェリサの肩に乗っているビスマルクが、走ってきたミロクを認めるなり殴りかかってきたのである。


「……すいません」


「ふざけんな！」


　器用にミロクの胸ぐらを摑むビスマルク。


　そもそもムシのいい話だ。自分から赤目隊を出たというのに、こうして殴ってくれる。本当にミロクが追い出されるのであれば、殴りもせずに追い返すはずだ。


　だから、この頰の痛みがありがたい。


「いいか小僧！」


　身長差は数倍だが、ビスマルクからしてみれば、ミロクなどまだまだ小僧だ。今はどんな罵ば倒とうも受け入れる覚悟ができている。


　そのビスマルクは、フェリサの後ろで背中を向けているアーニィをチラリと見た。


「女を泣かせるな。女の涙は、数億倍になって自分に返ってくるぜ……」


「……はい」


　どうしてアーニィが泣いているのか、まだミロクにはわからない。


　だけどトーラット曰いわく、女泣かせで有名な隊長の言葉だ。これも素直に受け入れたほうがいいのだろう。


「ううん、隊長。もう泣いてないよ」


　振り返ったアーニィは、目は腫はれているものの笑っていた。


「戻ってきてくれたんだね、ミロク」


「いや、自分でもよくわかってないんだけどな」


「うん、それでもいいや。ありがと」


　目尻をこするアーニィの陰から、フェリサが前に進み出る。


「……ミロク」


「ん？」


　ビスマルクを肩に乗せた彼女は、ミロクを見て僅わずかに首をかしげた。


　と、思ったらいきなりグーで殴られた。


「お……!?」


　完全に不意打ちだったので、僅かによろめくミロク。


「ジュジュさ泣がせっな。二度目はねぇぞ」


　耳元で囁ささやかれる、ひどい訛なまりのある声。


　普段喋しやべらない彼女だからこそ、凄すごみがある。


「……あぁ」


　ビスマルクに殴られた左の頰と、フェリサに殴られた右の頰が同時に痛む。


　だが、気合は入った。


　今ならジュジュにどんなことを言われても耐えられる気がする。


「まぁ、小僧が戻ったんなら戦力も増すか。これなら作戦も遂行できそうだ」


　フェリサの肩に戻ったビスマルクが、安堵した声を出す。


「戦力……？　作戦？」


「あん？　お前、アーニィから聞いてねーのか？」


　恨めしそうにアーニィを睨むビスマルク。アーニィは片手を小さく挙げて謝っている。確かに彼女はあの時、ミロクに何か伝えようとしていたのだが、聞く耳持たなかったのはミロクの方だ。


「小僧。聞け。マジで大事な話だ」


　ニンジンを肩に担ぎ、黒メガネを指で直す隊長に、ミロクも自然と姿勢を正す。


「……はい」


「補給部隊が全滅してる。知ってるか？」


「今さっき、聞きました」


「俺たちが、その代わりになる」


「え？」


　疑問はいっぱいある。


　が、今はビスマルクの説明を待つ。


「俺たちはジュジュの直属の部隊にあたる。指揮権はジュジュにあり、ジュジュの勅命によってのみ動く」


　それは知っている。何度も聞かされた。


「逆に言うとな。士団長のアーセージだろうが、国王だろうが、騎士団本部だろうが動かせない独立部隊ってことだ」


　ここでビスマルクは、フェリサからミロクの肩に飛び移り、小さな声で耳打ちする。


「……デカイ声出すなよ。多分、今、王宮内にスパイがいる」


「ス……！」


「補給部隊が全滅したのも、そのせいだ。野郎、補給ルートを把握して、先回りしてやがる。だけど姫の直属の部隊なら、バレない。どこで何をしていようが、騎士団ですら追えないからな」


　それは便利な部隊だ。


　少人数で電撃作戦が可能で、しかも姫以外には命令もできない。


　ミロクがいた赤目隊とは、そんな画期的な集団だったのだ。


「なんでそれ、もっと早く言ってくれないんですか!?」


「あのな。入隊して一ヶ月の新米にそんなことバラせるか？　そもそも入れただけでも奇跡だぞ？」


　だったら何故なぜミロクは入れたのだろう。


　一番の疑問であるそれを尋ねたかったのだが、


「着替え終わりました。入っていいですよ」


　ジュジュの私室のドアが開き、中からトーラットが出てきた。


　着替え中なのになぜアーニィではなくトーラットがいるのかわからなかったが、入っていいのであれば入るだけだ。フェリサとビスマルクを先頭に、アーニィとミロクが続く。


「あ、ミロク」


　トーラットに呼び止められたので、もしやとは思ったが、やっぱり殴られた。


「うぼっ！」


　細い手だが、本気の拳が鳩尾みぞおちに入る。


「おかえりなさい、ミロク」


「……おぅ」


　身をかがめるミロクの肩を、トーラットが優しく叩いた。


　腹をさすりながらジュジュの私室に入ると、中には赤目隊とジュジュと、お付きの侍女が二人いた。この部屋には何度も入ったことがあるが、いつも香水の香りがする。


　ベッドと机、そして本棚とクローゼットがあるだけの、本当に私室だ。ベッドは休憩用で、夜は豪華な寝室で眠る。机も手紙を書くだけのもので、勉強などはそれ専用の部屋がある。


　だからこの部屋はジュジュが休息するための、大切な空間なのだ。


　その、一番気楽にできる部屋で、ジュジュが悲しい顔をしていた。


　いつものホラキア製の作業服ではなく、純白のドレスを着て。


　頭にはティアラをつけ、首からも黄金のネックレス。スカートもいつもの細いものではなく、シャンデリアのように広がるものだ。


　だけど派手ではない。装飾を最小限に抑えており、ダンスパーティなどでは群衆に埋もれてしまいそうなくらいだ。


　だけどジュジュがそれを着ると、目を奪われる。


　ジルサニア王国第一王女、ジェルメーヌ・ジルサニアだと思わせる風格がある。


　いつもの肉体を持った美しさではない、透き通る水晶のような、無機的な美しさ。


　どちらにせよ、心奪われる。


「ジュジュ……」


　勇気を出して、一歩踏み出した。


　ミロクの呼び声に、ジュジュが伏せていた顔を上げる。


　目に涙をいっぱいに浮かべて、歯を食いしばっていた。


「んだよ……テメェ、何しに来たんだよ」


　いつものように怒鳴って欲しかった。マゾヒズムから言っているのではない。彼女には怒鳴り声──元気な顔が一番似合っていると思ったからだ。


　国の象徴というのは当たっているかもしれない。彼女が憂ゆう鬱うつになるだけで、ジルサニア王国が傾きそうな印象を受ける。


「辞めたんじゃねーのかよ……帰れよ……ウゼェ……！」


　豪ごう奢しやなドレスを着た姫が吐く、暴言。


　涙声のジュジュ。


「──働きに来た」


　ミロクははっきりとそう答えた。


　今のジュジュなら、届くかもしれないと思った。


「ジュジュ。命令をくれ。パシリでも何でもする」


　ミロクは首からアミュレットを取り、ジュジュに突きつけた。


「これをアーセージ殿下に届けるよう命令してくれ。そうすれば俺たち、ちょっとついでにアーセージ殿下を助けてくる」


「ミロク……！」


　ジュジュの瞳ひとみから、涙の雫しずくが。


　ミロクが近づくと、ジュジュはそっとその手を取った。


「…………帰れ。死ね。ネズミにチンコ齧かじられて死ね。私に吐いたクソ暴言、忘れたとは言わせねーぞコラ」


「できれば忘れてくれると嬉うれしい」


「忘れるかコラ！」


　涙の雫を飛ばしながら、ジュジュがミロクの頰を打った。


　誰よりも痛くなかった。


　だがミロクの全身に倒れるくらいの衝撃が響いた。


　わかった。


　彼女の声が空虚に聞こえる理由が、ようやくわかった。





　その強気なジュジュも、仮面の一つなのだ。





　いつも暴言を吐き、ダルそうに喋っている彼女も、何かから身を守るためのポーズなのだ。本当の彼女は、今ミロクを打った手のように、細くて弱々しい。


　今のジュジュは、どちらでもなかった。


　高いドレスを着て、ミロクを睨みつけて──いつものジュジュの仮面を剝はがして、心のままの感情をぶつけている。


「覚えてろよ！　給料も三ヶ月以上抜いてやるからな！　学校でも永遠にパシらせてやるからな！　コニーたちは私が養ってあげるから、安心して──」


「ジュジュ」


　一度は離れたその手を、今度はミロクが握りしめる。


「命令をくれ」


　姫の顔をしっかりと見据えて、ミロクは言った。


　いつも無茶な命令ばかりする姫。高貴な身分なのに庶民の食べ物が大好きで、いつもホラキア製の服を着て、ミロクをいじめて笑う悪魔のような微笑みの持ち主。


　そして、ジルサニアの希望。
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「ミロク、みんな……ちょっと、国境まで行ってきて──」


　下を向いて、嗚お咽えつを漏らすジュジュ。


　その心臓の鼓動が手からミロクに伝わる。





「お願いだよ──兄上を助けて」





　あれほど熱望していたジェルメーヌ姫の手が、今、ミロクの手の中にある。


　だけど本当にミロクを打ったのは、美び貌ぼうでも柔らかい肌でも、ましてや涙でも言葉でもない。


　本音のジュジュの、小さな声。


　それが、ミロクの胸にやっと届いた。


　身体が熱くなった。


　手を握り返すジュジュの瞳に、ミロクは頷いて答える。


　自然と身体が動いた。


　手を離し、一歩下がり、その場に膝ひざをつく。


「御ぎよ意い」


　ミロクの背後でアーニィとトーラットとフェリサが膝をついていた。


　最後にミロクの目の前にビスマルクが降り立ち、膝をつく。


　頭の上で、ジュジュが鼻を啜る音が聞こえた。


「……頼むぜ」


「おうっ！」


　いつものジュジュの声に、赤目隊もいつもの返事をする。


　立ち上がり、回れ右。


　五人揃った赤目隊は姫の私室から出ると、夜の王宮を歩き出す。


　胸を張って、一列に並びながら。


「ミロク。見せてもらうぞ、お前の実力」


「はいっ」


　ビスマルクの言葉に、ミロクは自信を持って頷いた。


　背中に宿る、熱い気持ち。


　姫の声が、こんなに力を与えてくれるなんて。
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「あ、悪い、忘れてた。ホイ、これだ」


　気楽に謝られてビスマルクから手渡されたのは、騎士団の外套。


　地下にある赤目隊の部屋で支度を整えたのはいいが、全員が外套を着ていたので、思い切って訊きいてみたら、これだ。


　その外套は白かった。


　今までミロクが見たことのある外套は、普通の騎士が着る灰色の外套と、事務官が着る赤い外套、それから上級騎士が着ている青い外套だけだ。紺色の外套も見たことがある。あれは工務に携わる騎士が着るものだったか。


　なんにせよ、白い外套を見るのは初めてだ。純白ではなく、わずかに光沢のある白銀だ。白より高級そうな色ではないのか。


「これ、ウチの部隊の外套？」


「そうだよ。だって姫の親衛隊だし」


「へ？」


　アーニィが今、なにか聞き慣れない単語を口にした気がする。


「しんえいたい？」


「うん。姫を守る部隊だもん、うちら」


　そう言われればそうなのかも知れない。しかしそんな名前で呼ばれたことは一度もない。


「わかりませんか？」


　トーラットが優しく訊くが、わからない。


「あーダメダメ。ミロク、そういう深読み苦手だから。バカだし」


「バカって、お前、アーニィ！」


「まぁバカのミロクにも教えてやるが、つまり赤目隊ってのは隠語だ」


　肝心なところをビスマルクにスルーされた。抗議したかったが、今は赤目隊の由来について聞きたいので我慢する。


「親衛隊が舞台の仕事したり、メイクや衣装合わせしてるなんて言われてみろ。ジルサニア騎士団の面目丸つぶれだぞ」


　なるほど。すごく納得できる。


　しかしそれだと疑問が残る。


「親衛隊って、かなり凄い部隊なんじゃないの？」


　いや、凄いメンバーではある。


　アーニィは格闘家としては一流以上だし、トーラットのゴーレム技術も国が金を出して買いたいくらいの才能だ。フェリサについてはよくわからないが、きっとすごい才能を持っているのだろう。


　ビスマルクも、実はまだかなりわからない部分がある。カリスマ性はあるのだが、実戦でそれがどう役立つのか。


「俺、なんでそんな部隊に……？」


「ん、だってお前、剣強いんだろ？」


「いや、そりゃ自信はありますけど」


　サラリとビスマルクに言われたが、普通、もっと疑うものではないのか。たかだか十六の少年が言う「剣が強い」なんて、大人だったら一笑に付すところだ。


「そろそろ準備終わる──出っぞ」


　フェリサに肩を叩かれるミロク。


　どちらにせよ、やると言ったのだ。


　親衛隊に残るための試験でもあるのだ、これは。隊長もそうだが、自分で自分を試したい。ミロクが本当に赤目隊でジュジュを守るに値する人物なのか、自分で確かめたいのである。


　白い外套に袖を通してみた。


　姿見の前に立ってみると、白銀の騎士がいた。高貴な色だが、ミロクには似合わない。胸のスロットからは、さっきビスマルクがねじ込んだ小振りのニンジンが一本。


　情けないウサギだ。


　そのウサギでも、誰かを助けることくらいはできる。


　あれほどミロクが待ち望んだ騎士の仕事なのに、喜びは全くなく、代わりに自分で自分に課したプレッシャーが重くのしかかってきた。








　出発は深夜になった。


　全力で走れば二日後の夕方に戦場にたどり着ける計算らしい。


　ということは赤目隊ならば翌日の深夜か、最悪でも二日後の朝には着く。


　アーニィが買ってきた夜食の揚げパンを食べると、赤目隊はありったけの補給物資を載せて王宮の裏口を出た。


　ホラキアへ通じる街道から城下町を出ると、あとは東へ一直線。


　北側には広大な平原が広がり、南側は森。


　そんな風景がずっと続く街道であった。


　道なりは非常に単純だが、命がかかっている任務だ。気を抜けない。


　それに補給物資を狙ってくるのはホラキア軍だけとは限らない。どんなに騎士団が警戒を強化しても、山賊は出るのである。


　山のような補給物資──本当に高さだけでも人ふたり分くらいある──を積んだ荷車など、格好の餌え食じきのはずなのだが、赤目隊が山賊から狙われる心配はなかった。


「クロトポリカ、もうちょっと速く頼みます」


　トーラットの言葉に、真下のゴーレムが目を光らせて肯定する。


　巨人が鎧を着たようなゴーレム、クロトポリカの肩と膝に車輪をつけて走らせているのである。見た目は滑こつ稽けいだが、この方法はジルサニア軍のゴーレム輸送の基本スタイルであった。巨大なゴーレムを人力だけで運ぶのは不可能に近いし、直立歩行させても重いので速度が出ない。


　クロトポリカの背中のステージ部分に荷物を載せ、赤目隊の五人はそれぞれ二人ずつ荷物の前と後ろに陣取る形である。一般のゴーレムに標準装備されている大剣に乗るより、ずっと快適だ。


　残りの一人──フェリサは荷物の山のてっぺんに座っていた。自慢の弓を持ち、今も予備の弦つるを無言で作っている。


　白い外套のおかげで、全員が荷物に紛れているように見える。


　灯りはない。


　敵に発見される可能性があるからだ。しかしクロトポリカの目ならば、道ばたの小石も避けて進むことができる。トーラットの整備のおかげだ。


「なんか……雰囲気違うな」


「そりゃ実戦ですからね。緊張してます」


　荷物の前に座っているミロクとトーラット。


　ふたりとも御者ではない。そもそも馬車ではないのだ。トーラットの命令ひとつで、クロトポリカは目的地まで勝手に進むことができる。


「トーラットは楽しそうだな」


「そうでもありませんよ。戦争は嫌いです」


　いつも気むずかしいトーラットだが、この時もまた嫌悪感を露あらわにして、爪を嚙かんで前方を睨むように見据えていた。


「クロトポリカを戦場に出すのも、本当はイヤです。仕事じゃなかったら、僕も出したくありません。この子はもっと楽しいことに使うべきなんです」


「戦うわけじゃないから、いいだろ。そんな不機嫌になるなよ」


「不機嫌なのはあなたでしょう、ミロク」


「だってさー、こんな状況でも剣が支給されなかったんだぜ？」


　ミロクはともかく、トーラットも含めて赤目隊全員に武器がない。


　その理由もなんとなくわかっているのだが。


　アーニィの武器は拳だ。それはこの目で見た。拳で戦う騎士など前代未聞だが、いるのだから仕方ない。


　トーラットの武器は、このクロトポリカだ。ゴーレム魔導士としてのトーラットは「聖書バイブル」の魔導士たちに頼られるほどだから、これも問題ない。


　フェリサも弓を持っている。腕前は知らないが、剣を持たなくても平気ならば相当の自信があるのだろう。誰も近寄らせずに仕留めるということなのだから。


「なんか用か、ミロク」


　荷物の上のフェリサと目が合った。


「フェリサって目ぇ良さそうだなって思って」


「オラが育った村じゃ、遠くの獲物を狩んのに必要な技だ」


　なんでもないような口調で、フェリサが弓の弦を弾はじく。


「あ、ミロク知ってる？　ジュジュってああ見えてけっこう近眼なの。誰もいない時はメガネかけてんだよ」


「そいつは良いことを聞いた。ありがとうアーニィ」


　今度、こっそり見てみよう。けっこう似合うと思うのだが。


　ジュジュのメガネ姿を想像して顔がにやけそうになるのを、自分で頰を叩いて気を引き締める。今は妄想している場合ではない。


「なぁ。俺たち、見つからずに進めると思うか？」


「無理」


　ミロクの質問に、全員が同時に答えた。


「ホラキアへ渡る荷物は全部調べられると思うよ。検問所が作られてるかも」


「それにゴーレムはどうしても目立つ。ま、最悪、俺たちが囮おとりになっている間に別働隊に運んでもらおうか」


　アーニィもビスマルクも、平然と縁起でもないことを言ってくる。


　しかしミロクもそこまでお気楽な脳を持っていない。仮にスパイからの情報がホラキアに届いていなくても、敵が我々を発見する確率は非常に高いだろう。


「剣……ないかな」


「まだこだわってるのか、ミロク」


「だって隊長、こんな時にまで支給されないって、普通ありえないですよ」


「いや、これがありえるんだ」


「？」


　荷物の山を飛び越えて、ビスマルクがミロクの元までやってきた。座っているミロクの膝の上に着地すると、上から葉巻が降ってきた。それを器用にキャッチして吸い始める。


「ジルサニア騎士団で一番多い罰則って、剣に関することなんだよ。剣を粗末にした、剣で斬ってはいけないものを斬った、とかな」


「作法にうるさい騎士団ですからね。戦争などの場合は、剣にかけられた魔法の封印を解き、さらに切れ味を増します。言い換えれば、戦時中でもない限り、剣は制限された状態で使わなくてはならない」


　ビスマルクの説明を、トーラットが補足する。


「だけど俺たちには剣がない。剣を使わなければ、罰則もないってわけだ。それに、各おの々おのが得意なモンで戦った方が効率いいんだよ」


　剣がないことは、最高の特権なのだ。


「つまり剣って、枷みたいなモンなのか……？」


「そういうことだ。剣に縛られ、剣で規律を正すのがジルサニア騎士団ってことだ」


　心底つまらなそうな顔で煙を吐くビスマルク。


「ミロク。お前、それでも剣が欲しいのか？」


「俺は……」


　剣があれば、力が出せる。一番得意な分野だから。


　だけど赤目隊としての任務はやりにくくなる。


　考え込むミロクに、トーラットはこんなことを言い出した。


「ミロク。どうして剣じゃなければダメなんですか？」


　それは何気ない一言だったが、後のミロクに重要な変化をもたらす。


「え？」


「例えば……剣以外の、槍や棒などの武器では？」


　それはまったく予想外の提案だった。


「いや、だって……それって」


「赤目隊の皆は、剣が必要ない人ばかりなんです。武器はみんな自作していますね」


　トーラットのゴーレム、アーニィの拳、フェリサの弓。全部自前だ。


　ビスマルクは──そもそも戦えるのか？


「木を削って、木刀作ってもいいの？」


「あ、ダメだよ。木刀の使用は騎士団で禁止されてるから、なにか別のにした方がいいよ」


「って言われてもなぁ……」


　剣の代わりになる長いものなど、そうそう見つかるものではない。仮にあったとして、相手に傷を負わせることができるのか。


　と、突然ミロクの身体が跳ねた。


「うぉっと！」


　クロトポリカが小石を踏みつけたようだ。荷物に異常はない。


　バランスを崩して荷物に寄りかかるミロク。その手があるものに触れた。


「これは……」


　剣かと思ったが、作業用のシャベルだった。


　使えないこともないが、やはり両手で使える長い棒がいい。シャベルだと重心が偏ってしまう。


　ミロクの使うオウガン流剣術のほぼ全ての流派は、両手で剣を扱うから盾を必要としない。片手剣と盾を使うジルサニア騎士団の剣術とは、少し違う。


　もっとも騎士団で教えている剣術というだけで、どこの剣を使っても咎とがめられることはない。戦場では自分の能力をフル活用して生き残ることが優先されるからだ。だからオウガンの剣術だろうがホラキアの拳法だろうが許される。


「どうしたの、ミロク？」


　幌ほろの中にアーニィが入ってきた。荷物でぎゅうぎゅう詰めの空間に、人がふたり入るのも難しい。気がつけばアーニィとミロクは互いの頰が触れるくらい近づいていた。


「補給物資の剣って、使ってもいいのかな？」


「剣なんてないよ？　魔法のかかった砥と石いしならあるけど」


「あ、そうか」


　どの騎士も、剣は支給された一つきりだ。奪われたら土に還かえるし、魔法がかかっているから折れないし、仮に折れた時は死ぬ時だ。騎士の剣を折るほどの脅威に出くわしたなら、剣より先に本人が死ぬ。


「ね、ミロク」


　剣っぽいものを物色するミロクに、アーニィが小声で尋ねる。


「ジュジュのこと、どう思ってる？」


「ん……」


「やっぱり、嫌い？　それとも好き？」


「そうだな。今夜、ちょっと考え方が変わった」


　素直にそう答えた。


「あいつのこと、何も知らなかった。でも、少しだけわかった気がする」


　あの涙にジュジュの本質が詰まっていた気がする。自分の全てを殺して、国民のために働こうとするジュジュの強さ。それが、彼女の「弱さ」の中に垣間見えた。


　考えてみる。


　どうして先ほどのジュジュが違って見えたのか。


　彼女のもう一つの仮面が剝がれた時、ミロクが理想としていた着飾ったジュジュの神話が壊れたのだと思う。


　なんだかんだで、期待していたのだ。いつものフザけたジュジュは偽者で、人前に出る綺き麗れいなジュジュこそが本物なのではないかと。普段から否定しているミロクが一番、あのジュジュに騙だまされていたのである。


　どうしてそこまで理想を追い求めようとしたのか──


「まぁ、ジルサニアで一番ジュジュに迫害されてるからな、俺。遠く感じるのも無理はないっつーか、むしろ遠ざけて欲しいつーか」


　この件に関してだけは、ミロクに責任はない。全部ジュジュが悪い。


「けど、俺もさっきのトーラットの言葉で目が覚めた気がする。剣が欲しいんじゃない。要は、敵から守れればいいんだ」


　バカ正直に剣を追い求めていた自分を、故郷にいる剣の師匠は笑うだろう。あのジジイは剣を探すヒマがあったら、素手で敵を倒しているはずだから。


「そう、それこそどんな手を使ってでもジュジュを守るさ」


「ふーん、そっか」


　割と真面目に答えたつもりなのに、アーニィは不機嫌そうだ。


　何か間違ったことを言ったのか。


　妹を除いて、同年代の女の子と話をする機会があまりないから、どこで地雷を踏むかミロクにはわからない。たまにコニーの機嫌も損ねたりするが、ミロクはいつも原因に気づくまで時間を要する。


「な、なんだよ。アーニィはジュジュを守らないのか？」


「守るよ。友達だし」


「ならいいだろ」


「じゃ、あたしのことは守ってくれないの？」


「え？」


　口を尖とがらせたアーニィは、ミロクから目をそらす。


　彼女がどんな答えを求めているかわからなかったので、ミロクは正直な感想を口にした。


「守る必要ないだろ、アーニィは」


「……むぅ」


「あんだけ強いんだから、俺の背中を守ってくれよ。俺もアーニィの背中守るからさ」


「……そっか」


　はぁ、と溜ため息いきをつくアーニィ。


　また失敗したか、と後悔するミロクだったが、


「ま、いいや、それでも。信頼されてるってことだよね」


　アーニィが笑ってくれたので、ほっと胸をなで下ろした。


「ふん……」


　息を吐くミロクに被かぶさる、もう一つの声。


　アーニィではない。女の声だが、フェリサでもない。


「誰だ!?」


　ミロクとアーニィは素早く離れ、幌の中の補給物資を探る。


　いや、探るまでもなかった。


　食糧が入っていた箱から、足がのぞいているのである。


「おい……」


　足はズボンを履いており、ズボンを履いた腰の上には騎士団の制服があり、その制服の襟えりの上には長い金髪の少女が怯えた目でこちらを見ている。寒かったのだろう、いつものコートは忘れていない。





　どこからどう見てもジュジュだった。





「お前何やってんだこんなトコで!?」


「なにやってんのジュジュ!?」


　同時に叫んだせいで、幌の外にも聞こえたようだ。すぐにビスマルクとフェリサが幌に入り込んできた。ただでさえ狭い幌なので、完全にぎゅうぎゅう詰めだ。


「あ、あはは……い、いや、違います。自分は、赤目隊を手助けするように姫に仰せつかった、えーと、ジュ、いや、ジェイムズという新米騎士でして！」


「そんな肌と髪の綺麗な新米騎士がいるか！　それにジェイムズは男の名前だバカ！」


　食糧箱からジュジュを引っ張りだし、四人がかりで幌から出す。


　それからしばらくは、説教タイムだった。


　まずビスマルクの説教から始まり、アーニィとフェリサの泣きそうな顔での説教に終わる。おそらく手引きしたであろうトーラットはそっぽを向いて口笛を吹いており、ミロクはもう完全にあきれ果ててしまった。


「台無しだ……あんなにカッコつけて出発したってのに」


　走るゴーレムの上で、膝を抱えるミロク。


　それだけ叱られたというのに、ジュジュはカラッと笑っている。どうやら反省していないらしい。


「そもそも、なんでついて来たんだ？」


「やー、なんかさー、兄上が心配で、そう考えてたらお前らも心配で」


　怒りを押し殺した声で尋ねるビスマルクに、ジュジュはあっけらかんと答える。


「とにかく帰れ！　危険だ！」


　立ち上がって叫ぶミロクだが、


「大丈夫だっつの！　敵だってこんなところに姫がいるなんて思わねーって！　それに兄上のところまで辿たどりつければ、私だって少しは役に立つぜ！」


　どう役に立つのかまるでわからなかったが、どちらにせよここで走るゴーレムから放り出すわけにもいかないし、そもそも立ち止まる余裕すらないのだ。


「しょうがねぇな……なにかあったら、幌の中に入ってろ。絶対に出てくるなよ」


　苦虫を嚙みつぶしたような表情のビスマルク。隊長がそう言うのだから、隊員は従うしかない。全員が溜息をついたその時だった。


「──静かに」


　幌の上で見張っていたフェリサが、小声で呟つぶやいた。


「敵だ。後ろっから来とる」








　夜明けが近かった。


　国境もすぐそこだ。


　ベトのような友好国はともかく、戦争中である敵国のホラキアへの街道は消えてなくなっていた。ホラキアまで行かせないために意図的に消したのではなく、戦争の余波だ。ゴーレムが通ったり、魔法が炸裂したりと、好き放題やらかしたおかげである。


　南側に見えていた森が遠くなっていた。


　現在位置はどのあたりだろうと推測する。おそらくジルサニア東部とホラキアを繫つなぐ大平原の入り口だろう。ジルサニアの国土の十分の一を占める広さのこの平原。これを巡って二国が対立していると言っても過言ではない。


「いいかジュジュ。お前は荷物だ。箱の中に入って、いいと言うまで絶対に出てくるな！　何があってもだ！」


「お、おうよっ」


　ビスマルクの命令に従い、幌の中に戻るジュジュ。常識はずれな姫だが、最低限の時と場合というものは弁わきまえてくれているようだ。


　ミロクの目には、広大な草原しか見えない。


　背後に敵の部隊がいるのだとしたら、ジルサニア軍は挟み撃ちにされているということだろうか。


「──射っぞ」


　フェリサが弓に矢を番つがえ、放った。


　弦の音が聞こえなかった。矢は国境へ向けて走るクロトポリカの──背後に向かって飛んでいく。


　二つ数えた後、なにかの鳴き声が聞こえた。


　馬ではない。


「二匹、減らした」


　淡々と呟くフェリサ。


　走るゴーレムの上から狙撃したのだろうが、それがどれほどの技量を要するものなのか、素しろ人うとのミロクでも大体わかる。


　だが、それ以上の疑問がこびりついて離れない。


「なんでジルサニアの中に敵軍が？」


「最初から、そのつもりだったんだろうよ」


　ミロクの肩に乗るビスマルク。


「おそらく戦争が始まって、スパイだか魔導士だか知らんが、補給部隊の動きが摑めるようになってから、ジルサニアに侵入したんだ」


「そんなの、どうやって？」


　いくらなんでもジルサニア騎士団もそこまでマヌケではないだろう。敵軍が侵入するのを黙って見過ごすなんて。


「それこそ、魔導士の力かもしれんな」


　高度に進化した魔法技術があれば、国境を少人数で越えることも可能だ。姿を消したり、記憶をなくしたり、空を飛んだり──もっとも、それらを一個小隊にかけるとなると、よほど優れた魔導士が必要になるが。


「金と技術かかってるぜぇ、あの強襲部隊」


　感心した口調で呟くビスマルク。


　そんなにしてまで補給部隊を潰したいのか。確かに効果的ではあった。現に今、アーセージの騎馬士団は全滅の危機に陥っている。


「──やば」


　フェリサが、やはり小声で警告した。


「クロトポリカ！　回避しなさい！」


　トーラットの指示通り、クロトポリカは自律行動を取る。直立不動の姿勢で草原をひた走っていたゴーレムの腕が、大地に触れた。


　浮き上がる荷台と赤目隊。


　片腕で地面を搔かき、クロトポリカの軌道がわずかに左に曲がる。


　突然、視界が明るくなった。


「クロトポリカ！」


　トーラットの号令と同時に、クロトポリカが逆方向に急転回した。


「うぉおおおおっ！」


「きゃああああああっ！」


　瞬間、視界が真っ白になった。


　身体が前方に投げ出された。そう思ったら、反射的に身体が動いていた。空中を逆さまになって飛んだミロクは瞬時に上下を理解し、回転して受け身をとった。


　草むらに落ちた。うまく着地したつもりだったが、投げ出された勢いが強すぎた。草原が衝撃を吸収してくれたおかげで、数歩分転がっただけで起きあがることができた。


　すぐに状況を理解する。


　篝火のように炎が上がっていた。


　荷物が燃やされた──と思ったが、違った。枯れた草が燃えているようだ。


　クロトポリカが荷物をしっかり守ってくれていた。いきなり方向転換したのは、そのせいだったのだ。我々の命よりも荷物を優先するあたり、あのゴーレムも仕事人なのだ。ただ、クロトポリカもトーラットも横向きに倒れており、動けそうにない。


「トーラット！」


　ミロクが呼ぶが、返事がない。見るからにひ弱そうだが、生きているのか。


　あ、生きていた。倒れたまま手を振っている。


「おいトーラット！　そこで寝てろ！　あとは俺たちがどうにかする！」


　ビスマルクの声。どこにいるのかと思ったが、燃えている草のすぐ近くにいた。アーニィとフェリサに至っては、確認する必要もない。無ぶ様ざまに転んだミロクとは違い、綺麗に着地しているのが見えたからだ。


　──荷物の中の、ジュジュは。


　確認したいが、そうしている間に敵に襲われたら。


　考える。


　数回だけ、呼吸を整える。


「心配ねぇぞ。ジュジュは無事」


　そんなミロクの背後で、フェリサが教えてくれた。


　どうしてわかるのか。そう尋ねても良かったが、こうも自信満々に言うのだから、何か理由があるのだろう。


「ミロク。来るぞ」


　ビスマルクの鋭い声。


「敵って……あれが？」


　敵が来ている。


　偶然ミロクたちを発見していたのか、それとも予測していたのか。


　いずれにせよ、理解した。


「こいつらに補給部隊は全滅させられたんだよね」


「……んだ」


　アーニィとフェリサの声も低くなっている。


　クロトポリカを倒したのは爆発物か火矢だと思っていたが、そうではなかった。


　前と後ろから近づいてくる、五騎の兵隊の仕し業わざだった。


　アーニィもフェリサも、そしてミロクも。この前方からやってくる兵隊を見た途端、強い驚きと怒りが湧わき上がった。


　騎兵だ。


　ただし馬ではない。


　不格好なホラキア軍の鎧よろいではなく、ジルサニアのような優美な甲かつ冑ちゆうでもない。木と鉄で組み合わされた、鱗うろこのようなものを貼はり合わせた真紅の鎧。


　その赤い兵士が跨またがっているのは、トカゲのような爬は虫ちゆう類に長いかぎ爪と、鉄より固い鱗を持たせ、口からは火を吹き、高度な知能を持つ、戦闘力で言えば世界最強の種族。


　竜だった。





「竜騎兵──！」





　彼らが乗っているのは、竜族の中でも特に速いと言われている飛竜族。人間の身長ほどの小さな身体で、手足が非常に短い。


　特筆すべきは、竜に被せられた兜かぶと。赤い兜の脇から二本の突起がつきだしており、操縦者はそれを握って前屈みの状態になる。この兜と鐙あぶみの操作によって、細かい指示を出していると言われている。


「なんで、こんなところに竜騎兵がいるんだよ……!?」


　およそこの世で最強の生物と言われているからには、最初からそれを使えばいいだろうと思う人間もいる。だが竜はその知能ゆえに、人間に飼い慣らされない。


　ところが世界で唯一、魔法によって竜を従える技術を持った国がある。


　ルテア大陸の東の海を越えた場所にある、オウガン帝国である。


「おいミロク。確かオウガンって、ホラキアと戦争してたよな」


「俺の記憶が正しければ、まだ休戦もしてませんね」


「道に迷ったってわけでもなさそうだな。明らかにホラキアとオトモダチって顔してやがる」
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「オトモダチなんでしょう……どの国にも知られず、ね」


　たかが補給部隊を潰すのに、竜騎兵を使うとは。


　いや、竜騎兵ならば確実とも言える。なにしろ武力だけなら世界最強の部隊だ。絶対にしくじらず、かつ誰一人として生きて返さない作戦にはピッタリだ。


　──ウォオオォォォォォン！


　竜が鳴いた。


　目の前の人間を食い殺したくてたまらない、という感情か。


「焦るなよ。すぐに食わせてやる」


　竜騎兵の一人が、竜の兜を軽く小突いた。


「これで何部隊目だ？」


「七だな。こいつらも飽きないな」


「お、今回は女もいるじゃねーか。俺の竜、女の肉が好物なんだ。生きてる間はどう扱ってもいいけどよ、死体はこっちに回してくれよな」


「ヒヒヒッ、じゃあ生きてる間は俺たち人間が楽しませてもらうか！」


　まるで山賊のような、下げ卑びた笑い。


　非常にカンに触る。


　ミロクの中で、どす黒い感情が湧き上がる。


　──オウガンが、俺たちの仲間を殺した。


　コートの襟を正し、フードを頭から被るミロク。


「ミロク？　なんで被ってんの？」


「気にするな。こうするのが好きなんだ」


「まぁいいけど。気をつけてよ」


「ヘヘッ、気をつけてよ、だってよ！　暢のん気きだなお前ら！」


　こちらを指さして竜騎兵の一人が笑い、それにつられて大爆笑が生じる。


　その笑いを破ったのは、重い一言だった。


「殺す──か。俺たちを」


　燃える草を背に、ビスマルクが葉巻を取り出した。燃える草から一本だけ抜き取り、それに火をつけて煙を吐いた。


「んだぁ？　ウサギが喋ってんのか？」


「おうよ。どうだ、珍しいだろ」


「うぉ、本当だ……すげぇ、なんだこいつ」


　さすがの竜騎兵も、火を背にしたビスマルクに目を奪われていた。


「いいのか？　俺を生かしたまま捕まえれば、それなりに儲もうかるぜ？　見せ物小屋に売ってもいいし、国に帰って王室お抱えの学者に献上するのもいい。どっちにせよ、俺だけは助けてくれ。いいか、俺の価値を知らないヤツは泣きをみるぜ」


　ベラベラと話すビスマルクに、敵軍は完全に呑のまれている。


　すっかりミロクは慣れてしまっていたが、普通の人間は喋るウサギと対たい峙じしただけでひるむものなのだ。


　そしてビスマルクが喋っているのは、命いのち乞ごいをするためではない。


　視界の端にアーニィとフェリサの姿が見えなくなった。


　そしてミロクも静かに下がり、背中ががら空きの竜騎兵にそっと忍び寄る。ビスマルクの演説に心奪われているためか、ミロクが近寄っても振り向きもしなかった。


　足元にはこぶし大の石が落ちている。


　──楽しい。


　今まで、一対一の勝負に慣れていたミロク。こんな卑ひ怯きような不意打ちをするのは初めてだ。だがこの場合、ハメたビスマルクが悪いのではなく、どう考えてもハメられた竜騎兵が悪い。


　ようやくわかった、ビスマルクの役目。


　囮になって、攻撃するスキを作る隊長だ。


「とまぁ、いかに俺に価値があるかわかってもらったところで──やれ！」


「おおっ！」


　ビスマルクの号令で、ミロクは手にした石を振り下ろした。


　ルテア大陸六国家を恐怖のどん底に陥おとしいれるオウガン帝国の竜騎兵は、一撃で竜から落ちて昏こん倒とうした。








　そこから先は乱戦になった。


　ミロクの初撃に合わせて、アーニィの跳び蹴りがもう一人の竜騎兵を吹き飛ばした。それはもう、本当に投石のように吹き飛ばされたのである。


　およそ人間の脚力ではあり得ない跳び方に、ミロクもあんぐりと口を開けてしまった。そしてフェリサは倒れたクロトポリカに駆け寄り、弓と補給用の矢を取ってくるために走った。トーラットはまだ倒れている。ジュジュは荷物に隠れている──と信じたい。


　実質、戦えるのはミロクとアーニィだけだ。


　しかし敵を二人倒した。五騎いた竜騎兵は、今は半分ほどに減っている。主を失った竜は、大人しくその場で座っている。命令を待っているのだ。


「はぁああああああっ！」


　別の竜騎兵の土ど手てっ腹ぱらにアーニィの蹴りが飛んだ。呆然としたまま、やはりボールのように飛んでいく竜騎兵。


　アーニィの靴は、確かジルサニアで売っている革製の靴だ。それが鱗のような鎧に足型をつけ、あまつさえ背後に控えた仲間を巻き込んで吹き飛ばしたのだ。


　最初の竜騎兵といい、アーニィの足はどうなっているのだろう。広場で軽く拳を交わした時は、あそこまで強くはなかったはずだ。というか、あの脚力は人間離れしている。


　チラリとアーニィの足を見て、理由がわかった。


　アーニィの靴には鎖が巻かれてあったのだ。


　ジュジュからもらったと言っていた、あのアミュレットである。


「あんな使い方があるのか……！」


　それはベトに古来から伝わる治癒魔法と、ジルサニアがもつ最高の防御魔法がかけられた非常に高価なものだという。高価であるからには、それ相応の効果がなくてはいけない。


　つまりアーニィは、防御魔法を足に巻いているのである。


　防御魔法とは、反発しあう力。当たってくる物理的な力を押し戻す力。それをアーニィは足に与え、より強く押し戻す力へと変えたのである。そしてどんなに強く蹴っても、治癒魔法の効果で足を治してくれる。


「ぐおおぉおおっ！」


　アーニィに気をとられている間に、もう一騎の竜騎兵が倒れる。その周囲に誰もいない、ということは、フェリサが射たのだろう。視線を巡らせると、予想通り、フェリサが新しい矢を番えていた。


　残る竜騎兵は、ミロクの目の前にいる殺気だった一騎のみだ。


「なんなんだよてめぇら……！　一瞬で、仲間を！　なんだってーんだよ……!?」


　丸腰のミロクの正面に、世界最強の軍の兵士。


　むしろ慌てているのは竜騎兵の方だ。それはそうだろう。絶対的な自信を持って挑んだ少人数の部隊に、僅わずかな時間で全滅させられたのだから。


　彼らが弱いのではない。


　赤目隊が化け物だっただけだ。


「おい、竜騎兵」


　そして戸惑う竜騎兵の前にいる少年も、赤目隊の一員。


　まったく物もの怖おじせず、ミロクはゆっくりと尋ねる。


「見たところ階級は銅どう翼よく兵へいのようだけど、隊長はお前なのか？」


「だからなんだってんだよ！　俺が隊長だよ！　部下は全部テメーラがやったんだ！　カタキ取るまで帰らねーぞ！」


「隊長だったら教えろ。女の肉が好きだってほざいてたヤツがいたな。いつからオウガンの竜騎兵は人肉を食わせることを許された？」


「なっ……!?」


　フードの奥から、ミロクは竜騎兵を睨んだ。


　睨むという言い方は正しくない。それよりも強い、射殺すような視線だ。


　ミロクの手は震えていた。


「答えろ、銅翼兵。竜騎兵はいつからそんなに落ちぶれた。ゴウトが王位についてからか？　それともお前らだけが特別なのか？　銀ぎん翼よく兵へい以上の下士官もやっているのか？」


「な──うっせーよ！　なんでジルサニアのテメーに言われなきゃいけねーんだよ！」


「……オウガンの竜騎兵は、礼節を重んじる。味方を愛し、敵を敬い、竜と共に生きる。それがオウガンの教えだった。なのにお前からは竜や仲間に対する尊敬の念は感じられない──偽物だ」


　握りしめた拳が、怒りに震えているのだ。


　静かに、ゆっくりと竜騎兵がミロクへ近づいてきた。


　もうミロクは射程距離に入った。槍を投げるか、竜がブレスを吐くだけでミロクは死ぬ。


　赤目隊の騎士たちはすぐにでも飛び出せるように出方をうかがっているが、竜騎兵と竜はこの場にいる全員に気を配っていた。


「偽物だとぉ……？」


「ああ。誇りを失った竜騎兵なんか、竜騎兵じゃない」


「んだと……だったら、俺が本物か偽物か、その土手っ腹で確かめな！」


　竜騎兵は、無造作に槍で突いた。


　真正面にいるミロクの心臓を正確に突く。そのままミロクは絶命し、竜騎兵の死体の仲間入りをする。


　──はずだった。


　ミロクの身体は突き出された槍を寸前で避け、飛竜の背に飛び乗った。竜騎兵の右手を蹴り上げて、槍をはじき飛ばす。


「なにぃ!?」


　腰の剣を抜いた竜騎兵が振り向いた時には、すでに赤目隊の戦闘準備が整っていた。拳を構えるアーニィ、弓を構えるフェリサ、赤い玉のようなものを持つビスマルク、ゴーレムにいつでも命令を下せる態勢のトーラット。


　そしてその四人の赤目隊を庇かばうように立ちはだかる、ミロク。


「ミロク！　やるぞ！」


「いや──」


　玉のような武器を手に飛び出そうとするビスマルクを、片手で制するミロク。


「隊長。あいつ、俺にやらせてください」


「ムチャだろ！」


「いや。あいつは一番階級が上ですが、動きが洗練されていません。あれに比べたら、まだホラキアの重装歩兵の方が怖い」


「ってお前、武器も持ってないじゃねーか！」


　最初に使った石以外、ミロクに使える道具はない。


　だから、武器はこれしかなかった。


　首のアミュレットを外すミロク。


　これには防御魔法が掛けられている。アーニィは足に巻きつけて脚力を強化していた。だったらこういう使い方もできるはずだ。


「俺にも赤目隊としての仕事ができるのか、確かめさせてください。隊長」


　ミロクはもう、赤目隊を振り返ろうともしなかった。


　どうしても、目の前にいる竜騎兵が許せなかった。


「わかんねーな……なんでジルサニアのオメーが、そんなに竜騎兵にこだわるんだ？」


　呆あきれた顔の竜騎兵は、当然の質問を投げかける。が、ミロクはそれを無視した。もうこの男と会話をするつもりはない。


「俺は……ジュジュの仕事を見て、誰かを守るためだったら剣も捨てられるって、そう思った。だけど剣を持つ者としての誇りだけは絶対に捨てられない！」


「馬鹿野郎……誇りでメシが食えるかよっ！」


　竜が吠ほえ、竜騎兵が斬きりかかった。


　常人なら見ることも難しい高速の斬撃を、ミロクは受け止めた。


　手にした短い得え物もので竜騎兵の剣を弾くと、そのまま竜の横に移動して武器を振る。短剣の要領で使ったのだが、竜の鱗には傷一つ与えられなかった。


　竜には通用しない。だが剣を弾くことはできた。


　──いける。


「来い」


　ミロクはそれにアミュレットをしっかりと巻きつけると、指でクルクルと回した。子供の頃からヒマ潰しにやっていた、短剣遊びのように。


　回転しながら宙を舞うそれを逆手に持ち、胸の前で構える。





「お前ごとき──ニンジン一本で充分だ」




４　地の月十二日　柄を握りしめ




　白銀のフードを頭から被かぶり、口元でニンジンを構えるその姿は、まるで人間に化けたウサギがエサを食べているようにも見える。


　鎖でがんじがらめになったニンジンは、白い光を発していた。もちろん何の変哲もないニンジンである。赤目隊のシンボルとして胸のスロットに刺さっていたものだ。


「ハ、ハハッ、ハハハハハハハ！」


　そのニンジンを剣で示しながら、竜騎兵は腹を抱えて笑う──


「馬鹿にしてんのかクソガキィ！」


　かと思いきや、いきなり怒鳴りつけてきた。


「馬鹿にしていない。このニンジンは、お前の強さにふさわしい武器だ」


　こんな男に、剣を使うまでもない。


　最強の軍事国家であるオウガン帝国の、最強の兵隊である竜騎兵。それ相手にニンジンで戦おうとする者は、当然ながら歴史上いない。


　そして本気で勝とうと思っている人間も、また初めてだろう。


「死ねぇぇぇええええっ！」


　竜が吠ほえ、飛びかかってきた。


　鋭い鉤かぎ爪づめでミロクを切り裂こうとする。


「ちっ！」


　竜の皮ひ膚ふにはニンジンは通用しない。鉤爪を横にステップして避ける。


　が、避けた先に竜騎兵が待ちかまえていた。


「ハッ！」


　突き出される剣を、ニンジンで弾はじく。


　竜から降りて別々に行動していたのである。竜も兵士も訓練されており、声など掛け合わなくても連携できるのだ。


　竜騎兵の剣を避けると、今度は背後から竜が炎を吐く。それを避けると、また竜騎兵の剣が繰り出される。二対一で戦っているようなものだ。


　どちらかに集中すれば、もう片方に殺される。


「チッ！」


　竜騎兵が上段に振りかぶった剣が、ミロクの肩を切り裂いた。考えこんでいたミロクの油断だ。


　斬きられたことよりも、それでバランスを崩したことが致命的だった。


「ばっ……！」


　──オォォォオオオオン！


　倒れかかったところを竜の鉤爪にやられた。下からすくい上げるようにして、胴に三本の爪が食い込んだ。斬られたというより、投げられたと表現した方がいい。


　声も出せずに吹き飛ばされた。


　下が草原だったところで、なんの救いにもならない。強く身体からだを打ち、慣性で転がり続けた。土と血の臭においが鼻を刺激する。気がつけば、鼻血が出ていた。


　即死しなかったのは本当に運が良かったとしか言いようがない。右からすくい上げられたため、短剣代わりのニンジンが僅わずかに爪を防いでくれたのだ。


「がはっ！」


　立とうとして、立てなかった。


　咳せき込むと、血を吐いた。


　見れば騎士団の制服に、ざっくりと三本の傷跡があるではないか。内臓まで達していないか心配だが、それよりも竜騎兵の追撃が怖い。


「死ねやぁ！」


　そんなことを考えている間に、やはり竜騎兵が斬りかかってきた。さすがだ。この状況でもまったく油断していない。完全に死ぬまでミロクを追い続けるつもりだ。


　立ち上がろうとするミロクに、竜騎兵は容赦なく斬撃の雨を降らす。それを転がりながら避けるミロク。他に回避手段がないのだ。


　いつまでも転がるわけにはいかない。そう思っていたところで、目当てのものに触れた。


「オラァアアアアッ！」


　斬撃をくりだす竜騎兵に向かって差し出したのは、倒れた竜騎兵が被っていた兜かぶと。


　鋼鉄のそれは竜騎兵の剣を横に弾き、予想外の弾かれ方をした竜騎兵もバランスを崩す。それは小さな隙すきだが、ミロクにとっては充分すぎるものだった。


　竜騎兵の腕を摑つかみ、逃がさない。


「ウォオォオオオォオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」


　竜騎兵の喉のどに、ミロクのニンジンが突き刺さった。


　防御魔法は、反発する力だ。アーニィが使って示したように、目の前のものを弾く性質を持つ。


「オァァアアアッ！」


　完全に固定された人間が弾かれた場合、その衝撃は逃げ場を失って全身に伝わる。


　ニンジンの防御魔法の力が、竜騎兵の喉を伝って頭頂から爪先まで行き渡った。その衝撃が腕を伝ってミロクの身体にも届く。


　釣り上げられた魚のように痙けい攣れんする竜騎兵だが、ミロクは容赦せずに数度ニンジンを叩たたき込む。


　何度も、何度も、首の骨が砕けるまで。


「…………ッ！　ッッ！　……!!」


　やがて竜騎兵は口から血を吐き、ミロクの肩にもたれかかるようにして倒れた。


　絶命していた。


　ミロクは死体がずり落ちる前に抱き留め、その肩を一度だけ叩いた。


「……手合わせ、ありがとうございました」


　誇りを失ったとはいえ、オウガンの竜騎兵だ。


　戦った相手への礼節だけは絶対に忘れてはならない。


　ミロクは竜騎兵の死体を横たえると、敵が残っていないか見回す。今度こそ全すべての兵隊が倒れていた。


　三人ほど生き残っている竜騎兵がいたようで、フェリサとトーラットが縄を掛けている。あとで連絡すれば、別働隊が回収しに来てくれるだろう。


　ニンジンからアミュレットを外して胸のスロットに戻すと、戦いが全て終わった気持ちになる。全身の力が抜けそうになるのを、必死で堪こらえた。


「ジュジュ！」


　何よりもまず、その安否を確認したかった。


　クロトポリカはすでに起きあがっており、荷物も地面に置かれていた。その荷物の幌ほろにもたれかかるようにして、ジュジュが這はい出てくる。


「う～……死ぬかと思った」


「ジュジュ、平気か？　どこもケガしてないか？」


　駆け寄ってその身体を確認するミロク。外傷はどこにもない。転倒した時に頭を打ったのだろう、目を回しながら頭を押さえている。だが目の焦点は合っており、悪態をつく元気もあるようだ。


「竜騎兵かー。アイツらが出てきたってこと、この情報だけでも貴重だったな。おいミロク。生きてて良かったな」


　無事とわかると、途端にぼやき始める我らが姫君。


「お前、竜騎兵がどれだけ強いかわかってないだろ……」


「ニンジンで殺されるくらいの強さってことだろ」


　──殺される、という言葉にドキッとした。


　ミロクのニンジンは、今、竜騎兵を殺した。


　そのことについては、無理して感情を殺そうとしていた。できるだけ前向きに、全力を尽くして戦った相手を葬った、と考えるようにしていた。


　ところが今、ジュジュに面と向かって言われると、自分が殺した竜騎兵のことが頭から離れなくなる。


「ミロク」


「……ん」


「主君は部下の殺しの罪を背負うべきだと思う。だから気にすんなとは言わない。後で一緒にたっぷり後悔しようぜ」


　彼女なりに気遣っているのだろう。


　言葉の中身よりも、その心遣いが嬉うれしかった。


　──ォォオォオオォン……。


　背後で竜が吠えていた。主を失った悲しみか、それともミロクに対する怒りか。


　死んだ他の竜騎兵が乗っていた竜も、同じように吠えていた。


「おいミロク」


　暗くら闇やみを跳ねながら、ビスマルクがやってきた。


「主を失った竜って、どうなるんだ？」


「えーと、あの兜がある限り、命令を待ちます。兜を取って解放するのもいいですけど、それだと多分俺おれたちが襲われます」


「じゃあこのまま放っておくか？」


「いや──」


　ミロクはうなだれている竜を見た。


　あの竜騎兵とは違い、この竜たちは飼い慣らされているだけだ。どんなものでも切り裂く爪を持ち、全てを焼き尽くす炎が吐けるといっても、彼らは野生動物なのだ。本来は自分たちの住すみ処かで暮らすのがふさわしい。


　けど、


「犠牲になってもらいます」


　オウガンの竜騎兵が使っていた槍やりを、ミロクは見た。





　　　　　　　＊





　衣食足りて礼節を知る。人間は水さえあれば一週間は生きられると言われるが、水がなくなったら四日で死ぬ。当然ながら生きることに特化した行動を取れば、の話であって、戦場では勝手が違う。


　二日もすれば、剣に全てを誓った騎士たちの心も荒すさむ。


　目の前の敵に殺される覚悟はできていても、野営地で餓死するのは嫌がるのだ。では飢えが惨殺よりも低俗な痛みかと言うと、これも間違いだ。


　飢えは何よりも苦痛を伴う。


　頭痛や吐き気など疫病に近い症状を伴い、かつ行動も著しく阻害される。その状態で迫り来るホラキア軍と戦えと言うのだ。


　そもそもこれも敵軍の作戦だ。国境近くまで、むしろ国境を越えてジルサニアを深く誘い込み、補給線を伸ばしきったところで断ち切る。


　退こうとするジルサニア軍を横から攻撃し、包囲する作戦。


　ジルサニア軍の取る行動といえば、後方の部隊を避けながら自国までゆっくりと帰還することだけ。あとは背中に向かって斬りかかれば良い。完全に向こうの作戦勝ちだ。


　そんな中、とうとう軍馬を殺して食べようとする者まで現れた。ジルサニア騎士団の騎馬隊における軍馬とは戦友であり、大切な武器だ。だから仲間の騎士が全力で止める。そこでケンカになり、余計に体力を消耗する。


　野営地で死者も出た。隠し持っていた食料を奪い合い、斬り合ったのだ。


　それでなくとも、背後から襲いかかるホラキア軍を撃退するために何人もの騎士が死んでいく。補給をあてにしていたジルサニア軍は撤退の構えを見せているが、もう手遅れだ。逃げる速度がホラキア軍の進撃する速度に追いついていない。


　補給は来る、必ず来る。


　その言葉を信じて、震える手で剣を握る騎士たち。


　彼らの目に、夜明けと共にやってきた武装ゴーレムはどう映っただろうか。


「う、動くな！」


　震える手で槍を握る騎士。


　ゴーレムから降りて、こちらに歩いてくる数人の人影を確認することもできなかった。目が霞かすんで、相手が敵か味方かも判別できない。


「ちょ、ちょっと待って！　味方です！　ジルサニアの騎士です！」


「な、なにか証明できるものを……」


　求めようとした騎士の足に、何かが当たった。


　自分が持っていた槍だった。もう槍を持つ力すらないのだ。


　膝ひざがガタガタと震えていた。


　相手が敵だったら、たとえ幼児でも止められないだろう。


　しかしその騎士は耐えた。歯を食いしばって、自分の仕事を果たそうとした。


「証明できるものを見せてください!!」


「ほらよ」


　なにか小さな手が、その騎士の口を封じた。


　攻撃されたのかと思ったが、違う。


　水だった。水筒の口を突っ込まれたのだ。


　自然と喉が動いた。もうそれからは止まらなかった。水筒の中の水を全て飲み干すと、気管に入って咽むせる。


「大丈夫ですか？　落ち着いて飲んでください」


　一人の騎士がかがみ込み、何かを手渡す。それは冷たい干し肉だった。それを食べ物だと認識するより早く、手が口に動きそうになる。


　が、騎士は食べなかった。


「……ダメだ。俺ひとりが食べちゃダメだ。中にはアーセージ殿下がいる。もっと腹を減らしている騎士がいる。食べられない……」


「大丈夫です。俺たち、補給に来たんです。みんなを満足させるだけの食料を持ってきました！」


「本当に……？」


　胸にニンジンを刺した若い騎士は、その質問に強く頷うなずいた。


　それからはもう止まらなかった。干し肉にかかった香辛料のひとかけらも残さずに食べきった。


「ありがとう……！」


　かつてこれほど気持ちのこもった謝辞を述べたことがあっただろうか。


　自然に涙と言葉が溢あふれ、止まらない。


「助かった……本当にありがとう……ありがとう……！」


　不思議なことに、干し肉をくれた若い騎士は戸惑っている様子。


「君たちがいなければ、死んでいた……」


「い、いや、その、礼ならジュ──ジェルメーヌ姫に言ってください。俺たち、ただ届けただけなんで」


「そんなことはないよ！」


　彼は思っていることを、そのまま言った。


「命令を下したのが誰であれ、私を救ってくれたのは君だ！　だから、本当にありがとう！　ありがとう！」


「俺……」


　その若い騎士は、何かに迷っている顔をしていた。


　傷ついているところを見ると、戦火をくぐり抜けて補給に来てくれたのだろう。だとしたら、なおさら感謝しなければなるまい。誰かを傷つけ、自分が傷ついても、アーセージの部隊を救いに来てくれたのだから。


「ありがとう……！」


　もう一度言うと、その若い騎士は照れたように笑う。


「えっと、あの、俺もありがとうございます。なんか、ちょっと吹っ切れました」


　彼は胸のニンジンを触りながら、小さく頷いた。








　本来なら赤目隊の仕事は補給物資を届けるだけだ。


　が、補給物資の数を勘定する係が戦死してしまっていたために、部隊は混乱してしまう。その上、飢えているために考えることができない。


　目についた騎士たちから食料を与えて、立ち直った順に手伝ってもらい、大きな鍋なべで食事を作った。


　料理の指揮を執ったのは、なんとミロク。


「あ、もうちょっと火加減強くていいです。そう簡単に煮えませんから」


「はい！」


　弱じやつ冠かん十六歳のミロクの言葉を、神の啓示のように聞く騎士たち。実際、彼らが従順に動いてくれたおかげで作業は非常にはかどった。


「……ミロク」


　テキパキと調理の指示をするミロクの袖そでをひっぱるのは、フェリサ。


「ん、どうしたフェリサ」


「味さ、薄ぐねぇか？」


　鍋をかき混ぜているフェリサからおたまを借り、少し味見するミロク。


「薄い……な。でもこれ以上は調味料入れられないぞ。食材が足りなくなる」


「こん草は？」


　と、フェリサが取り出したのは、見たこともない草──を干したものだ。見たことはないが、食べたことはある。匂においでわかる。


「これ、香辛料になる薬草だな。どこで見つけたんだ？」


「いつも持ち歩ってるべ。オラの故郷じゃ常識だ」


「フェリサの故郷って、藍らん山ざん同盟か？」


「んだ」


　納得した。あそこには様々な種族が住んでいる。フェリサはどこからどう見ても人間だが、人間以外の種族との交流も深いため、多くの文化が混じり、ジルサニアやホラキア、そしてベトのような都会とは違った文明で生活している。


　言葉がひどく訛なまっているのも、そのせいか。様々な言葉が混じったせいで、どの地方出身なのかもわからないが。


「藍山同盟ってことは、この料理も知ってるのか？」


「いんや、知らねぇ。んでもオラたちはいつも料理にコレ入れてんだ」


「そっか」


　とりあえずフェリサにもらった干し草を少しちぎって舐なめてみる。


　かなりきつい味だったが、スープに合わなくもない。いや、それどころか味に深みが出そうな気がする。


　果たして完成したスープをフェリサに飲ませてみると、


「うめぇモンは万国共通だな」


　と言って笑った。初めてフェリサの微ほほ笑えみを見た気がする。


「ところでさ、藍山同盟の狩人かりうどが、なんでジュジュの化粧を？」


　拳法の使い手であるアーニィが立ち振る舞いを指導するのは、まだ理解できる。立ち方、歩き方も武道の基本だからだ。しかし狩人と化粧の因果関係がわからない。


「化粧ってのは、オラたちにとって必要なモンだ。祭りや儀式だけじゃね。狩りに出たり、異性を娶めとる時とか、気合を入れたい時だな。そっだら時に化粧は力を発揮すんだべ」


　力を発揮する化粧、という言葉は初めて聞いた。


「化粧には魔力があんだ。知りたきゃ教えてやんぞ」


「男は化粧しないからなー……あ、でも、戦の化粧くらいは教えて欲しいかも」


　などと会話しながら、やがて料理が完成する。


　食事が完成すると、あとは何もしなくて良い。


　匂いに釣られて、中隊の千人近い人間がワラワラとやってくるのである。暴動か戦争のような光景だ。
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「慌てんな！　おめーら全員の分あるから、落ち着け！　鍋はこれだけじゃねぇ！」


　ビスマルクが大声で仕切るも、ほとんど聞いていない。


　作る者も食べるものも、はりきりすぎている。


「だから落ち着け！　まだ食材は──ってオイてめぇ！　俺は食材じゃな、あっ、熱、ちょ、誰か助け」


「隊長ぉ!!　すいません、それ食材じゃない！　出して出して！」


　若干のトラブルはあったものの、なんとか混雑は避けられた。


　食事を目の前にしても騎士たちは最後の誇りを守った。きちんと順番を守って鍋のスープを受け取ったのである。


　鍋は人間を二人くらい詰め込めるほど巨大だが、四つしかなかった。そのため、一つの鍋で二百人以上の食事を作らねばならない。干し肉などもあったが、皆、目の前で作られている熱いスープが欲しいようだ。


「うぉ、辛からっ！　熱っ！」


「でもうめぇ！」


「やった……身体に染みるわコレ」


「おい、起きろ！　ほら、少しでもいいから飲め！　死ぬな！」


「あぁ……ごめん、俺、もう無理みたい……ってなんだこれ！　もう立ち上がれるぞ！」


「なぁ、あの割かつ烹ぽう着ぎ着たメガネの女騎士、ジェルメーヌ姫に似てないか？」


「おい赤目隊どこだ!?　材料なくなりそうなんだ！」


　その日の朝食は、騎士たちにとって忘れられないものであっただろう。


　死にかけていた彼らを救った、いつも姫のお守りをしている赤目隊。彼らが傷だらけになりながら届けにきてくれたものは、食料ではなく希望だったのだ。


　そしてそれは騎士たちだけではなく、ミロクも同じだ。


「そこの君！　ミロク君──だったか！」


　食材の詰まった箱を運んでいるミロクを見て、一人の騎士が駆け寄ってきた。優やさ男おとこではないが、メガネをかけているので文官のようにも見える。その騎士、何をするのかと思えば、ミロクから荷物を奪って、


「これ、あそこの鍋まで持っていけばいいんだろ？」


「いや、俺がやりますよ。休んでてください」


「いいんだ。俺たち、このくらいでしか恩返しできないし」


　そして騎士はミロクの手を強く握った。


「ありがとうな。俺も、俺の仲間も助かった」


　こんなに強い言葉で礼を言われたのは、初めてだ。


　いつも仕事で失敗して怒鳴られているミロクが、人の命を救ったのだ。


　その前に敵の命も奪った。あの時は誰からも褒めてもらえなかった。そういうものだ。人殺しで褒められるよりも、ずっと気持ちがいい。


「……はい」


　ミロクもその騎士に尊敬と感謝の念を込めて、手を握り返す。


　そのメガネの騎士は体格こそ普通だが、若かった。まだ三十前だろうか。子供からしてみれば充分大人なのだが、階級が違う。この騎士、どうもアーセージの親衛隊の一人らしい。


「あ、そうだ！　ちょっと手伝ってくれ。スープの椀、まだあるか？」


「ええ。誰か動けない人がいるんですね？」


　そういう人は鍋の列に並べないので、誰かが食べさせないといけない。すぐにミロクはスープを汲くんで持ってきたのだが、そのままメガネの騎士に手を引かれて野営地のテントまで引きずり込まれてしまった。


　そのテントの中にいたのは、件くだんのアーセージ。数人の部下に囲まれているが、彼だけは起きあがれない様子。


「殿下。食事をお持ちしました」


「いらんと言っているだろう！」


　メガネに怒鳴るアーセージは、見るからに衰すい弱じやくしていた。テントの中の寝台に横たわる彼は、目も落ちくぼんでおり、頰ほおもこけている。騎士の制服に合わないほど、筋肉も細くなっているようだ。


「……赤目隊のミロクか」


　それでもアーセージはアーセージだ。ミロクを見る目つきに、弱々しさは感じられない。苦しいながらも、ミロクに笑って見せた。


「殿下。もしかして、何も召し上がってないのですか？」


　ミロクが言っているのは、今のことではない。


　この戦が始まってから、何も食べていないのかと聞いているのだ。


「殿下は部下の食事が最優先だと仰おつしやって、この三日間、水しか飲まれていない。その水もなくなりかけた時、殿下は水も……」


　メガネの騎士が目を伏せる。


「そりゃマズイ。殿下、このスープ飲んでください！」


「だからいらん！」


　ミロクが勧めても、アーセージはそっぽを向いてしまう。


「部下たちが先だ。私は最後でいい」


「みんな食事にありついてますよ。大丈夫、俺たちが全員分の食料を持ってきました」


「ハッ。噓うそをつくな」


　鼻で笑うアーセージ。


「ここに来たのは赤目隊だけなのだろう？　だとしたら、せいぜいゴーレム一体に載せられる荷物には限りがある。食料だけでなく、道具や矢なども入っているだろう。中隊の全員に食べさせられる食事などあるわけがない」


「いえ……それが、あるんです」


　それでもミロクはスープを差し出す。


「だから噓も休み休み言えと……！」


「殿下。彼の言っていることは本当です」


　メガネの騎士の声は自信に満ちていた。


「今、全員分のスープがあるんです」


「なに……？」


「殿下、これを。まだ熱いのでお気をつけください」


　それで、ミロクが差し出し続けたスープの椀を、アーセージはとうとう受け取った。食欲と言うよりも、スープの中身に興味があったのだ。


「なるほど。薄めて、嵩かさを増したということか」


　スープの中には、野菜の切れっ端しか入っていない。


　肉もなければ馬ば鈴れい薯しよもない。赤みがかった白さ湯ゆに近い。


「それでも兵士たちにはごちそうか。おい、全員の食事が終わったら教えてくれ。その時に私は食べる」


「強ごう情じようですね、殿下」


　これにはさすがのミロクも呆あきれた。


「空腹の部下が、満腹の上司を見たらハラが立つだろう？　私は最後まで、彼らの良き隊長でありたいのだ」


　弱々しく微笑むアーセージ。本当に彼はジュジュが関わらなければ最高の人格者なのだ。


　逆を言えば──


「殿下。ひどい顔ですね。すっかりやつれて」


「それがどうした。戦場では当たり前だ」


「この野営地にジュジュが来てること、知ってます？」


「おいミロク。匙さじを持て」


「はい」


　ジュジュの名前を出すだけで、こんなに簡単に引き下がってくれる。


　匙と一緒に、ペンダントを渡した。


「これは……？」


「ここに来た本来の目的です。ジュジュが渡してくれって。ベトで作られたアミュレットです。効き目抜群ですよ」


　ついさっき試してきたばかりだ。


「ほう、ジュジュが私に……」


「この補給物資も、ジュジュが持たせてくれたものです」


「あいつめ……でしゃばりおって」


　悪態をつくアーセージだが、その口調は明るい。


「可愛かわいい妹の食事と思えば食欲も出るな」


　アーセージは匙でスープをかき混ぜ、すくう。


　それを口に持っていく前に、


「ミロク。感謝する」


　そう呟つぶやいてスープを飲んだ。


「む──辛いな」


　飲んだアーセージの表情が変わる。舌の中で味を確かめているようだ。


　やがてもう一口飲み、とうとう匙を使わずに椀から直接スープを飲んだ。


「これは……竜の味がする」


「さすが殿下」


「竜ですか？」


　メガネの騎士を始めとし、テントの中にいた者全員が驚く。


「竜の血は、そのまま飲めば人間を殺すこともできるくらいの力がある。肉もそうだ。とてもじゃないが焼いて食べるにはクセが強すぎる。だが、こうしてダシを取って薄めたスープにすれば、これ以上ない精力剤になる」


「よくご存じですね、殿下」


「私もいろいろな国の料理を振る舞われたことがあるからな。見ろ、もう身体が温まってきた」


「おお、殿下！」


　その言葉に、テントの中にいた騎士たちの顔も明るくなる。


「ミロク君。姫様を呼んで来てもらっていいかな？」


　メガネの騎士が耳打ちする。


　どうやらあの騎士、アーセージの副官のようだ。あとで思い出したのだが、ミロクはあのメガネ騎士と戦ったことがあった。騎士団入隊試験の時に無作為に選ばれ、三十数える前に二本取った甲冑騎士だ。


　自分に負けたことを、あのメガネ騎士はどう思っていたのだろうか。








「兄上！」


　割烹着を着た姫は、アーセージのテントに入った途端、泣き出さんばかりの表情で飛びだし、兄の胸に抱かれた。


「ジュジュ！　どうしてこんな危険な場所まで来たんだ!?」


　抱きしめたアーセージも喜びを隠さず、しかし困惑の表情で問いかける。


「申し訳ありません……兄上が心配になって、どうしてもお会いしたくて。それにアミュレットも届けたかったし」


「それなら赤目隊に任せておけば良かっただろう。事実、こうやって届けてくれた。竜の料理で部隊も救ってくれただろう」


　そんなやりとりをテントの隅っこで聞きながら、ミロクはぼんやりと考える。


　──ジュジュが乗っていなかったら、竜騎兵に勝てたかな。


　あの時は、とにかく「死ねない」という感情しかなかった。ミロクが殺されたら、必然的に赤目隊が全滅すると思った。だから一対一で竜騎兵と戦った。極限まで精神を追い込むことで、集中力を増したのだ。


　このテントの中を見ていると、あの時と同じような空気が流れているような気がしてくるのだ。


　アーセージのテントは、言うまでもなく最高権力者が集まる場所だ。その一番エライ幕僚が食事によって元気を取り戻した今、やるべきことは一つ。


　生きて帰る方法を模索することだ。


　騎馬隊の士気は最高潮に達している。


　皆、竜のスープを二回以上おかわりしただけで満腹になったようで、今ならホラキアの首都へも攻め込めそうな勢いである。


「しかし現状だと、完全に追い返すことは難しいな」


「ああ。食事ができたとはいえ、騎士も万全じゃない。これまでの戦闘で、数も減っているしな」


　本当のところは竜スープによって強壮効果が得られているだけで、一、二杯程度で満腹になるはずもなく、総攻撃をかけられたら確実に全滅させられる。そのことはミロクとアーセージが何度も説明して聞かせた。


「赤目隊の補給に気づいても気づかなくても、そろそろホラキアが痺しびれを切らす頃です。ここで我々を討たねば、もう機会がない」


「これ以上後方へ下がると、今度はホラキアがジルサニアの奥深くまで誘い込まれてしまうからな。次の攻撃が最後にして最大だと私も思う」


「さて、どうやってやりすごしますかな」


　老騎士とその参謀らしき男たちがニヤニヤと笑いながら相談している。地図はテントの床に直接広げ、その周りに全員であぐらをかいているのだ。


「ジュジュ、お前ならどうする？」


　そんな会話を聞いていたアーセージが、ふと腕の中の妹に尋ねてみた。


「つまり限界まで下がっているのですよね、ジルサニアの軍。でしたら逃げられるところまで逃げて、その後で態勢を立て直せばよろしいのでは？」


　状況を何も知らない素しろ人うとの意見だが、現状を把握するには充分だ。


　そんなジュジュに問うのは、一匹のウサギ。


「ジュジュよ。例えばお前が逃げようとして、そうだな、転んで足をくじいた。その間に敵はどんどん迫ってくる。そして今、やっと走れるくらいに回復したが、もう敵は目の前だ。さぁどうする？」


　地図の真ん中に立ったビスマルク。葉巻をくわえているそのウサギは、ちょうどホラキア軍が野営しているであろう場所に足を乗せていた。


「それなら砂でもかけて、驚いている間に逃げます」


　アーセージの前だからか、ビスマルクにも仰々しい態度で接するジュジュ。


「うん、それでいこう」


　ジュジュの発言にアーセージが頷く。


　彼だけでなく、テントの中の幕僚も全員頷いている。


「え、本当に砂ですか？」


「んなわけないでしょ」


　マヌケなミロクにツッコミを入れたのはアーニィ。


「向かってくるホラキア軍に強烈な一発をおみまいして、ひるんだ隙に逃げるんですよ。これなら被害も最小で済みます」


「あー……なるほど」


　トーラットの言葉に、手を叩いて納得するジュジュ。


「で、問題はその『一発』なんだよな」


　ビスマルクの言葉に、また幕僚は考え込む。


　なにしろホラキアはオウガンと手を組んでおり、竜騎兵がいる可能性がある。


　この事実は大陸六国家に知られていない情報なので、必ず持って帰らねばならない。


　さらに襲撃現場には生きているホラキア兵と竜騎兵を縛って捨ててきた。あとで追っ手を出せば捕虜が手に入るだろう。


　そんな竜騎兵をビビらせるほどの一発を、どうやって喰くらわせるか。


「竜騎兵はこれだけじゃないな。おそらくまだ二、三小隊いる。隠れて別の補給部隊を狙っているはずだ。迫っているホラキア軍を退けつつ、別働隊を出し、仲間の命と我々の食事、両方助けに行きたい」


「別働隊……ですか」


　アーセージの言葉に、わずかに動揺する幕僚。


「そちらの部隊は副官のバウゼンに任せようと思う。〝剣聖ブレイドマスター〟の二つ名を持つあいつの剣と部下にかかれば、竜騎兵など敵ではない」


　その言葉を聞いたミロクはというと。


「……剣聖ブレイドマスター？」


「ん、知らなかったのか、お前？」


　呆れた声のビスマルク。


「バウゼンって、あのメガネの人ですよね？」


　今、彼はアーセージに代わって隊列を整えるためにテントから出ている。


「おう。お前、入隊試験であいつ倒したんだろ。有名な話だぞ」


「あの人、そんなに強かったのか……」


「なんだお前、そりゃ自うぬ惚ぼれてんのか？」


「……いや、俺を鍛えたジジイ共の強さに呆れているだけです」


「あ、あの……」


　そんなミロクとビスマルクのやりとりを聞いていた若い幕僚の一人──いや、誰かの従騎士だろう──が、おそるおそる手を挙げる。


「すみません、赤目隊は戦闘に参加していただけるんですか？」


「え？」


　それを聞いたミロクをはじめとする赤目隊は、全員目を丸くした。


　なにしろ参加するのが当然だと思っていたからだ。ミロクなどはニンジンでどこまで戦えるか脳内で計算していたほど。


「なんなら、俺たちだけでもいいぜ」


　地図上のビスマルクが自信に満ちた声で胸を叩く。


「そうか。それは助かるな」


　と、アーセージも平然と言い放つ。


「で、殿下！」


「ちょ、それはいくらなんでもマズイですよ！」


　若い騎士たちが立ち上がり、抗議しようとする。


　立ち上がりこそしなかったが、ミロクも抗議したかった。が、ビスマルクが言うからには平気なのだろう、という気もする。


「大丈夫だ、このウサギを知っているだろう」


　アーセージがビスマルクの頭を撫なでると、若い騎士たちも言葉がない。


「あの、ビスマルクさんですよね？　その、幾多の戦いで困難を切り抜けた実績があるけど、まともな戦では全然武勲を立てられないっていう……」


「正直に言いすぎだバカモン」


　答える若い騎士に、笑いを押し殺しながらたしなめる老騎士。


「まぁ、おおむね合ってる」


　アーセージも笑いながらそんなことを言う。肝心のビスマルクは、葉巻の煙で表情を隠してしまっていた。


「多少の困難がないとビスマルクは活躍できないんだ。敵軍が籠ろう城じようした時とか、敵の士気を下げたい時とか、型どおりの陣形をブチ破りたい時とか──ま、早い話がイヤガラセの達人だ」


　アーセージの批評に、誰もが同意する。


　ミロクも先の竜騎兵との戦いで、存分に味わった。良く言えば虚を突くのが得意と言えるが、このウサギにそんなカッコイイ言葉は似合わない。


　なるほど、トラブルと隣り合わせの彼にとって、姫の仕事のマネージメントというのは戦以上にやりがいのある仕事だろう。


「あー、うっせぇうっせぇ。楽に勝てれば、誰も苦労なんかしねーっつの。トーラットと同じだ、金も兵も節約が美徳なんだよ」


　少しだけ不機嫌になったビスマルク。苦笑でごまかして説明を始める。


「一発デカイのお見舞いするって言ったろ。デカイってのは、こっちの攻撃だけじゃねぇ。敵にとってもデカイ奴──つまり敵の指揮官を攻撃するってことだ。そうすりゃ、指揮系統はガタガタ、ホラキア兵はバラバラ、あとは逃げるだけって寸法よ」


「だがビスマルクよ。指揮官ともなれば、それなりに強いぞ。当たり前だが兵士たちに守られているわけだからな」


　軽く反論する老騎士。彼もビスマルクに対して好意的な表情だ。この反論も、不満をなくすために確認しているように聞こえる。


「それなら、兵士の目をひきつける役が必要だ」


　そう言ってビスマルクが見たのは、ミロク。


　当のミロクは自分が指名されたのだと気づかずに、周囲をキョロキョロと見回している。そしてようやく自分のことだと気づくと、


「……俺？」


「そうだよバカ」


　ボケッと自分を指さしているミロクに、ビスマルクが笑う。


「一人でですか？」


「できれば、少ねぇ方がいい」


「どうして？　目を引きつけるんなら、多い方が──」


「町中ならそうだ。だがここは戦場だ。戦場でたった一人の剣士がムチャクチャ暴れてみろ。敵は絶対にお前に釘くぎ付づけになる。ついでにビビッて、攻撃をためらうかもしれん」


　なるほど、理屈はわかる。


　一人で敵をなます切りにしている場面に出くわせば、誰だって驚き、萎い縮しゆくする。


　それはわかるのだが──


「俺、すぐにやられません？」


「ああ、すぐにやられる。だからそうだな、五百数えるまで耐えられればいい。数え終わったら、撤退してくれ。できるか？」


「できるかな……？」


「いや、できる！」


　鼻先で怒鳴るビスマルク。


「そうよ、ミロクならできる！」


「うん、ミロクならできる！」


　ジュジュとアーニィも強い言葉でミロクを推おす。さらにトーラットやフェリサまでが「ミロクならいける！」と叫び出す。


　そうすると、なぜかできるような気になってくる。


　千人くらいどうってことない感じがする。


「できる……かも」


「よし！」


　なぜかガッツポーズをとるビスマルク。その後ろでジュジュが「本当に単純だなあのバカ……」と呟いていたのには気づかなかった。


「隊長、作戦はわかりました。でも俺、剣ないですよ？」


　彼らの後押しはムチャクチャだが、ミロクは剣さえあればビスマルクの要望に応こたえられる気がするのだ。


　ニンジンでやれ、と言われれば流石さすがに無理だ。ニンジンでホラキア兵を薙なぎ倒す騎士がいる、と評判になるかもしれないが、指揮官を動揺させるほど強くはなれない。


「それだったら、ちょうどいい剣があります」


　提案したのは、なんとジュジュ。


「って、まさかジュジュ！　アレを使わせるのか!?」


「非常事態ですから。いけませんか、兄上？」


　アーセージはジュジュを咎とがめようとしたのだが、少し待ち、じっくりと考え、表情を変える。


「ダメに決まっているだろう！　いや、確かに目立つという意味では最強かも知れないし、この男の腕なら使いこなせるだろうが、王家に伝わる宝剣だぞ!?　それを易やす々やすとこんなバカに──」


「宝剣？」


　そう聞いて、ミロクも複雑な気持ちになる。


　宝剣と言うからには、それなりに強いんだろう。切れ味も相当なものだろう。ましてや刃こぼれもしないに違いない。しかしそんな大層な剣をミロクのような一介の騎士が使用していいものだろうか。いや、いけないに決まっている。


「姫様、正気ですか!?」


「それは絶対になりませんぞ！」


　アーセージだけではなく、老騎士や参謀らしき人物もジュジュを止めに入るが、彼女が一度言ったことを他人の言葉で取りやめることなどあり得ない。


　そこでジュジュは立ち上がり、テントの人間一人一人を見て、怒鳴る。


「宝剣はジルサニアを守るための剣でしょう!?　今使わないで、いつ使うのです！」


　凜りんとした声に、一同は黙り込む。


　普段は国民に優しい声しかかけられないジュジュ。いざとなればこういう声も出せるのだ。もしかしたら騎馬士団を指揮することもできるかもしれない。この声ならば、ミロクも従ってしまいそうだ。


「で、ですが姫様、なにも赤目隊の新米騎士に使わせることはないでしょう！　あれを使うということがどのようなことか、もう一度よくお考えください！」


「バウゼンより強くて、竜騎兵にニンジンで勝った男です！　使い手としては充分！　それとも私が認めた騎士に異論があるのですか!?」


　ジュジュの一喝。


　あのジュジュにそこまで褒められると逆に動揺してしまうのだが、本心なのかはさておき、どれも事実なのでミロクは自慢も謙けん遜そんもしない。


　幕僚たちが黙り込んでしまったので、承諾と受け取ったようだ。ジュジュは小さく鼻を鳴らして、腰に手を当てる。


「ねぇジュジュ。宝剣ってあたしも見たことないんだけど、どこにあるの？」


　アーニィと同じ質問を、ミロクもしようとした。


　出発前に補給物資を確認したのだが、それらしいものはどこにもなかった。そもそも騎士団の補給物資に剣など存在しない。魔法の砥と石いしだけではなかったのか。


「フッフッフ、あとで教えてやんよ。腰抜かすなよ」


「やんよ？　腰抜かすなよ？」


　その言葉遣いにアーセージが眉まゆ根ねを寄せ、慌てて口を塞ふさぐジュジュ。さて、どう弁解したものか考えはじめたその時、


「申し上げます！」


　いきなりテントに滑り込んできた騎士が一人。


「東に大規模な軍勢を確認！　ホラキアの主力部隊と思われます！」


「そうか。来たか」


　ふらつきながらアーセージが腰の剣を確認し、テントを睥へい睨げいする。ミロクが宝剣とやらを使うのが、よほど嫌らしい。吐きそうな顔をしている。


　が、そこは王子で士団長。すぐに上に立つ者の顔に戻る。


「お前たちは、全軍を率いて撤退しろ。赤目隊がなんとかしてくれる。あと私も出る」


「殿下も!?」


「要は囮おとりだ。私なら敵の目を釘くぎ付づけにできるぞ」


　簡単に言い放ち、アーセージは天幕を出た。


　ジュジュといい、王家の人間は自分の意見を絶対に曲げない性格のようだ。自分が損をすることで誰かを助けたいと思うからこそ、信念を貫ける。そうでなければ、王子自らが囮になるなんて台詞せりふは吐けない。


「本当に悔しいが、他に手はなさそうだ。こうなったらミロク、派手に暴れてやろう」


　テントを出る時、アーセージは一度だけこちらを振り返り、そして寂しげな笑顔を見せた。ミロクに対して含むところがありまくりだが、それでも美しく見えてしまう。彼なら怒っている顔でも魅了できそうだ。


　この輝く笑顔は、囮としては最適だろう。








　野営地が慌ただしくなったのは、ほんの少しの間だけだった。


　全員、腹が満たされると装備を整え、いつでも出撃できるように準備していた。そのため、号令が下されると瞬またたく間に陣形を整え、野営地を解体した。手早く甲冑を身につけ、馬に乗る。


　そのジルサニア騎馬隊の陣から少しだけ離れた場所。草原のただ中なのだが、戦闘の影響で地面がえぐれていた。街道で見た地面と同じだ。そこに赤目隊とアーセージ、アーセージのお供の精鋭数名、そしてジュジュがいた。


　すでに騎馬隊は徐々に後退を開始しており、同時に前方のホラキア軍もシルエットが大きく見えてきた。向こうもジルサニア軍が生気を取り戻していることに気づいたようで、攻めあぐねているようだ。


「ミロク」


　ジュジュが手を差し出した。


「私の手を握って」


「？」


　意味がわからず、差し出された手を握ろうとするが、


「兄上。剣を抜かないでください」


「……だがこの男はジュジュの綺き麗れいな手を握ろうとしているのだぞ。見ろ、不潔そうな手をしているではないか。きっと小便をした後に洗っていないに違いない。知っているか、人間の手は思っている以上に不浄なものでな、目に見えない病気のもとが」


「兄上！」


「……今回だけだぞ。すぐに契約を解かせるからな。この怒り、敵兵にぶつけてくれる」


「いいから向こうに行っててください」


　ジュジュに恫どう喝かつされて、心底悔しそうなアーセージ。ぶつくさ言いながら去っていく彼は、ジルサニア王国騎士団の騎馬士団長には見えなかった。どう見てもそこらへんにいる妹思いの若者である。


「あー、ホント疲れるわ」


　アーセージが消えるや否や、普段の顔に戻るジュジュ。騎士の制服を着ているため、ドレスや普段着とはまた違う印象を受ける。


「兄上は過保護なんだからよー」


「でも好きなんだろ？　助かって、心底ホッとしてたよな」


「うっせぇ！　黙って握れ！」


　足で蹴けられるミロク。


　仕切り直して、ミロクはもう一度ジュジュの手を握ろうとした。


「この手……」


　綺麗な手だ。アーニィの強い手とは違う。ササヤのような家で働く者の手とも違う。


　何一つ不自由なく生きる、王族の手だ。


　身分の違いに嫉しつ妬とするつもりはない。むしろ逆だ。少しも穢けがれてはいけない造形をしている。まるで彫像のような、白くて透き通った手。


「……ん？」


　ジュジュの左手の甲に、なにかうっすらと光るものが見える。


　ジルサニアの紋章だ。入れ墨のようだが、ミロクが見ると輝きを増した。


「ほら、早くしろってば！」


「あ、ああ」


　言われるがまま、ジュジュの手をとった。


　ジュジュの手に力がこもり、すべらかな指が絡からむ。


「──ジルサニア第一王女、ジェルメーヌ・ジルサニアが白き血脈の前に誓う。我、目の前の騎士を永えい劫ごうの剣とし、我が左手を金色の鞘さやとして、大地と誇りと民を守らん──」


　目を閉じて、ブツブツと呟くジュジュ。


　その瞬間、手の紋章が強く光り、思わずミロクは目をそむけた。爆発物を目の前で破裂させられたような、強い光。だが音はない。ただただ強烈な光で、ミロクの網膜を焦がす。


　最初は痛みを感じるほどだった光も、徐々に収まる。


　同時にミロクが摑んだ手が下にひっぱられた。


　ジュジュの仕し業わざかと思ったが、そうではない。手より重いものを摑まされているのだ。


「これ──」





　握っていたはずの手が、剣に変わっていた。





　違う。ジュジュの手から剣を取り出したのである。そうとしか思えない。なぜなら、ミロクが握っていた剣の柄つかは、いまだジュジュの手の中から突き出ているのである。


　ジュジュは余裕の表情。特に痛いことはないようだ。


　ミロクが剣をひっぱると、あっさりとジュジュの手から離れた。生物的な感触はしなかったし、抜く際に特に抵抗もなかった。


　しゃらん、と小気味よい音がした。


　両刃の剣。


　柄の部分にジルサニアの紋章がある以外は、華麗な装飾はない。


　その代わりに、鈴がついていた。柄に結ばれた紐ひもから、七つの鈴が垂れ下がっている。軽く振ると、耳の奥まで突き抜ける音が。


「よっ」


　もう一度強く振ると、力に比例して音が大きくなった。結構うるさい。
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　刃の部分に模様が描かれてあった。これは呪文だ。普通の魔法を付加エンチヤントするだけなら、こんな呪文は必要ない。素人のミロクには到底わからない言こと霊だまの力で封じないと扱えないほど、強い魔法がかけられているのだ。


　そしてなにより、刃が長い。柄の部分は普通なのだが、刃だけが二倍以上ある。人ひとりを斬るための剣ではない。馬、盾、扉などを斬るための剣ではなかろうか。それでなければ、芝居や大道芸くらいしか使い道がない。


　そんな長い武器が、ジュジュの左手に入っていたのだ。


「どういうことだ、トーラット」


　ジュジュではなく、トーラットに尋ねたのには理由がある。その手に触れた瞬間、ミロクはあることに思い至ったのだ。


「ジュジュの左手、ゴーレムだろ」


「よくわかりましたね」


　トーラットはあっさりと答えてくれた。


「内緒にしててくださいね。ジュジュの左手は、それ自体がジルサニアの宝なんですから」


「それ自体が、宝？」


「……本当にバカだな、ミロク」


　嘆息するジュジュだが、ミロクは言い返せない。


「私の左手に、ジルサニアのゴーレム技術が詰まってるんだ。剣を隠す術も、その技術を応用したものってわけ」


　剣よりも鞘の方に技術を使っているということか。


　ということは、この剣はオマケか。


「だけど、どうしてジュジュが？」


「それが私のもう一つの仕事なんだ。私、ジルサニアの姫だろ。戦に出ることもなく、外交もしない。王宮で安穏と暮らすだけの存在──これってつまり、ジルサニアで一番安全な人物って言えねーか？」


「あ、そうか！」


　ジュジュは王家の宝を守る、金庫そのもの。その宝を狙う敵も、金庫が逃げたり部下に命じて反撃してこられてはたまらない。


　それを守るのも赤目隊の仕事だったのだ。


　ジュジュが表だって仕事をしない理由も、これが原因なのか。他国にバレたら、真っ先に左手が狙われる。宝石をちらつかせながら一人歩きをするようなものだ。


　だったらなおさら戦場に来てはいけないのではないか。国内でもっとも危険な場所で、何をやっているんだこの姫は。


「だから気兼ねなく使っていいぜ、その宝剣。契約したんだから、もう私とお前の共有財産みたいなもんだ。パーッとやってくれ」


「……いいのか？」


　改めて剣を見るミロク。


　言うまでもなく、名剣だ。たぶん鎧よろいでも斬れる。


　ただ鈴の音がうるさいので、戦場で非常に目立つだろう。


「いいのか、じゃない。ジュジュを守るために振るう剣だと思え」


「兄上の言う通りです。ミロク、その剣はジルサニアを守るためのもの。それは騎士の仕事となんら変わりはないものです」


　使い込まれた自分の剣の刃を眺めながらアーセージが言い、そしていつの間にか姫の口調に変わっているジュジュ。本当にいつ戻ってきたのかわからなかった。


「壊れることはないと思いますし、使いにくそうでしたら、別の剣も入っています」


「あ、そうなんだ」


　宝剣は一振りではないのか。


　それもそうか、と思い直す。あのゴーレムの手とやらに剣が収まるのであれば、最高の剣一本だけを収めておくより、二番目、三番目に強い剣も入れておいたほうが便利だろう。ミロクの剣が何番目なのかはわからないが。


「あれ？」


　だったらアーセージも宝剣を使えばいいのに。


　どうしてミロクだけしか宝剣を使えないのだ。


　そのことを聞こうとしたのだが、すでに皆が集まって作戦会議に入っていた。


「ミロク。私とお前とで、敵の前線をかき乱す。その間にビスマルクとフェリサ君が敵の総大将を叩く。トーラット君のゴーレムは、撤退する我が軍を護衛する。これで良かったな？」


　赤目隊に混じり、テキパキと確認するアーセージに、皆が揃そろって頷く。


　その後で気づく。


「あれ、この人たちは？」


　戻ってきたアーセージについてきた精鋭部隊が待機している。一緒に戦うのかと思ったが、そうではないのか。


「我々はジェルメーヌ姫をお守りしつつ、城へ帰還いたします。申し訳ありませんが、陽動は赤目隊にお任せ致します」


「私のために……面倒をおかけしてしまって、申し訳ございません」


　しなを作って騎士たちに頭を下げるジュジュ。


　アーセージの気配を感じた時から、ずっと姫様モードが続いている。さすが今まで隠し通しただけのことはある。この変わり身の早さは技の域だ。


「何を仰るのですか。確かに今回のご来訪は短慮とも呼べる行動ですが、それはアーセージ殿下を想っての行動でしょう。兄を慮おもんぱかる気持ちは、誰にだってございます。さぁ、こちらに」


「あ、すみません、最後に」


　手で騎士たちをさえぎって、ジュジュはミロクの元に走る。


「おいバカミロク！」


　ミロクの耳元で小声で叫んだ。


「死ぬな！」


　本当に短い姫の言葉だが、ミロクの心に届いた。


　ひょっとして、本当に魔力を帯びているのかもしれない。ジュジュがミロクの目を見て叫んだ一言は、体内から力を引き出してくれる。


　こんなに強い言葉を、国民は毎日聞いているのだ。元気になるのも不思議ではない。


「わかった！」


　叫び返すと、より力が増す。


　ジュジュは頷き、踵きびすを返す。


「さ、参りましょう。お待たせして申し訳ございません」


　近この衛え騎士に連れて行かれるジュジュを見送りながら、ミロクは心の底からジュジュに感謝する。


　剣は軽かった。木刀のように軽々と肩に担ぐと、小高い丘から前方を見る。


　数にして千、いや、二千。


　重い鎧を身につけたホラキア兵が行進している。


「ミロク。盾は要らないのか？」


　隣に立つアーセージが、自分の盾を差し出す。


「いえ、この剣はそういう風に使わないみたいです。俺が習った剣術に合ってるから、使いやすいです」


「そうか。ならば盾を使わずに生き残れる剣術を見せてくれ。勝った暁には、仕事以外でもジュジュと手を繫つなぐことを許してやる。いや、やっぱり手はナシだ。そうだな、小指くらいで我慢しろ」


「はぁ」


　こんな時でも、この王子はこんな調子なのか。


「竜騎兵いるね。ほら、あの左翼のあたり」


　ミロクの隣に立ったアーニィの示す先には、確かに異様な色彩の兵士がいた。竜の鱗うろこが光を反射して、奇妙な光沢を放っている。


「あれは無視だ。それよりもフェリサ、指揮官の位置わかるか？」


「……あれ。縦に長なげぇ兜かぶと被かぶっとるヤツ」


「わかった。俺たちの狙いはあいつだ。フェリサ、一撃で仕留められるな？」


「ん」


　フェリサは胸に巻いたベルトから、ひとつのビンを取り出す。いつもは化粧品が入っているそのビン。どうも毒が入っているようだ。一本の矢を取り出し、鏃やじりをビンに浸すとまた矢筒に戻す。射るのはその一本だけということか。


「いいか、ミロクが花でフェリサがコインだ」


　ビスマルクがフェリサに呟いた言葉は、ミロクの耳にも届いた。


「手品の基本だ。右手で花を出して客の目を引きつけている間に、左手でコインを隠す。ま、今回はコインが矢に変わるだけの話だ」


　ビスマルクとフェリサが頷き合う。


　こういう会話をするあたり、虚を突くのが得意というか──本当に、イヤガラセが大好きなんだな、と思う。


　ミロクも気を引き締める。花ならば、せいぜい派手に咲いてやろうと。


　そう考えると、この「鈴の剣」。陽動に使うためにと、ジュジュの左手が選んでくれたみたいだ。


「隊長。クロトポリカも所定の位置に配置しました。いつでも動かせます。はぁ、僕のゴーレムを人殺しに使うのは、あまり好きじゃないんですがね……」


　トーラットが遠くを見つめて、寂しそうに笑う。


　あれだけの巨体を敵に気づかれずに移動させるとなると、かなりの労力が必要なはずだ。だが現に、見えなくなっている。時折、重い足音がするが、それはジルサニア軍が所有している別のゴーレムだ。それらは撤退する軍の殿しんがりについている。


「──よし」


　ミロクは剣を両手で構えた。


　しゃらん、と鳴き声のような音がする。


　音が身体を震わせる。


　五百数える間に、何人倒せるだろう。何人目で倒されるだろう。


　初うい陣じんではない。戦場に出たことは幾度かある。だがここまで昂こう揚ようする戦いは生まれて初めてだ。


　断続的だった地響きが、連続して起きるようになった。ゴーレムの足音が敵軍の足音に変わったのだ。あと呼吸を数回するだけで、ミロクたちは敵に発見されるだろう。


　目を閉じると、隣にいる仲間の顔が浮かぶ。


　それと悪態をつくジュジュの顔。


　つい笑いそうになったその時。


　──ぐぅ。


「……ハラ減ったな」


　そういえば、昨日の夜から何も食べていない。補給物資を届けた時も、忙しくて食べるのを忘れていた。それにあれだけ腹を空すかせている騎士たちを見れば、とても自分の分を食べる気になれなかった。


「みんな！　帰ったらアーセージ殿下におごってもらおうぜ！」


「賛成っ！」


　アーニィが諸もろ手てをあげる。


「あまり高いものは頼むなよ」


　アーセージが笑った数瞬後、和やかな雰囲気の丘は戦場と化す。


　鈴の剣が鳴く。


　一歩踏み出した瞬間、ミロクは数を数えるのを忘れた。





　　　　　　　＊





「ミロクのやつ……剣見たとたん、尻尾しつぽ振りやがって。犬かアイツは」


　誰にも聞かれない声で呟いていると、


「姫様、そう後ろを振り返ってばかりでは、馬から落ちますぞ」


「え、あっ、すみませんオホホホホ！」


　お供の騎士が操る馬に乗っているジュジュは、口を押さえて笑った。二人以上乗るための鐙あぶみが用意されていたおかげで、ジュジュはこのままジルサニア王宮へ直帰だ。道中で何者かに襲われる可能性もあるが、赤目隊の倍の人数の精鋭騎士で固めているから安全だ。


「はー……」


　その馬上で溜ため息いきをつくジュジュ。


　ちなみに普段の作業着のジュジュは、ジェルメーヌ姫だと思われていない。王宮で働く騎士たちにも赤目隊の一員だと思われている。「まさか姫がこんな格好でこんな言葉遣いなはずがない」というわけだ。


　その「ジュジュ」と「ジェルメーヌ姫」が一致しては、行動しにくくなる。だからアーセージの直属の騎士だろうが、正体は隠す。


「帰ったらお父様や宰相に叱しかられますね。確実に。正直、気が重いです」


　なにしろ仕事をサボってまで戦場に来たのだ。それによって国王だけでなく、様々な人たちのスケジュールが狂ってしまったのだ。


「しかし、赤目隊がアーセージ様の騎馬士団を救ってくれたことを考慮すれば、いくらか許していただけるのでは……」


「馬鹿者。そうやってつけあがらせてはイカン」


　ジュジュが乗る馬を操っている、初老の騎士が小さく叱る。騎士もジュジュも、顔を見合わせて、小さく肩をすくめた。


「いいんです。平気です。今回は、兄上が心配で少し慌ててしまいました。もう取り乱しませんから、ご安心ください。あとは赤目隊がなんとかしてくれるでしょう」


　小さく笑うジュジュ。


「そう、それです姫様」


　初老の騎士が、感心した声で尋ねた。


「よくあのミロクという騎士に宝剣を託せましたな。あの剣──というか、姫様の左手と契約するということが、どういうことかわかっているのか……」


「わかっていませんよ。教えませんでしたから」


　ニコリと笑うジュジュに、騎士たちも呆れ顔。


「本当によろしいのですか、姫様？　あのような新米騎士が姫様の、その、ええと……アレに、なったとして──」


「平気です！」


　自分の決心を振り切るように叫ぶジュジュ。馬が僅かに驚いて、バランスを崩しそうになった。


「ミロクの出自なら、私はよく知ってます。どこぞの馬の骨というわけではないんです」


「ほう」


「彼は──気づいてないと思いますけど」


　何かを思い出したのか、クスクスと笑いだすジュジュ。


　この場にいる騎士たちはジュジュの気持ちもミロクの過去も知らないが、本人にしてみればすでに決定事項だったようだ。


「それに、左手の契約は騎士が死ぬまで続きます。だから、この戦闘で死亡すればそれで契約は終わりです。所しよ詮せん、それまでの男です」


「では、もし生きて帰ってきたら？」


「それほどの男、ということになりませんか？」


　老騎士の問いに、ジュジュは自信たっぷりに答えた。





　　　　　　　＊





　魔法とは万能の力。同時に、魔法とは無能の力。


　この世には数あま多たの魔法があるのに、我々人間が行使できるのは、その中の数種類のみ。その中でも実際に生活で触れることができるのは、二、三種類。国ごとに異なる魔法文化があるため、得意とするのは一種類の魔法のみ。


　だが一種類で充分。


　この強化リインフオースの魔法さえあれば、どんなことでも可能だ。腕力を鍛えて土木作業もできるし、脳を鍛えて知識を詰め込むこともできる。


　今、全身を鍛えて鎧を着込んだ兵士たちは、どんな敵でも赤子のように屠ほふることが可能だ。どんなものでも斬れるジルサニアの騎士剣だろうが、剣も鎧も押しつぶしてしまう。それでもダメなら、剣を避けてしまえばいい。


　さらにオウガンの別働隊がジルサニアの補給を断ってくれている。こうなったら、もうホラキアの兵士がすることはひとつ。逃げまどう騎士たちを背中から貫き、斬り倒すだけだ。これほど楽しいことはない。


　そしてようやくジルサニアの騎士を追いつめた。もう糧食も完全に尽き、逃げ場を失っている。残りカスのような軍勢を全滅させるのに、時間は要らないだろう。


　──少なくとも、彼はそう思っていた。


　彼はホラキア軍第四大隊、翡ひ翠すい中隊に所属する槍兵の一人。


　ただの槍ではない。一般の兵士が使う槍を巨大にしたもので、簡単に説明すると杭くいのような鉄の塊だ。左右に取っ手がついており、六人のホラキア兵がそれぞれ持って突撃する。他国の兵士ならば四十人はいないと持ち上げることすらできないだろう。


　その槍でもって、敵陣を破壊する。城や門はもちろんのこと、これだけの質量の槍を振り回されては、人だって無事では済まない。まさにホラキア軍の力を最大限に発揮した武器といえる。


　彼が担当するのは、その槍の右手前。前面にいるので、敵が槍に貫かれ、身体をごっそりと削り取られる姿を見ることができた。


　今度の戦いも、同じ光景が見られるはずだったのだ。


　明らかに異様な味方の悲鳴が聞こえた時から、彼の運命は狂い始めた。


「な、なんだあいつら!?」


「殺せ！　たった──」


「うるせぇ！　どけ、俺が殺──」


「ヒッ……！」


　人が宙を舞っていた。


　ホラキア兵が投げたのならともかく、飛んでいるのはそのホラキア兵だ。重い鎧を身につけた兵士が、身体を真っ二つにして飛来していた。


　それで、彼の動きも止まった。


　それ以上前に進めなかった。先に突っ込むはずだった兵士が、足止めされているからだ。彼らだけではない。遠目に見える隣の部隊の槍兵たちも足止めされている。


　しゃらん──と、澄んだ音がする。


　隣の槍が折れた。


　違う、斬られた。


「ぎゃああああああっ！」


　血ち飛沫しぶきと悲鳴。まさかあれは全てホラキア兵のものなのか。


　どこだ。敵は何人いるんだ。


　周囲を見回しても、敵が見えない。


「わ、ぁあああ！」


「助けて、助けて！」


　悲鳴が近くなってくる。激しく何かがぶつかる音と、悲鳴。そして乱れる足音。それら全てをかき消すように響く、鈴の音。


　彼以外の槍兵も戸惑っている。なにしろ手が塞がっており、視界の半分は槍に遮られているため、敵が探しにくいのだ。


「あ、あぁぁぁぁ……！」


　不意に、音が止やんだ。


　敵を倒したのかと思ったが、そうではない。


　周辺にいる全ての兵が立ち止まったのだ。そして敵の周りに立ちつくしている。ホラキア兵で作られた輪の中に、二人の騎士がいるのが見えた。


　片手剣と盾を持った男と、長い両手剣を持つ男。


「さあ、次は誰かな。いつでも相手をしてやるぞ」


　一人に見覚えがある。ジルサニア王国の王子だ。剣を眼前に構え、余裕の笑みを見せている。血なまぐさい戦場で、なんと優雅に戦う男か。


「死にたいヤツからかかってこい！　そうでなければ、とっとと失うせやがれ！」


　もう一人はわからない。ただ、剣を持つ手がブルブルと震えている。畏おそれているのではなく、興奮を抑えているのだ。


　その両手剣の柄には、鈴がついた紐が縫いつけられていた。あの耳障りな鈴は、彼から発せられていたのだ。


　王子の方は血に汚れても美しかったが、こちらの騎士は違う。全身が真っ赤な血に塗まみれており、まるで野獣のように吠え、目の前にいる敵を喰い殺そうと睨にらみ付ける。顔面には血が塗りたくられており、異い形ぎようの魔物を想起させる。


「どうした！　怯おびえたのか!?」


　野獣がまた吠える。


　語ご彙いは少ないが、それだけに我々を挑発しているのではないことがよくわかる。あの野獣は本心から敵を欲している。


「う、うおおおおっ！」
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　それを挑発と受け取った一人の兵士が、跳躍した。


　──剣が、鳴く。


　生身の二倍の重さを持つ鎧を着た兵士でも、ホラキアに伝わる強化リインフオースの魔法をかければ裸も同然だ。鍛え抜かれた肉体をさらに魔法で強化した兵士の突撃は、身体をぶつけるだけでも強力な武器となる。


　その兵士の身体が、瞬く間に両断された。野獣と王子が軽く剣を振るっただけで、突撃した兵士の胴と首が切断されたのである。


　どんな剣で、どんな腕だ。


「おい、俺たちも行くぞ！」


　叫んだのは、彼の槍を左から持つ兵士だった。


「待て！　あれは危険だ！」


　というか、あの二人を見て安全だと思う者はいないだろう。ここは冷静に様子を見て、後退すべきだ。


　だがホラキアの槍は六人で持つ。彼一人が否定したところで、残りの五人の意見が同じならば多数決を取られる。


「うおおおぉぉおおおおおっ！」


　前に引っ張られた。


　──この槍ならば、もしかして。


　そんな考えは微み塵じんも起きなかった。


　彼は槍から手を離し、一目散に逃げ出した。そしてそれは正しい判断だった。彼が槍から手を離した瞬間に、その槍が横に切断され、槍を持っていた五人の槍兵は全て首をはねられた。


　他国の兵士ならば怯えて足がすくんでしまう光景だろう。


　しかしホラキアの重装歩兵たちは違う。ひとりで駄目ならふたりで、ふたりで駄目なら六人がかりで相手を倒す。


「対巨大獣用陣形、行くぞぉっ！」


　誰かはわからないが、偉そうな号令に周囲の槍兵が従う。


　あの二人を囲むようにして、六つの巨槍が展開された。全方位を網羅した槍の位置が定まると、さすがに剣士もどこを攻撃していいのか迷う。


「突撃！」


　巨大獣が顎あごを閉じるように、六つの黒い槍が剣士を刺し潰つぶした。どこに避けても槍があるのだ。さらに計算され、組まれた包囲陣は、まさに歯の如く隙間なく挟まり、ウサギ一匹すら逃がさない。


　鉄と鉄が激突する音。


　衝撃で地面が揺れるほどの力が、一点に集束する。ひしゃげた槍が転がり、激突のショックにひるんだ者は槍に押しつぶされる。


　それでも、無駄だった。


「あそこっ！」


　誰かが指を向けるのは、天空。


　赤く染まった外がい套とうを身にまとった獣が、跳ねていた。


　常人の範囲の高さだ。が、あの一瞬で槍の上に飛び乗り、そこからさらに跳躍する脚力はホラキア人でなければできない芸当である。何かタネがあるのだろうが、彼にはわからなかった。


　跳ねたウサギが、また地面に舞い戻ってきた。


　じゃらり、と鳴く剣に、兵士たちは斬りかかることも忘れる。


「うおおおおぉおおおおおおっ！」


　潰れた六つの槍を、一瞬で叩き斬る。


　六つの槍が、無数の鉄塊と化す。


「おぉおおおおおおっ！」


　剣士によって蹴り飛ばされた鉄塊が、何人もの兵士をなぎ倒しながら吹き飛んでゆく。その化け物じみた足には何かが巻き付いている。ジルサニアの魔法が付与された何かだ。あの国はそういう道具を作るのに長たけているのだ。


　が、槍を斬ったのは紛れもないあの剣士の腕だ。


　獣のような剣士によって、次々に倒される兵士。その速度が徐々に緩やかになっているのは、あれを恐れて斬るのをためらってしまうのと、そもそも戦える兵士が減っているからだ。


　それはこちらの事情だ。獣の方は関係ない。


　剣が鳴くたびに誰かの悲鳴が重なり、それは唱和するように大きくなっていった。


「あ、ああ…………」


　彼はどうすべきか迷う。


　ホラキア兵として潔く死ぬか、それとも……


　その時耳元で聞こえた、鈴の音。


　吐息がかかるほど近くに、鈴がある。


　その音が彼の闘争本能をかき消した。


「ヒッ、ヒィイイ！」


　過去に同じ声を出した同僚を笑ったことがある。その時と全く同じ、情けない声が自然に出た。それを恥じる間もなく、彼は来た道を全速力で走り出す。


　まるで強化リインフオースの魔法は、逃げるためにかけられていたかのようだった。








　しかし戦場である以上、彼に安息の地はない。


　逃げ出したはいいが、敵前逃亡は重罪だ。


　そこで彼は考えた。最前線の情報を伝えるために、後方へ下がったことにすればいいのだ。悪魔のような二人組がいることを指揮官に教えれば、きっとなんとかしてくれるはず。


　一いち縷るの望みを抱いだいて、仲間をかき分ける彼。


　指揮官はすぐにわかった。長い兜を被っているから、遠くからでも見つけやすい。


　その指揮官に駆け寄ろうとした彼が見たものは──


「ウサギ……？」


　幻覚だ。


　戦場にウサギが飛び跳ねているはずがない。


　どうやら本当に幻覚のようだ。ジルサニアの魔法攻撃が襲いかかってきた。突然、指揮官の周囲が燃え始めたのだ。


「火を消すんだ！　魔法でも布でもいい！」


　独特の匂いを、彼は嗅かいだ。使い捨ての宝石で魔法を使う時に生じる匂いだ。ホラキアにもいくつか存在する武器だが、当然ジルサニアにもある。


　おそらくこれは、投げて地面に落ちると爆発炎上する玉だ。


　だが爆発物なだけあって、何か道具で射出することが困難な代物なのだ。したがって指揮官に打撃を与えるなら、誰かが決死の覚悟で敵陣深くまで潜もぐり込まないといけない。


「誰だ……誰が投げた？」


　まさかあのウサギが？


　いくらなんでもそんなことはないだろう、とかぶりを振る彼。


　しかしもしウサギが犯人だとしたら、恐ろしいことだ。なにしろ誰にも気づかれずに敵陣に潜り込めるのだから。ウサギだから膂りよ力りよくはないが、その分、道具や他者がそれを補ったとしたら──


　燃え上がる炎の中、彼はそれでも指揮官を捜そうとするが、すでに指揮官は指揮官ではなくなっていた。


「た、大変だ！　指揮官殿が戦死なされた！」


「ええっ！　誰がやったんだ!?」


　兵士たちが騒ぎ出す。


　どうやら言葉通りの意味らしい。


「弓だ！　どこからか弓で射たヤツがいる！」


　剣と違って、射殺された形跡はわかりやすい。なにしろ死体に矢が刺さっているのだから。


　だが、誰がどこから？　この戦場はどこまでも草原が続く、なだらかな場所だ。狙撃できるような高台は周囲に見あたらないし、仮に木の上などから射たとしても、この混戦の中、炎に包まれて駆けずり回っている兵士たちから指揮官だけを狙って、一撃で殺せるほどの暗殺者がいるものか。


　──流れ矢だ。そうに決まっている。


　もう、彼は報告のことすら忘れて走り出していた。


「嫌だ……もう、こんな戦い、嫌だ……！」


　今、彼を突き動かす欲求は、生存本能のみ。とにかくこの危険な場所から遠ざかりたい、それだけを胸に抱いて走っている。


　同じ考えの者は大勢いたようで、彼を追い抜くようにして走るホラキア兵がちらほら。歴戦の勇者たちが「逃げるな！」と叱しつ咤たしているが、そんなもの関係ない。逃げなければ死ぬのだ。


　王子、野獣、ウサギ、暗殺者──


「う、うおぉおおおおおおっ！」


　最前線では、いまだに野獣が暴れ回っている。拳法家の加勢も加わったようだ。血飛沫が上がらなくなった代わりに、吹き飛ばされる兵士が多数。鎧の重みで首の骨を折ったものもいる。


　そして背後では炎が吹き荒れており、逃げまどう兵士たちの道をふさいでいる。誰か──もう彼はあのウサギとしか思えなかった──が、魔法の玉で兵士たちの逃げ道を限定しているようにも感じる。


　となると、もう左右にしか逃げ道はない。


　左翼にいるオウガンの竜騎兵たちが異変に気づいたようで、こちらに向かっている。が、あの野獣たちを倒すことは可能なのだろうか。


　そんな確信の持てない戦いを見届ける義理はない。


　彼は右翼から逃げることにした。もう鎧もほとんど脱ぎ捨てて走る。野獣たちから逃れようとした兵士たちが、彼と同じように右翼から逃げ出そうとする。


　が、そこにも敵がいた。


　ジルサニアの動く城塞、武装ゴーレムだ。


　どこに潜ひそんでいたのか。これほど大きな身体を、どうして誰も今まで見つけられなかったのか。


　しかし彼は安あん堵どする。なにしろ一番マシな相手だ。武装ゴーレムは大きく、力もあるが鈍重だ。ホラキア兵が全速力で駆ければ、逃げられないこともない。それに今は戦力不足なのか、ゴーレムも一体だけ。


　が、一体だけというのが気になる。


　最前線の野獣たちも、たった二人。指揮官を殺した暗殺者も、おそらく一人。


　だとすると、このゴーレムも──


　よく見れば巨大な鎧や兜に文字が書かれている。遠くてよくわからないが、呪文か何かだろうか。


「大丈夫だ！　ゴーレムくらい、俺たちが倒してやる！」


　威勢の良い声を上げるのは、彼と同じ槍兵の六人。どうやらこちらは六人全員の意見が一致したようだ。仲の良い部隊である。


「おおぉおおおおりゃああああっ!!」


　六人の槍兵が、武装ゴーレムに向けて巨大な槍を投とう擲てきした。


　その威力は城壁すらも貫き、岩に投げれば全てめり込んでしまうほどのもの。


　だが、彼の悪い予想は的中する。


　城を貫く槍が、ただのゴーレムの手に遮られてしまったのだ。まるで大根でも扱っているかのように、ゴーレムが手を前に突きだしただけで、槍が跳ね返った。巨大な槍は逃げだそうとするホラキア兵を押しつぶし、その哀れな兵につまずいた兵士がさらに転んでしまう。


　いくら鈍重な武装ゴーレムでも、止まった敵なら関係ない。


　巨木のような腕を緩慢な動作で振り上げ、振り下ろす。


　槍に潰されたホラキア兵の死体と、それで転倒したホラキア兵の身体が平等に押し潰された。かろうじてそれを免れた兵士は持っていた武器を投げ出して、あらぬ方向へと逃げ出す。


　彼も逃げようと思った。


　が、彼の目の前に立ちふさがったゴーレムは、城の柱ほどもある背中の盾を構えると、大きく横に薙ぎ払った。ゴーレムの周囲にいた兵士は残らず吹き飛ばされ、飛ばされた兵士の鎧にぶつかった彼は昏こん倒とうした。


「な、なんだこいつら……違う、ジルサニアじゃない、こんな奴ら、ジルサニアにはいなかった、こんなの、違う……！」


　うわごとのように呟きながら、彼の意識は徐々に薄れていく。


　完全に意識を失う直前に彼が聞いたのは、先ほど「逃げるな」と叫んでいた熟練兵士が放った、「逃げろ！　勝てるわけがない！」という悲痛な声だった。





　　　　　　　＊





　連続する後頭部の痛みで目が覚めた。


「おぉ!?」


　なにかと思えば、走るクロトポリカの背で寝かされていた。ミロクは頭を押さえながら起きあがると、また倒れた。


　身体に力が入らない。今ので最後の力を使い果たしてしまったようだ。


「ミロク、起きましたか」


　目覚めたミロクを優しく起きあがらせてくれるトーラット。


　荷馬車のようにゆっくりと動くゴーレムから、周囲を確認する。道幅の広いあぜ道だ。右も左も広大な畑が続いている。


　そこでようやく自分の状況を思い出した。


　ホラキア軍の猛攻をアーセージとふたりで凌しのいだのだ。途中から何がなんだかわからなくなって、ただ、何人も斬り殺したのを覚えている。そんな自分に酔わないように、必死で声を出し続けていたのだ。


　ここでのんびり寝ている、ということは、どうやら勝ったのだろう。しかし戦場で気を失ったミロクは、どうやって助かったのか。


「ホラキア軍が撤退したと思ったら、ミロクも殿下もブッ倒れてしまいましたからね。動けるのは僕だけでしたから、担いでクロトポリカに乗せるのに苦労しました」


「アーニィやフェリサは？」


「いるよー」


　声のした方を向くと、クロトポリカの足の部分にフェリサと血まみれのアーニィが背中をくっつけて座っていた。全部返り血だと思うが、気色悪いことこの上ない。そう思っていたが、ミロクの方がひどかった。全身真っ赤だ。


　外套で隠したかったが、戦っている間にどこかに落としてしまったようだ。白銀の外套を羽は織おっているのはトーラットとフェリサだけ。二人とも血はまったく浴びていない。


「……隊長は？」


「そこで寝てる。殿下も」


　よく見れば、ミロクのすぐ近くにいた。よほど疲れが溜たまっていたのだろう、鎧を着たままうなされているアーセージと、何故なぜか全身真っ黒で眠っているビスマルク。同じくらい戦ったというのに、アーセージはそこまで汚れていない。何が違うというのだ。


「全員無事ですよ。安心してください」


「そっかぁ……」


　一気に力が抜け、また倒れそうになる。


　そうだ。腹が減っているのだ。


　空腹状態で、よくあれだけ動けたものだ。戦っている最中に餓死しなくて本当に良かった。とりあえず帰ったらたらふく食べよう。


　何かが足りない気がして、もう一度周囲を見る。


　赤目隊もアーセージもいる。全員、元気とは呼べないが、無事だ。


「……そうだ、ジュジュは？」


「今頃、早馬で城に帰っていますよ。国王、宰相、侍女、全部まとめてお説教くらっているでしょう」


　楽しそうな顔のトーラット。彼が一番余裕なのは、ゴーレムを使役していただけだからだ。魔法を使っての操縦がどれほどの苦労かわからないが、肉体労働ではないので、身体だけは元気なはず。


「ずっと聞きたかったんだけどさ。ジュジュが荷物に紛れて俺たちについて来た時、トーラットが手引きしたんだろ？」


「あ、バレました？」


「そりゃなぁ。普段なら一番に説教する人物が黙り込んでるからなぁ」


「いや、僕はバカ正直と言われるほど、隠し事が苦手でしてね。すみません、ジュジュに頼まれると断れないのです」


　頭を搔かいて笑うトーラット。


「何か弱みでも握られてんのか？」


「とんでもない。ただ僕はジュジュの左手に興味があるだけです」


「あぁ……ゴーレムだもんな」


　ゴーレム使いとしては、気になるだろう。なにせジルサニアに伝わる秘法だ。きっとその一部の情報と引換、などという取引があったに違いない。そうでなければ、あのクロトポリカの強さは説明できない。


　悔しいが、そのジュジュの考えは正しかった。


　この剣がなければ、ホラキア軍を撤退させられなかった。どこかで必ず剣が折れるか、敵の鎧を斬れずにバランスを崩していた。そうなったらアーセージもミロクも死んでいた。自分の剣技も評価に値するだろうが、この戦いの一番の功労者は宝剣だ。


　つまり、ジュジュのおかげだ。


「剣、返さなきゃな」


　王家に伝わる宝剣は、ミロクのそばに無造作に転がっている。


　あれだけ人の血を吸ったのに、宝剣はまったく汚れていなかった。手にすると、鈴が僅かに音を立てる。鈴の中にも血は入っていないようだ。


　これはジュジュの剣。彼女のために振るった剣。


　だけど今日は、もう一つ学んだ。


　竜のスープを作って飢えを満たした。これは本来、補給部隊かコックの仕事だ。だけど自由な赤目隊ならその代わりになれる。


　ジュジュの涙でもなく、トーラットの一言でもなく、あの野営地で最初に出会った騎士の「ありがとう」という言葉。それと、ジュジュが放った「死ぬな」という言葉。


　あの心からの一言が、ミロクに道を示してくれたのだと思う。


　心を込めた一言が、どれほどの力を持つか、ようやくわかった。


　閉ざされていたミロクの心が、ようやく開き始める。今までは「あんなムカつく小娘が、人を感動させられるはずがない」と、偏見と先入観が耳を塞いでいたのだ。


　だが、改めて考えても、原因は初日から奴隷扱いしたジュジュだと思っている。


「ミロクー」


　背後からアーニィに呼ばれた。


「この辺りで、食べられる草ってない？」


「なんで俺に聞くんだよ!?　俺、そこら辺の草喰ってそうな顔してるか!?」


「……オラもそろそろ限界だべ」


「帰ったらたらふく食べましょう。今なら『聖書バイブル』の食堂のＡ定食、二人前くらいはいけそうな気がします」


「私はＢ定食の方が好きだ」


「って殿下起きてたんですか!?」


　こうして赤目隊とアーセージは、道中の町に寄って昼食を取るまで、会話しながら空腹感を紛らわせた。途中から空腹がひどくなり、会話の内容もイカれ始め、誰かが笑い出したら止まらなくなった。


　そんな彼らを見て、ジルサニア王国の王子と姫の親衛隊だと誰が思うだろう。


　追記すると、空腹で朦もう朧ろうとした状態で町に入ったミロク。返り血を浴びたままだったので、すぐに騎士に通報されたそうな。








　そして次の日、ようやく赤目隊とアーセージはジルサニア城下町にたどり着いた。アーセージは国民一同から温かく迎えられたが、ミロクたちは王子の従者のような扱いだった。


　赤目隊にしてみれば、千の賞賛よりも一台のベッドが欲しい気分だったから、特に気にしていなかった。


「え？　なんで俺？」


　本来なら隊長のビスマルクが帰還の挨あい拶さつをするものなのだが、なぜか赤目隊を代表してミロクがジュジュに挨拶することになった。


　剣を返却する用事もあったので、特に何も考えずに引き受けてしまった。おみやげになるかと思い、いつものパン屋の揚げパンを買って、王宮にあるジュジュの私室に行く。


「失礼します」


　ドアを開けると、ジュジュが座っていた。


　頰が赤いのは国王にひっぱたかれたせいか。さんざん怒られたのだろう。着ていた騎士団の制服も脱がされ、豪奢なドレスに変わっている。


「……遅い」


　思いっきり睨まれた。


「ジュジュ。赤目隊、今帰還……って、あれ？」


　なにやらジュジュの様子がおかしいと思ったら、彼女、一睡もしていないようだ。私室のイスをしっかりと摑んで、寝ないように堪えていたらしい。


　寝ずに怒られていたのか、それともミロクたちを待っていたのか。


　それはジュジュだけでなく、ふたりの侍女たちも同様だ。おそらくジュジュの話し相手にでもなっていたのだろう。目の下にクマを作って、それでもきちんと直立している。


「テメェなにやってた、こんな時間まで」


「いや、その、アーセージ殿下と戦ってたんだけど」


「……で？」


　もう目が据わっている。この会話の内容も覚えていないのではないか。


「今帰った。殿下を含めて無事だ。別の補給部隊もバウゼンさんたちがみんな救ってくれた。殿下は今、国王と話をしているはずだから、少し寝て、元気な顔で迎えてやれ」


「……で？」


「あと、ちょっと町で通報されて騎士と……いや、これは別にいいか。とにかく寝ろよ」


「……で？」


「いつものパン屋の揚げパン……食うか？」


「よこせ」


　袋を渡すと、中身も確認せずにパンを取り出して食べた。もそもそとつまらなさそうに食べているので、一緒に買ってきたジュースも手渡す。


「あの、皆さんの分もあるんで」


「あら、まぁまぁすみませんミロク様」


　侍女にも食べるように促すと、ジュジュも無言で彼女たちにパンを渡す。ジュジュと二人の侍女とで、もそもそとパンを食べきるまで、部屋に一言の会話もなかった。


　そして食べきったと思ったら、


「寝る。おやすみミロク。みんなも寝よ」


　ジュジュは立ち上がり、フラフラとベッドまで歩き始める。


「ちょ、ちょっと待て！　剣！　これ返す！」


「……ん」


　無造作に左手を差し出すジュジュ。


「えーと、これ普通に突き刺していいのか？」


「勝手にブッ刺しちゃってくれ」


「お、おう……」


　勝手に、とは言うものの、やはり危ないのでそーっと剣を刺す。すると少しだけ手が光り、まるで袋に入れたかのようにスルリと宝剣はジュジュの左手に入ってしまった。


「ん、寝る。兄上帰ってきたら起こして」


　アクセサリーも外さずに、ジュジュはベッドに頭からダイブしていった。身体がベッドの上で跳ねたと思った時にはすでに寝息を立てている。


「と、いうわけです。ごちそうさまでしたミロク様。あとよろしくお願いします」


「ええっ!?」


　侍女たちもあくびをしつつ、別室へ退散していったではないか。ジュジュの命令を忠実に聞いたことになるのだが、王宮の姫様の私室にふたりっきりにするのはいくらなんでも間違っていないか。


　ドアが閉まると、本格的に二人っきりになる。


「とりあえず、このままじゃマズイな」


　まずジュジュの靴を脱がせてから、丁寧に布団に横たえる。それだけで済むのだが、寝ているジュジュに触れるだけで心臓が破裂しそうな勢いだ。


「そうか、コニーを寝室に運ぶ感覚でやればいいんだよな」


　年齢も一緒だ。


　よし、と気合を入れてジュジュを抱き上げる。コニーより軽かった。


「着替えはさすがにカンベンしてくれよ……」


　起きないようにそっとベッドに寝かせて、靴を脱がせる。


　綺麗な足だ。


「よし、あとはシーツを掛けて終わり」


　だと思ったのだが、いきなりジュジュに手を摑まれた。


　起きたのか、と思ったが、どうやら寝ぼけているようだ。


「むー……」


　ムグムグと口を動かしている子供のようにあどけないその表情を見ていると、とても一国の姫とは思えない。


　摑まれた手を離そうとしたが、かなり強い力で握られていて、なかなか離れない。無理に引っ張ると起きてしまう。


「おいジュジュ……」


「みろくー……」


　寝言か、それとも起きているのか。





「おかえり……あにうえのこと、ありがとね……」





　夢を見ているのは、ミロクの方なのではないか。


　まさかあのジュジュの口からこんなセリフが出るなんて。


「寝言だよな、どうせ」


　それでも嬉しかった。


「礼を言うのはこっちだよ」


　剣一筋だった自分に、新しい生き方を与えてくれた彼女。


　それだけでなく、剣の腕も信用してくれた彼女。


　今なら、彼女の声が届く。


「いろいろありがとうな、ジュジュ」


　寝ているジュジュの髪を撫でるミロク。ジュジュは気持ちよさそうに眠ったまま。


　さて、そろそろジュジュにシーツを掛けてやりたいのだが、いかんせん手を握られたままだと動きにくい。しかし魔法で接着されているのではないかと思うくらいに強く握られている手は、どうやっても剝はがれない。


　ベッドで寝ているジュジュに寄り添い、手を握られるミロク。


「この姿、アーセージ殿下に見つかったらどうなるかな……」


　その場で首をはねられるだろうか。


　アーセージのことだ、国王との謁見が終わったら真っ先にジュジュに会いに来るだろう。足音などで気づけば良いが、そうでなかったら終わりだ。いや、アーセージだけじゃない。お喋しやべりな誰かがこの姿をアーセージにチクッただけで人生が終わる。


　誰か赤目隊の人間を呼びたいのだが、大声を出したらそれでジュジュが起きてしまう。というかこのままでは小便に行きたくなったらどうすればいいのだ。


「みろくー、パンかってこい……あと、きがえもってこい……」


　この世には、剣ではどうにもならないことがある。


　それを教えてくれた本人は、幸せそうな顔でヨダレを垂らしていた。




エピローグ




　拝啓　お母様





　お元気ですか。コニーです。


　大変なことが起きました。


　なんと、お兄ちゃんの仕事が一ヶ月以上も続いているのです。天変地異の前触れじゃないかと心配です。そちらで大地震や津波などはありませんでしたか。





　それだけならまだいいんだけれど、大変なことがもう一つ。


　今朝、ササヤさんと王宮に行ったの。週に二回、姫様の朝礼があるから。だけどその日に限って朝礼が遅れて、周りの人たちもざわめいて、ああ、それはどうでもいいんだけど、その時に騎士さんたちが噂うわさ話してて、よく聞いたら「新人のミロクとかいう小僧がやりやがった」って言ってたの！


　新人のミロクって、どう考えてもお兄ちゃんだよね？


　また何かやっちゃったのかな。クビかな。


　それだけならまだいいけど、ひょっとしたら処刑されちゃうかも。


　処刑されなかったとしても、ウチの事情がバレて、ジルサニアにいられなくなったらどうしよう。せっかくお友達もできたのに。


　ああ、お母さん、お姉ちゃん、名も無き神様、どうかお兄ちゃんを助けてください。





　あ、それから、こないだ手紙に書いてあったオウガン風炒め飯のことなんだけど、ササヤさんがジルサニアで手に入りやすい香辛料があれば教えて欲しいって言ってたよ。





　　　　　　　＊





「ずいぶんとまぁ、仲むつまじく手ぇ繫つないでたねー」


「見てたなら助けろよ！」


　アーセージの帰還を知らせにやってきたアーニィが放った第一声だった。なんでも僅わずかに開いた扉の陰からずっと見ていたらしいのだが、ミロクが凍り付いたまま微動だにしなかったのが面白かったという。


「こっちは死ぬかと思ったんだ……」


「むしろ死んじゃえバーカ！」


　またしても謂いわれのない罵ば倒とうを受けつつ、眠っているジュジュの世話を代わってもらった。起こせと言われたのはミロクだが、なんでもビスマルクが話したいことがあるのだという。


　一度帰って着替えたいと思っていたのだが、王宮の廊下でそのビスマルクと鉢合わせしてしまった。


「おう、ちょうど今呼びに行くところだったんだ」


「あ、隊長──と、殿下？」


　ビスマルクはアーセージの肩の上に乗っていた。王宮だから珍しい光景ではないのだろうが、この二人が仲良く歩いているのを見るのは不思議だ。


「ミロクか。今、ジュジュの部屋から出てきたようだが、なにか妹に不ふ埒らちな真似はしていないだろうな？」


「してませんってば」


　もうここまでくると、自然とくだけた口調になってしまう。アーセージも身分をかさに偉ぶる人間ではないだろうが、こうもミロクに粘着されるといい加減うんざりしてくる。


「おうミロク。大活躍だったな」


　そのアーセージからミロクの肩に飛び移るビスマルク。


「隊長だってその場にいたじゃないですか」


「俺おれもそうだけどよ、見ていた騎士たちの間で噂になってるぜ」


「え、本当ですか？」


「ああ。ジルサニアの騎士はお前のような、荒々しい剣術は見慣れていないからな。敬意か侮ぶ蔑べつか知らんが、お前のことを〝咬兎サベツジラビツト〟などと呼び始めているぞ。あの白い外套が目立ったのだろう」


　アーセージが苦笑する。


　これも後に知ったことだが、二つ名というのは強さの印というわけではなく、目立つ騎士に対するアダ名のようなものである。ヘンな理由でつけられた二つ名でも、敵が深読みしてビビッてくれればいいと思っている、ジルサニア騎士にしては珍しい風習だ。


「〝咬兎サベツジラビツト〟〟ねぇ……」


　凄すごいのか凄くないのか判別しづらい二つ名である。


「つーわけでミロク。ちょっと付き合え」


　本物のウサギがミロクの頭を軽く叩たたく。


「どこへです？　できれば俺、着替えたいんですけど」


「ああ、そのままでいい。むしろ着替えない方がいい」


「？」


　よく見ればアーセージの服装も変わっていた。騎士団の制服を脱いで、装飾の少ない上着に着替えていた。王族どころか、農民の作業着と言っても通用するくらいシンプルな服装だ。


「殿下もご一緒されるんですか？」


「ああ。先日の戦いの件で、ちょっと聞きたいことがあってな」


「なんです？」


「竜料理の作り方だ」








　王宮を出ると、もう太陽が真上に昇っていた。完全に昼だ。


　朝にたらふく食べたせいか、腹はまだ減っていない。が、なにか食料を出されたら喜んで食べられる程度の腹具合だ。


　アーセージとビスマルクに連れていかれたのは、城下町の商店街にある、安いことで評判の店だった。同じ名前の店が商店街に二つあるのだが、父と息子がそれぞれ経営している。どちらも食事よりも安酒が有名で、大人の騎士たちは仕事帰りにここで一杯ひっかけるのが恒例だ。


　値段と客の質が比例するわけではないが、ここに来る者は騎士だけでなく、あらくれ労働者や金のない冒険者も多い。およそ王族が扉をくぐる姿が想像できない店だ。


　アーセージの背に隠れるようにして、ミロクはその店に入る。


「おねーさん、エールもう一杯お願いね！」


　まず最初に目に付いたのは、店員の女の子にやたら話しかけているオヤジだった。


「おじさん、昼から飲み過ぎよ。そろそろ仕事戻ったら？」


「あー、いーのいーの！　それよりおねーさん、おじさんと飲まない？　果汁のカクテルだったらそんなに酔わないから大丈夫だって！」


「ダメダメ。あ、いらっしゃいませ。何名様ですか？」


　そのオヤジを軽くあしらった店員の女の子が、こちらに走ってくる。


「待ち合わせだ」


「あらビスマルクさん。ちょうど良かった。あのオジサンの相手お願い」


「あいよ」


　勝手知ったる間柄のようで、ビスマルクはアーセージの肩から降りると、テーブルの上を飛び跳ねて、待ち合わせの相手だという人間の元へと辿たどり着く。


「よう！　待ってたぞ！」


　それは、最初に店員の女の子に声を掛けていたオヤジだった。


　アーセージも苦笑しながら、そのオヤジのテーブルまで歩き、無造作に椅子を引く。


　そう言えばこのオヤジ、どこか見覚えがあった。服装は汚れた作業着だが、口元には豊かなヒゲがあり、肌も綺き麗れいだ。そう、どこかアーセージに似た瞳ひとみで──


　気づいた。


　どこかで見たことがあると思ったら、王宮で見たのだ。


　ミロクもオヤジのテーブルに座り、小さな声で尋ねる。


「……なんで国王がこんな店で昼間っから酒飲んでるんですか」


「だれも国王がこんな店で昼間っから酒飲んでるとは思わないだろ」


　エール酒を一気にあおりながら、ジルサニア国王はニヤリと笑う。


　ミロクも反論はしない。秘密の会談をする時は、こういう安酒場が適している。なにより、王宮にはスパイがいる可能性があるのだ。どこで聞いているかわからないならば、こうして喧けん噪そうに紛れて話した方が良い。


　しかし──普段は厳格な国王で、会食の席でも笑顔は滅めつ多たに見せない堅かた物ぶつとして知られているのに、プライベートではこの変わりっぷり。


　どこかの誰かに非常に似ている。


「遺伝、ですかね」


「ん、何がだ？」


「……いえ、なんでもないです」


「ミロク君。こうして話すのは初めてだな。いつもジュジュが世話になっている」


「い、いえ……恐縮です」


　今、この場に国王と王子が同席していると言っても、誰も信じないだろう。どちらも軽装でくつろいでおり、傍はた目めにはちょっとハンサムな労働者の親子だと思われているに違いない。


「さてミロク君。君がここに呼ばれた理由はわかるかね？」


　正直、わからなくはない。


　アーセージに竜料理の話をされた時に、しまった、と思ったのだ。


「ミロク。お前、竜についてヤケに詳しかったよな」


　そのビスマルクが葉巻に火をつけ、全すべてを知っているような顔で尋ねる。


「あれは、ですから知り合いに竜料理専門の料理人がいたって言ったじゃないですか」


「ほう。んじゃ竜騎兵の階級やら、飛竜の兜かぶとや生態についても、その料理人から教わったっていうのか？」


「……それは」


「オウガン流剣術の目録だったな。ジルサニアにもオウガン流剣術の使い手は腐るほどいるが、ニンジンで竜騎兵を殺して、ホラキア兵の軍団にビビられるほどの技術、どこの誰に教わった？」


「…………」


　どれにも答えられなかった。


　俯うつむいて唇を嚙かむミロク。


「ビスマルク。あまりいじめるな」


　助け船を出してくれたのは、なんとアーセージ。


「ミロクのことは、彼の兄から頼まれてるんだ。守ってくれと言われている」


「……兄？」


　誰のことだ。


　ミロクの家族は、コニーとササヤだけだ。


　兄なんて──


「元オウガン帝国第一王子、ゼ・ジンレイ・オウガン」


　アーセージの口から発せられた名前は、ミロクの心臓を急激に締め付けた。


　瞳どう孔こうが開き、体温が急激に冷えるのを感じた。


「君の兄さんだ。違うか？」


「どうしてジンレイの名前を……！」


　全て見抜かれていたのだ。


　その上で、彼らはミロクをここに呼び出したのだ。


　これからどうなってしまうのか、ミロクにはわからない。だが肯定的にしろ否定的にしろ、逃げ場はない。彼らの顔を見るかぎり、噓うそも通用しないだろう。もともとミロクは噓がつけるほど器用ではない。


「……ジンレイとは、母親が違います。でも、兄のように慕っていた」


「そうか」


　アーセージも国王も、それ以上追及しなかった。


「ミロク君。私はオウガンの人間だからと言って君を処罰しようなどとは考えておらぬ。ジルサニアは自由だ。ほれ、君の隊にもホラキア人や藍らん山ざん同盟の者がいたろう」


「アーニィとフェリサのことですか」


　アーニィが使っていた拳法は、ホラキアのものだ。だから彼女がホラキア人だったとしても驚かない。フェリサについては、直接聞いた。ミロク同様、人には人の事情がある。


「君がジュジュのために命を賭かけて戦ってくれたことも知っている。オウガン帝国を亡命した経緯も、少しだが知っている。だからこそ、我々に協力してくれないだろうか。私からの頼みだ」


　亡命したとはいえ、ミロクは数ヶ月を日雇い労働などで過ごしてきた、ただの剣が使える少年だった。


　こうして国王に頼み事をされるなんて、今朝までのミロクは思いもしなかった。


「…………」


　周囲を見る。酒を飲む客だらけで、こちらに注目している人間など誰もいない。


　さんざん迷った末、ミロクは切り出した。


「……正直、国がどうとかよくわからないんです。俺、頭悪いから」


　できることなら、もう少し身分を隠していたかった。コニーやササヤも危険にさらすことになるから。


　そう言っていられない時期が来たのだ。


「だけど、俺、ジルサニア騎士団で剣を振るう理由はできました」


「差し支つかえなければ、聞いていいかね」


「はい」


　強く頷うなずき、口を開くミロク。


　が、そこで固まる。


　会話の流れとはいえ、ここで彼女の名前を出すのはとても恥ずかしい気がした。


　よく考えたら別に恋人でもなんでもないし、いまさら剣に誓った相手と誇るには性格を知りすぎている。


　あの──暴風のような姫を。


「どうしたのかね、ミロク君」


　首を傾かしげる国王に、


「……えーと、給料のため、っていうのはナシですか？」


「えっ？」


「なんだそれは？　ふざけてるのかミロク」


　目を丸くする国王と、憤慨するアーセージ。


　その理由も答えられず、ミロクは下を向いてしまう。


「ま、気持ちはわかるぜ」


　ビスマルクだけがニヤニヤ笑いながらミロクの肩に手を置いていた。







〈つづく！〉　







あとがき




　ファンタジィじゃ！


　剣と魔法のファンタジィを書くんじゃあああ!!　今流行はやりの萌もえとかいう要素を取り入れつつ、黄昏たそがれよりも昏くらくなったり、なんかこう光の白はく刃じんとかを放ったりするんじゃああ！


　などと息巻いてから数年。ようやく形になったよ、『本日の騎士ミロク』。


　どうも初めまして。田た口ぐち仙せん年ねん堂どうという者です。


　いやはや、苦労した苦労した。ファンタジーなんて初めてだったから。


　まずファンタジーってのはドラゴンがいて……剣を使う騎士がいて……姫がいて……そういや資料とか読んでないな。えーとなになに……中世ヨーロッパはとても不潔でペスト大流行で魔女狩りで──


　こんなリアルなの書けるか！　やっぱり普通のファンタジーがいいね。


　だけど普通のファンタジーってなんだ？　ファンタジー……ファンタ爺ジー……ファンタ爺……こよなくファンタを愛する老人……空想の世界の老人……いや、老人……。


　よし、老人だらけのファンタジーなんてどうだろう。


　ジーサンばかりの国だから、国名ジーサニア。お、なんかそれっぽいぞ！　ドン・キホーテみたいだ！　老人だらけのジーサニア騎士団。全員腰が曲がってるのを、甲かつ冑ちゆうで無理矢理まっすぐにする。剣は杖つえ代わりにしても刃はこぼれしないように、魔法をかけてあげよう！　国が福ふく祉し関係に力をいれてるから、騎士団はそういう便べん利り介かい護ごグッズでいっぱい！


　……でもこれ、確実に担当Ｍ女史に怒られるな。「こんな売れないもん書くなデブ！」とか言われそうだな。仕方ない、普通の騎士団にしよう。主人公騎士をおバカだけどカッコイイ少年にして、ガサツだけどかわいい姫も出すか。んでもってマスコットキャラに中年ウサギをいれて……うん、フツーになった……よな？ （なってません／担当注）


　こうしてジルサニア騎士団が生まれたわけだが、みんな信じてくれるだろうか。


　実話なんだが……。


　あ、もしもあとがきから読むタイプの人で、「この本、本当に私のド真ん中ストライクな老人だらけの騎士団なのかしら……」とか思った特とく殊しゆな方、ごめんなさい、老人はほぼ出て来ないんで。でも希望があればできるかぎり努力します。オッサンとオカマばかりの騎士団はボツくらったけど。


　そんなわけで始まった、田口仙年堂流フツー？の騎士団の活躍、これからももっと面白くするんで、応援よろしくお願いしますっ！




二〇〇九年三月　田 口　仙 年 堂　
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